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対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのような GUI要素は、
[GUI要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメ

インタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、このフォントで示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連資料

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な『Cisco
UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

すべての C-Seriesマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な『『Cisco

UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』』を参照してください。https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/ucs_rack_roadmap.html

管理用の UCS Managerに統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアと UCS
Managerのバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS Software』[英語]を
参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、CiscoUCSDocs onTwitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載漏れに関する報告は、

ucs-docfeedback@external.cisco.comに送信してください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
ここでは、Cisco UCS Managerリリース 4.2 (x)の新機能および変更された動作について説明し
ます。

表 1 : Cisco UCS Manager、4.2(1f)の新機能と変更された動作

参照先説明特長

マルチキャストポリシー

（212ページ）、マルチ
キャストポリシーの作成

（213ページ）、およびマ
ルチキャストポリシーの変

更（213ページ）

マルチキャストポリシーで、マル

チキャストメンバーシップ要件を

管理するための [IGMPソース IP
プロキシ状態（IGMP Source IP
ProxyState）]が追加されました。

インターネットグループ管理

プロトコル（IGMP）ソース IP
プロキシの状態

表 2 : Cisco UCS Managerリリース 4.2(1d)の新機能と変更された動作

参照先説明特長

FEXモードの
N9K-C93180YC-FX3を 25G
サーバーポートに接続する

には、Cisco UCS 6400シ
リーズファブリックイン

ターコネクトのサーバポー

トで CL-74の FEC設定が
必要です。転送エラー修正

のためのサーバーポートの

設定（59ページ）を参照
してください

Cisco UCS Manager 4.2(1d)は、
Cisco UCS 6454および Cisco UCS
64108ファブリックインターコネ
クトを使用して、FEXモードの
N9K-C93180YC-FX3のサーバー
ポートで 25 Gbpsポート速度をサ
ポートするようになりました。

Cisco UCS 6454および Cisco
UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトを使用したファ

ブリックエクステンダ

（FEX）モードでの
N9K-C93180YC-FX3をサポー
トします。
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参照先説明特長

ウォッチドッグタイマー

（152ページ）
CiscoUCSManager 4.2(1d)は、PFC
対応スイッチポートを備えた

Cisco 6400シリーズファブリック
インターコネクトでウォッチドッ

グタイマー機能をサポートするよ

うになりました。ウォッチドッグ

タイマーは、デフォルトの機能と

してスロードレインを置き換えま

す。

ウォッチドッグタイマー
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第 2 章

概要

•概要（3ページ）
• Cisco UCS Managerユーザドキュメント（3ページ）

概要
このガイドでは次の内容について説明します。

•サーバポートの設定/有効化、アップリンクポートの設定/有効化、FCポートの設定/有効
化。

• LANピングループの作成

• VLANおよび VLANグループの作成

•サーバリンクの作成

• QoSシステムクラスの設定

•グローバルポリシーの設定

•ネットワーク健全性のモニタリング

•トラフィックモニタリング

Cisco UCS Managerユーザドキュメント
Cisco UCS Manager次の表に記載する、細分化されたユースケースベースの新しいドキュメン
トが用意されています。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
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説明ガイド

Cisco UCSのアーキテクチャと初回操作に
ついて説明しています。これにはCiscoUCS
Manager初期構成と構成のベストプラクティ
スも含まれます。

Cisco UCS Managerクイックスタートガイド

パスワード管理、ロールベースのアクセス

構成、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッションの管理、組織、バックアップと

復元、スケジュール設定オプションに、

BIOSトークン、遅延導入について説明して
います。

CiscoUCSManagerアドミニストレーションガイ
ド

CiscoUCSManagerで使用および管理される
物理および仮想インフラストラクチャコン

ポーネントについて説明しています。

Cisco UCSManagerインフラストラクチャ管理ガ
イド

自動インストールを使用したファームウェ

アのダウンロード、管理、アップグレード、

サービスプロファイルを使用したファーム

ウェアのアップグレード、ファームウェア

自動同期を使用したエンドポイントでの直

接ファームウェアアップグレード、機能カ

タログの管理、導入シナリオ、トラブル

シューティングについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいランセンス、Cisco UCS Centralへの
Cisco UCSドメインの登録、パワーキャッ
ピング、サーバブート、サーバプロファイ

ル、サーバ関連のポリシーについて説明し

ています。

Cisco UCS Managerサーバ管理ガイド

Cisco UCS Managerでの SUN、VSANなど
のストレージ管理のすべての側面について

説明しています。

Cisco UCS Managerストレージ管理ガイド

Cisco UCS Managerでの LAN、VLANなど
のネットワーク管理のすべての側面につい

て説明しています。

Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド

Cisco UCS Managerでのシステム統計を含
め、システムおよびヘルスモニタリングの

すべての側面について説明しています。

Cisco UCS Managerシステムモニタリングガイ
ド

Cisco UCS Managerによる UCS Sシリーズ
サーバ管理のすべての側面について説明し

ています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCS Managerと
の統合
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LANの接続

•ファブリックインターコネクトの概要（5ページ）
•アップリンク接続（5ページ）
•ダウンリンク接続（6ページ）
•ファブリックインターコネクトの設定, on page 7
•ファブリックの退避（9ページ）
•ファブリックインターコネクトスイッチングのモード（11ページ）
•ファブリックインターコネクトのポートタイプ（17ページ）
• vNIC（17ページ）

ファブリックインターコネクトの概要
ファブリックインターコネクトは、Cisco UCSのコアコンポーネントです。Cisco UCSファブ
リックインターコネクトは、LAN、SAN、およびアウトオブバンド管理セグメントへのアッ
プリンクアクセスを提供します。CiscoUCSインフラストラクチャ管理は、ハードウェアとソ
フトウェアの両方を管理する組み込み管理ソフトウェア Cisco UCS Managerにより行われま
す。Cisco UCSファブリックインターコネクトはトップオブラック型デバイスであり、Cisco
UCSドメインへのユニファイドアクセスを提供します。

Cisco UCS FIは、接続されたサーバにネットワークの接続性と管理を提供します。Cisco UCS
ファブリックインターコネクトは Cisco UCS Manager管理ソフトウェアを実行し、Cisco UCS
Managerソフトウェア用の拡張モジュールから構成されています。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの詳細については、『Cisco UCS Manager Getting
Started Guide』を参照してください。

アップリンク接続
アップリンクアップストリームネットワークスイッチに接続するには、アップリンクポート

として設定されているファブリックインターコネクトポートを使用します。これらのアップ

リンクポートを、個々のリンクとして、またはポートチャネルとして設定されているリンク

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
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として、アップストリームスイッチポートに接続します。ポートチャネルの設定により、帯

域幅の集約とリンクの冗長性を実現できます。

ファブリックインターコネクトからのノースバウンド接続は、標準アップリンク、ポートチャ

ネル、または仮想ポートチャネルの設定によって実現できます。ファブリックインターコネ

クトに設定されているポートチャネルの名前と IDが、アップストリームイーサネットスイッ
チ上の名前および IDの設定と一致している必要があります。

また、vPCとしてポートチャネルを設定することもできます。その場合、ファブリックイン
ターコネクトからのポートチャネルアップリンクポートは、別のアップストリームスイッチ

に接続されます。すべてのアップリンクポートを設定したら、それらのポートのポートチャ

ネルを作成します。

ダウンリンク接続
各ファブリックインターコネクトは、各ブレードサーバに接続性を提供するUCSシャーシの
IOMに接続されます。ブレードサーバから IOMへの内部接続は、バックプレーンの実装に
10BASE-KRイーサネット標準を使用して Cisco UCS Managerにより透過的に行われ、追加の
設定は必要はありません。ファブリックインターコネクトのサーバポートと IOM間の接続を
設定する必要があります。ファブリックインターコネクトのサーバポートと接続すると、各

IOMはファブリックインターコネクトへのラインカードとして動作します。したがって、IOM
とファブリックインターコネクトを相互接続することはできません。各 IOMは単一のファブ
リックインターコネクトに直接接続されます。

ファブリックエクステンダ（IOMまたは FEXとも呼ばれます）は、ファブリックインターコ
ネクトをブレードサーバまで論理的に拡張します。ファブリックエクステンダは、ブレード

サーバシャーシに組み込まれたリモートラインカードのようなものであり、外部環境への接

続性を実現します。IOMの設定は Cisco UCSManagerによってプッシュされ、直接管理されま
せん。このモジュールの主な機能は、ブレードサーバ I/O接続（内部および外部）の促進、
ファブリックインターコネクトまでの全 I/Oトラフィックの多重化、Cisco UCSインフラスト
ラクチャの監視と管理の支援です。

ダウンリンク IOMカードに接続する必要のあるファブリックインターコネクトポートを、
サーバポートとして設定します。ファブリックインターコネクトと IOMが物理的に接続され
ていることを確認します。また、IOMポートとグローバルシャーシ検出ポリシーも設定する
必要があります。

UCS 2200 I/Oモジュールの場合、[Port Channel]オプションを選択することによっても、I/Oモ
ジュールが接続されたすべてのサーバポートがポートチャネルに自動的に追加されます。

（注）

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
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ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトの情報ポリシー

CiscoUCSサーバに接続されているアップリンクスイッチを表示する情報ポリシーを設定する
必要があります。

ファブリックインターコネクトの SAN、LANおよび LLDPネイバーを表示するには、ファブ
リックインターコネクトの情報ポリシーを有効にする必要があります。

重要

セキュア FPGAのインストール

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [アクション（Actions）]領域（[全般（General）]タブ）で、[セキュアFPGAのインストール
（Install Secure FPGA）]をクリックします。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

この手順により、FPGAがアップグレードされ、FPGAアップグレードの完了後に
システムが自動的に再起動します。手動でリブートするとファブリックインターコ

ネクトに障害が発生するため、アップグレード中にシステムをリロードしたり、電

源を入れ直したりしないでください。

警告

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザーをログアウトし、
警告メッセージで[はい（Yes）]が選択された後で、Cisco UCSManager GUIとの接続を解除し
ます。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
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ファブリックインターコネクトの LANネイバーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 LANネイバーを表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Neighbors]タブをクリックします。

ステップ 5 [LAN]サブタブをクリックします。

このサブタブは指定したファブリックインターコネクトの LANネイバーをリストします。

ファブリックインターコネクトの SANネイバーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 SANネイバーを表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Neighbors]タブをクリックします。

ステップ 5 [SAN]サブタブをクリックします。

このサブタブは指定したファブリックインターコネクトの SANネイバーをリストします。

ファブリックインターコネクトの LLDPネイバーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器] > [ファブリックインターコネクト]を展開します。

ステップ 3 LLDPネイバーを表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Neighbors]タブをクリックします。

ステップ 5 [LLDP]サブタブをクリックします。
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このサブタブは指定したファブリックインターコネクトの LLDPネイバーをリストします。

ファブリックの退避
Cisco UCS Managerにファブリックの退避機能が導入されました。この機能は、IOMまたは
FEXを介して接続しているすべてのサーバからファブリックインターコネクトに流れるトラ
フィックフローを、システムのアップグレード時に退避させます。直接接続されたラックサー

バでは、ファブリックエバキュエーションはサポートされていません。

システムのセカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードすると、ファブリッ

クインターコネクト上のアクティブなトラフィックが中断されます。このトラフィックは、プ

ライマリファブリックインターコネクトにフェールオーバーします。次の手順で、アップグ

レードプロセス中にファブリック退避機能を使用できます。

1. ファブリックインターコネクトを通過するすべてのアクティブなトラフィックを停止しま
す。

2. フェールオーバーが設定されている vNICに対して、Cisco UCS Managerや vCenterなどの
ツールを使用して、トラフィックがフェールオーバーされたことを確認します。

3. セカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードします。

4. 停止したすべてのトラフィックフローを再開します。

5. クラスタリードをセカンダリファブリックインターコネクトに変更します。

6. ステップ 1～ 4を繰り返し、プライマリファブリックインターコネクトをアップグレー
ドします。

•ファブリックインターコネクトトラフィックの待避は、クラスタ設定でのみサポートさ
れます。

•トラフィックの待避は、従属ファブリックインターコネクトからのみ実行できます。

•待避が設定されているファブリックインターコネクトの IOMまたは FEXのバックプレー
ンポートがダウンし、その状態が [Admin down]として表示されます。手動によるアップ
グレードプロセス中に、これらのバックプレーンポートを [Up]状態に移動させ、トラ
フィックフローを再開するには、[Admin Evac Mode]を明示的に [Off] に設定する必要が
あります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(3)から、自動インストール中にファブリックエバキュエー
ションを使用できます。

•アップグレードプロセスの外部ファブリック避難を使用する場合は、VIFをオンライン状
態に戻すために FEX再確認する必要があります。

（注）
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ファブリックの退避の設定

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Evacuation]をクリックします。
[Configure Evacuation]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 指定したファブリックインターコネクトのファブリックの退避を設定するには、[Admin Evac
Mode]フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• [On]：指定したファブリックインターコネクトを通過するアクティブなすべてのトラフィッ
クを停止します。

• [Off]：指定したファブリックインターコネクトを通過するトラフィックを再開します。

ステップ 6 （任意）現在の退避状態に関係なくファブリックインターコネクトを退避するには、[Force]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
警告ダイアログボックスが表示されます。

Enabling fabric evacuation will stop all traffic through this Fabric Interconnect from
servers attached through IOM/FEX.
The traffic will fail over to the Primary Fabric Interconnect for fail over vnics.
Are you sure you want to continue?

ステップ 8 [OK]をクリックしてファブリックの退避を確認し、続行します。

ファブリックインターコネクトのファブリックの退避ステータスの表

示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Status]領域が表示されます
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ファブリックインターコネクトスイッチングのモード
CiscoUCSファブリックインターコネクトは、2つのメインスイッチングモード（イーサネッ
トまたはファイバチャネル）で動作します。これらのモードは相互に独立しています。サーバ

とネットワーク間またはサーバとストレージデバイス間で、ファブリックインターコネクト

がデバイスとして動作する方法を決定します。

イーサネットスイッチングモード

イーサネットスイッチングモードにより、サーバとネットワークの間のスイッチング装置と

してファブリックインターコネクトがどのように動作するかが決定されます。ファブリック

インターコネクトは、次のイーサネットスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードでは、ファブリックインターコネクトが、vNICを介して接続されている
すべてのサーバ（ホスト）に代わって、ネットワークに対するエンドホストとして動作できま

す。この動作は、アップリンクポートに vNICをピン接続（動的ピン接続またはハードピン接
続）することにより実現されます。これによって、ネットワークに冗長性がもたらされ、アッ

プリンクポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポートとなります。

エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトではスパニングツリープロトコ

ル（STP）が実行されません。ただし、アップリンクポートが相互にトラフィックを転送する
ことを拒否し、複数のアップリンクポートに同時に出力サーバトラフィックが存在すること

を拒否することによって、ループが回避されます。エンドホストモードは、デフォルトのイー

サネットスイッチングモードであり、次のいずれかがアップストリームで使用される場合に

使用する必要があります。

•レイヤ 2集約のためのレイヤ 2スイッチング

• Virtual Switching System（VSS）集約レイヤ

エンドホストモードを有効にした場合、vNICがアップリンクポートに固定ピン接続されてい
て、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vNICをピン接続し直すことは
できず、その vNICはダウンしたままになります。

Note

Switch Mode

スイッチモードは従来のイーサネットスイッチングモードです。ループを回避するためにファ

ブリックインターコネクトで STPが実行され、ブロードキャストパケットとマルチキャスト
パケットは従来の方法で処理されます。ファブリックインターコネクトがルータに直接接続さ

れている場合、または次のいずれかがアップストリームスイッチに使用されている場合は、ス

イッチモードを使用します。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
11

LANの接続

ファブリックインターコネクトスイッチングのモード



•レイヤ 3集約

•ボックス内の VLAN

どちらのイーサネットスイッチングモードにおいても、サーバアレイ内のサーバ間ユニキャ

ストトラフィックはすべてファブリックインターコネクト経由でのみ送信され、アップリン

クポートを介して送信されることはありません。これは、vNICがアップリンクポートにハー
ドピン接続されている場合でも同様です。サーバ間のマルチキャストトラフィックとブロード

キャストトラフィックは、同じ VLAN内のすべてのアップリンクポートを介して送信されま
す。

Note

CiscoMDS9000ファミリのファイバチャネルスイッチングモジュールを使用したスイッチモー
ドの Cisco UCSファブリックインターコネクト

スイッチモードで Cisco MDS 9000ファミリ FCスイッチングモジュールと Cisco UCSファブ
リックインターコネクト間にポートチャネルを作成する場合は、次の順序に従います。

1. MDS側にポートチャネルを作成します。

2. ポートチャネルのメンバーポートを追加します。

3. ファブリックインターコネクト側にポートチャネルを作成します。

4. ポートチャネルのメンバーポートを追加します。

最初にファブリックインターコネクト側でポートチャネルを作成すると、ポートは中断状態

になります。

Cisco UCSファブリックインターコネクトがスイッチモードになっている場合、ポートチャ
ネルモードは ONモードに限られ、Activeではありません。ただし、ファブリックインター
コネクトのピアの wwn情報を取得するには、ポートチャネルを Activeモードにする必要があ
ります。
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イーサネットスイッチングモードの設定

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより、ユーザはログア
ウトされ、ファブリックインターコネクトが再起動されます。クラスタ設定では、Cisco UCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが再起動されます。スイッチングモード
の変更により、最初に従属ファブリックインターコネクトがリブートします。プライマリファ

ブリックインターコネクトは、[保留中のアクティビティ（Pending Activities）]でそれを確認
応答した後で初めてリブートされます。プライマリファブリックインターコネクトでイーサ

ネットスイッチングモードの変更が完了してシステムで使用できるようになるまでに数分か

かることがあります。現在の設定は保持されます。

ファブリックインターコネクトがリブートされるときに、すべてのブレードサーバがLANお
よび SAN接続を失い、そのためにブレード上のすべてのサービスが完全に停止します。これ
により、オペレーティングシステムが失敗する場合があります。

Important

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Ethernet Switching Mode]

• [Set Ethernet End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、
Cisco UCS Manager GUIとの接続を解除します。

ファイバチャネルスイッチングモード

ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装

置としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリック

インターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。
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エンドホストモード

エンドホストモードは Nポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォル
トのファイバチャネルスイッチングモードです。エンドホストモードを使用すると、ファブ

リックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプタ（vHBA）を介して接続されているす
べてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファイバチャネルネットワークに対す

るエンドホストとして動作することができます。この動作は、ファイバチャネルアップリン

クポートに vHBAをピン接続（動的ピン接続またはハードピン接続）することにより実現さ
れます。これにより、ファイバチャネルポートはファブリックの残りの部分に対してサーバ

ポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネク
トは、アップリンクポートが相互にトラフィックを受信しないようにすることでループを回避

します。

エンドホストモードを有効にすると、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートにハー
ドピン接続されているときに、そのアップリンクポートがダウンした場合、システムはvHBA
を再びピン接続することができず、vHBAはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。ス

イッチモードを使用して、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続

することができます。ファイバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（た
とえば、ストレージに直接接続された1つのCiscoUCSドメイン）ポッドモデル、またはSAN
が存在する（アップストリームMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。ファイバチャネ
ルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピングループはすべ
て無視されます。

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Managerによりログアウト
され、ファブリックインターコネクトが再起動されます。クラスタ設定の場合、Cisco UCS
Managerリリース3.1(1)以前のリリースで、CiscoUCSManagerが両方のファブリックインター
コネクトを同時に再起動します。Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)では、ファイバチャネル
スイッチングモードを変更すると、UCSファブリックインターコネクトの再ロードが順次行
われます。Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)以降では、スイッチングモードの変更により、
最初に従属ファブリックインターコネクトがリブートします。プライマリファブリックイン

ターコネクトは、[保留中のアクティビティ（Pending Activities）]で確認された後にのみ再起
動します。プライマリファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモー

ドに変更され、システムが使用できるようになるまでには数分間かかります。

重要
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ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、両方の UCSファブリックインターコ
ネクトが同時にリロードします。ファブリックインターコネクトがリロードすると、約 10～
15分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Fibre Channel Switching Mode]

• [Set Fibre Channel End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、
Cisco UCS Manager GUIとの接続を解除します。

ファブリックインターコネクトのプロパティの変更

CiscoUCSドメインのサブネットまたはネットワークプレフィックスを変更するには、すべて
のサブネットまたはプレフィックス、Cisco UCS Managerへのアクセスに使用する仮想の IPv4
または IPv6アドレス、両方のファブリックインターコネクトの IPv4または IPv6アドレスを
同時に変更する必要があります。

両方のファブリックインターコネクトは IPv4か IPv6の同じ管理アドレスタイプを維持する
必要があります。ファブリック Bの管理アドレスタイプを変更しない場合、ファブリック A
の管理アドレスタイプは変更できません。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[管理者]をクリックします。

ステップ 2 [Admin] > [All]の順に展開します。
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ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で [Management Interfaces]をクリックして、[Management Interfaces]ダイアログ
ボックスを開きます。

ステップ 5 [Management Interfaces]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 6 Cisco UCSManagerにアクセスするためにユーザが使用する仮想 IPアドレスだけを変更するに
は、[Virtual IP]領域の [IPv4 Address]または [IPv6 Address]のフィールドに目的の IPアドレ
スを入力します。

ステップ 7 CiscoUCSドメインインスタンスに割り当てられた名前だけを変更するには、[Virtual IP]領域
の [Name]フィールドに必要な名前を入力します。

ステップ 8 サブネットと IPv4アドレス、または、ネットワークプレフィックスと IPv6アドレス、および
ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイを変更するには、

次のフィールドを更新します。

a) [Virtual IP]領域で、CiscoUCSManagerへのアクセスに使用する IPアドレスを [IPv4 Address]
または [IPv6 Address]のフィールドで変更します。

b) 各ファブリックインターコネクトの [Fabric Interconnect]領域で、[IPv4]または [IPv6]のタ
ブをクリックします。

c) [IPv4]タブで、IPアドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイを更新し
ます。

d) [IPv6]タブで、IPアドレス、プレフィックス、およびデフォルトゲートウェイを更新しま
す。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIからログアウトし、再びログインして変更を確認します。

プライマリファブリックインターコネクトの決定

管理者パスワードが失われると、クラスタ内のファブリックインターコネクトのプライマリお

よびセカンダリのロールは、両方のファブリックインターコネクトの IPアドレスから Cisco
UCS Manager GUIを開くことによって決定することができます。従属ファブリックインター
コネクトは、次のメッセージを伴って失敗します。

UCSM GUI は、セカンダリ ノードでは使用できません（UCSM GUI is not available

on secondary node）。

重要

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器] > [ファブリックインターコネクト]を展開します。

ステップ 3 ロールを識別するファブリックインターコネクトをクリックします。
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ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [全般（General）]タブで、[ハイアベリラビリティの詳細（High Availability Details）]バーの
下矢印をクリックしてその領域を展開します。

ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブ
リックインターコネクトか、従属ファブリックインターコネクトかを決定します。

ファブリックインターコネクトのポートタイプ
デフォルトでは、すべてのファブリックインターコネクトポートは未設定です。イーサネッ

トLAN接続では、ファブリックインターコネクトポートは次のいずれかの状態になります。

• [Unconfigured]：ポートは設定されておらず、使用できません。

• [Server Port]：ポートは、ブレードシャーシ内の IOMファブリックエクステンダ（FEX）
モジュールへのダウンリンク接続用に設定されています。

• [Uplink Port]：ポートはアップストリームイーサネットスイッチへのアップリンク接続用
に設定されています。アップリンクポートは常にトランクポートとして設定されます。

• [Disabled]：ポートはアップリンクポートまたはサーバポートとして設定されており、現
在は管理者によって無効化されています。

6200シリーズファブリックインターコネクトの場合は、すべてのポートがユニファイドポー
トです。したがって、すべてのポートを 1/10ギガビットイーサネット、ファイバチャネル
（FC）、FCアップリンク、アプライアンスポート、または FCoEポートとして設定します。

6300シリーズファブリックインターコネクトについては、『UCS Manager Getting Started
Guide』を参照してください。

Cisco UCS 6454および 64108ファブリックインターコネクトについては、ポート 1 ~ 16がユ
ニファイドポートです。これらのポートはイーサネットまたはFCとして設定できます。『UCS

Manager開始ガイド』で情報を詳しく説明します。

vNIC
アップストリームアップリンクスイッチとダウンストリーム IOMとの間の接続が確立されれ
ば、vNICを設定しているブレードサーバから vNICを接続できます。管理を容易にするため
に、vNICテンプレートを作成することをお勧めします。

vNICはサーバプロファイル内で作成することも、vNICテンプレートを使用して作成すること
もできます。vNICテンプレートは、テンプレートごとに 1回 NIC設定を設定してから、新し
いvNICを必要な設定で迅速に作成できるため、使用をお勧めします。vNIC構成時の設定は、
さまざまなオペレーティングシステム、ストレージデバイス、ハイパーバイザ用に最適化で

きます。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
17

LANの接続

ファブリックインターコネクトのポートタイプ



vNICテンプレートは次のいずれかとして設定できます。

•開始テンプレート：この vNICテンプレートは、このテンプレートを使用して作成された
vNICのワンタイム設定を実現します。テンプレートに対する以降の変更は、抽象化した
vNICには伝播されません。

•更新テンプレート：この vNICテンプレートは、このテンプレートを使用して作成された
vNICの初期構成を提供します。テンプレートに対する以降の変更は、抽象化したvNICに
も伝播されます。実働環境のための、更新用 vNICテンプレートを作成することをお勧め
します。

vNICのMACアドレスは手動で割り当てるか、MACアドレスプールを設定して割り当てるこ
とができます。バーンドインMACアドレスを使用するか、システム定義のプレフィックスを
持つ IDプールから取得した抽象化MACアドレスを使用することができます。ステートレス
コンピューティングは、Cisco UCSプラットフォームの優れた機能です。したがって、サーバ
プロファイルの vNICMACアドレスを抽象化し、その結果としてバーンドインNICMACアド
レスを使用する代わりに、MACアドレスの IDプールからサーバの vNIC MACアドレスを使
用することをお勧めします。MAC IDを抽象化する利点は、物理サーバの障害発生時に、サー
バプロファイルを簡単に交換用サーバに関連付けることができることです。新しいサーバは

vNIC MACアドレスなどの古いサーバに関連付けられているすべての IDを取得します。オペ
レーティングシステムから見た場合、変化は一切ありません。

さまざまな設定で vNICテンプレートを作成し、要件に応じて vNICテンプレートから個々の
vNICを作成することをお勧めします。また、MACアドレスプールを定義し、それらのMAC
アドレスプールを使用してMACアドレスを個別の vNICに割り当てます。

vNICは、通常、物理メザニンカードから抽象化されます。古いEmulex、QLogic、および Intel
NICカードには固定ポートがあります。シスコのメザニンNICカード（別名「Paloカード」ま
たは「仮想インターフェイスカード（VIC）」）は、ダイナミックサーバインターフェイス
を提供します。Cisco VICカードは最大 256個の動的インターフェイスを提供します。vNICは
サーバプロファイル内で作成することも、vNICテンプレートを使用して作成することもでき
ます。vNICテンプレートは、NIC設定を設定し、テンプレートごとに 1回実行しておいて、
追加のvNICを必要な設定で迅速に作成できるため、使用をお勧めします。vNIC構成時の設定
は、さまざまなオペレーティングシステム、ストレージデバイス、ハイパーバイザ用に最適

化できます。

サーバの vNICの作成は、サーバプロファイルまたはサーバプロファイルテンプレートの作
成の一部です。ブレードサーバのサービスプロファイルテンプレートまたはサービスプロ

ファイル（エキスパート）の作成を開始した場合、vNICの作成は構成ウィザードの 2番目の
ステップです。
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第 4 章

LANポートおよびポートチャネル
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ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファ

イバチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードを設定するには

Cisco UCS Managerを使用します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポート
モードを検出しません。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられ

ます。VLANやVSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除
されます。ユニファイドポートでポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ
ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートは、デフォルトでアップリンク

イーサネットポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更されたユ

ニファイドポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイ

バチャネルポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

ポートモードを「イーサネット」に設定するときには、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートでは、いずれかのポートタイプを設定した
後、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード
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ポートモードを「ファイバチャネル」に設定するときには、次のポートタイプを設定できま

す。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートでは、いずれかのポートタイプを設定した
後、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

デフォルトのオープンポート
次の表に、Cisco UCS Managerで使用されるデフォルトのオープンポートを示します。

使用方法ファブリッ

クインター

コネクト

トラフィッ

クタイプ

プロトコルインター

フェイス

ポート

Cisco UCS Manager CLIアク
セス

UCS 6200シ
リーズ

UCS 6300シ
リーズ

UCS 6400シ
リーズ

UCS 6500シ
リーズ

TCPSSHCLI22

Cisco UCSManager GUIおよ
びサードパーティ管理ス

テーション。

クライアントダウンロード

UCS 6200シ
リーズ

UCS 6300シ
リーズ

UCS 6400シ
リーズ

UCS 6500シ
リーズ

TCPHTTPXML80
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使用方法ファブリッ

クインター

コネクト

トラフィッ

クタイプ

プロトコルインター

フェイス

ポート

Cisco UCSManagerログイン
ページアクセス

Cisco UCSManager XMLAPI
アクセス

UCS 6200シ
リーズ

UCS 6300シ
リーズ

UCS 6400シ
リーズ

UCS 6500シ
リーズ

TCPHTTPXML443

CIMCWebサービス /ダイレ
クト KVM

UCS 6200シ
リーズ

UCS 6300シ
リーズ

UCS 6400シ
リーズ

TCPHTTPKVM743

KVMランチャで使用される
Adobe Flashポート

UCS 6200シ
リーズ

UCS 6300シ
リーズ

[TCP]Adobe FlashxmlPolicy843

CiscoファブリックサービスUCS 6400シ
リーズ

UCS 6500シ
リーズ

[TCP]CFSDCFS7546

TCPポートおよび UDPポート
次の表は、管理アクセスのために Cisco UCSで使用される着信および発信 TCPおよび UDP
ポートを示しています。

表 3 :着信ポート

使用方法トラフィック

タイプ

プロトコルインターフェ

イス

ポート

Cisco UCSManager CLIアクセスTCPTelnetCLI23
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使用方法トラフィック

タイプ

プロトコルインターフェ

イス

ポート

Cisco UCSManager CLIアクセスTCPSSHCLI22

CiscoUCSManagerログインペー
ジアクセス

TCPHTTPS静的 HTML443

クライアントダウンロードTCPHTTP静的 HTML80

Cisco UCS Manager XML APIア
クセス

TCPHTTPSXML443

Cisco UCS Manager GUIおよび
サードパーティ管理ステーショ

ンが使用するポート。

TCPHTTPXML80

指定されたサーバーの COM1
ポートアクセス

TCPTelnetシリアルオー

バー LAN
23

指定されたサーバーの COM1
ポートアクセス

TCPSSHシリアルオー

バー LAN
22

監視のために公開された SNMP
MIB

UDPSNMPSNMP161

BMCへの IPMIアクセスUDPRMCPIPMI-over-LAN623

BMCのデータパスTCPHTTPSKVM2068

KVMランチャで使用される
Adobe Flashポート

[TCP]Adobe FlashxmlPolicy843

HTTP経由での CIMCメッセー
ジ送信

TCPHTTPCIMC XML5988

CIMC Webサービス /ダイレク
ト KVM

TCPHTTPKVM743

内部通信

このポートの設定は、UCS 6400
シリーズファブリックインター

コネクトにのみ適用されます。

Cisco UCS Managerリリース
4.0(4f)以降では無効です。

[TCP]HTTPD5661
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使用方法トラフィック

タイプ

プロトコルインターフェ

イス

ポート

内部通信

このポートの設定は、UCS 6400
シリーズファブリックインター

コネクトにのみ適用されます。

Cisco UCS Managerリリース
4.0(4g)以降では無効です。

[TCP]HTTPD7162

Ciscoファブリックサービス

このポートの設定は、UCS 6400
シリーズファブリックインター

コネクトにのみ適用されます。

[TCP]CFSDCFS7546

表 4 : Outgoing ports

使用方法トラフィックタイププロトコルサービスポート

AAAサーバー認
証要求

UDPRADIUSAAA1812

AAAサーバー認
証要求

UDPRADIUSAAA1813

AAAサーバー認
証要求

TCPTACACSAAA49

UDPLDAPAAA389

グローバルタイ

ムサーバーとの

時刻同期

UDPNTP時刻同期123

トラップをリ

モートネット

ワーク管理シス

テムに送信す

る。

UDPSNMPSNMPトラップ162

Eメールベース
およびWebベー
スでの重大なシ

ステムイベント

の通知

TCPSMTPCall Home25
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使用方法トラフィックタイププロトコルサービスポート

Cisco UCS
Managerが生成
した Syslogメッ
セージ

UDPSYSLOGSyslog514

DNSクエリUDPDNS名前解決53

ファイル転送UDPTFTPTFTP69

ファイル転送TCPSFTPSFTP115

ファイル転送TCPFTPFTP20 ~ 21

ファイル転送TCPSCPSCP21

ブレイクアウトイーサネットポート

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトのポートのブレークア
ウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは、サポートされたブレークアウトケーブル
を使用して、1つの QSFPポートを 4つの 10/25Gポートに分割できます。UCS 64108ファブ
リックインターコネクトで、デフォルト 12ポートが 40/100 Gモードにします。これらはポー
ト 97 ~ 108です。これらの 40/100Gポートには、2タプルの命名規則で番号が割り当てられま
す。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/99という番号が割り当てられます。40Gから 10G
に、100Gから25Gに設定を変更するプロセスは、ブレークアウトと呼ばれ、[4X]10Gから40G
の設定に、または [4X]10Gから 40Gの設定に変更するは、設定解除と呼ばれます。これらの
ポートは、アップリンクポート、アプライアンスポート、サーバーポート（FEXを使用）、
および FCoEストレージポートとして使用できます。

40Gポートを 10Gポートに、または 100Gポートを 25Gポートにブレークアウトすると、結果
で得られるポートは 3タプルの命名規則を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番
目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークアウトポートには 1/99/1、1/99/2、1/99/3、
1/99/4という番号が割り当てられます。

CiscoUCSManagerは、ファブリックインターコネクトのアップリンクポートへのFEX、シャー
シ、ブレード、IOM、またはアダプタ（VICアダプタを除く）の接続をサポートしていませ
ん。

（注）
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次の図は、Cisco UCS 64108シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 1 : Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの背面図

ポート 1 ~ 96。各ポートは、10 Gbps
または 25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE SFP28ポートとして動作できま
す。

2ポート 1～ 16。ユニファイドポー
トは、10/25Gbpsのイーサネットま
たは 8/16/32 Gbpsファイバチャネ
ルとして動作できます。FCポート
は、4つのグループに変換されま
す。

ユニファイドポート：

• 10/25Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 8/16/32Gbpsファイバチャネル

1

ポート 89 ~ 96

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 1 Gbpsイーサネット

4アップリンクポート 97～ 108。各
ポートは、40 Gbpsまたは 100 Gbps
のイーサネットポートまたはFCoE
ポートとして動作できます。ブレー

クアウトケーブルを使用すると、

これらのポートの各は 4 x 10 Gbps
または 4 x 25 Gbpsのイーサネット
またはFCoEポートとして動作しま
す。

ポート 97～ 108は、UCSサーバ
ポートではなく、イーサネットまた

は FCoEアップリンクポートに接
続するときに使用できます。

3

システムステータス LED6システム環境 (ファンの障害) LED5

ビーコン LED7
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ブレイクアウトポートのガイドライン

次に、Cisco UCS 64108のファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能のガイドライ
ンを示します。

•ブレイクアウト設定可能なポートは 97 ~ 108です。

•各ブレークアウトポートの速度を設定することはできません。各ブレークアウトポートが
autoモードでです。

•サポートされているファブリックインターコネクトのポート (1/97に 1/108)のいずれかの
ブレークアウトモードを設定した後、ファブリックインターコネクトがリブートします。

•ブレイクアウトポートは、トラフィックモニタリングの宛先としてサポートされていま
せん。

•ポート 97～ 108は、アップリンク、アプライアンス、サーバー（FEXを使用）、および
FCoEストレージポートとして使用できます。

UCS 64108ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクア
ウトポートの設定

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の設定は消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについては、そ

れらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定が終了したら、必要に応じて、各 10/25G GBサブポートをアッ
プリンクとして、または FCoEアップリンクを設定できます。

手順

ステップ 1 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開し
ます。

ファブリックインターコネクトの [General]タブが表示されて、選択したファブリックイン
ターコネクトのステータス、アクション、物理表示、プロパティ、およびファームウェア情報

を一目で確認できます。

ステップ 2 ブレイクアウトに使用可能なポートを表示します。

ポートの全体的なステータスが稼動中であり、管理状態が使用可能であることを確認します。

次のいずれかを実行します。

• [Work]ペインの [Physical Ports]タブをクリックします。[Ethernet Ports]サブタブおよび [FC
Ports]サブタブが表示されます。
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• [Work]ペインで、[Physical Display]タブをクリックします。[Physical Display]には、ベー
スファブリックインターコネクトのグラフィック表示と、ポートの管理ステータスを識

別するのに役立つ凡例が表示されます。

• [Navigation]ペインで、[Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]を展
開します。この操作により、ツリービューにポートが表示されます。

ステップ 3 分割できる1個以上のポートを選択します。UCS6454ファブリックインターコネクトで、ポー
ト 97 ~ 108のサポートのブレークアウトをポートします。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 4 選択したポートをブレークアウトポートとして構成します。

•イーサネットポートタブでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップメニュー
から[4x10Gブレイクアウトポートの設定]または[4x25Gブレイクアウトポートの設定]
を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効にな

ります。

•イーサネットポートツリービューでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップ
メニューから設定 4x10Gブレイクアウトポートまたは4x25Gブレイクアウトポートの
構成を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効

になります。また、[Ethernet Ports]ツリービューでポートを選択し、[Work]ペインの
[Actions]領域から [Configure Breakout Port]を選択することもできます。ドロップダウン
リストから、ブレークアウトポートを4x10Gポートまたは4x25Gポートのいずれとして設
定するかどうかを選択します。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動

が必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクション

で必要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 5 [OK]をクリックします。

再起動プロセスには数分かかります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトが再起動したら、CiscoUCSマネージャにログインし、要件に
応じてブレイクアウトポートを構成します。

1個以上のポートを右クリックし、次のコマンドの 1つを選択します。次の表に、コマンドを
選択すると発生するアクションを示します。コマンドが無効の場合、ポートはすでそれに応じ

て設定されています。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
28

LANポートおよびポートチャネル

UCS 64108ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクアウトポートの設定



操作設定コマンド

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as Server Port

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as Uplink Port

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as FCoE Uplink Port

UCS 64108ではサポートされていません。Configure as FCoE Storage Port

UCS 64108ではサポートされていません。Configure as Appliance Port

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されます。[Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

Cisco UCS FI 64108における QSA付き 10/25Gポートの構成

UCS FI 64108上のポートがデフォルトの 40/100Gポート速度で稼動している場合、Cisco UCS
Managerでは1GB、10GB、25Gのポート速度を選択できません。もう一方の端でQSFP+Adapter
（QSA）トランシーバ付き 10/25 GBポートとして UCS FI-6454の 40/100Gポートを使用する
には、ポートをブレイクアウトモードに設定する必要があります。

ポートの速度を 10GBまたは 25GBに変更しようとすると、Cisco UCS Managerはプロンプト
を表示し、ポートをブレイクアウトモードに設定するように要求します。ブレイクアウトポー

トの設定が終了したら、必要に応じて、各10/25GGBサブポートをアップリンクとして、また
は FCoEアップリンクを設定できます。

（注）

ポートをブレークアウトするとき、ブレイクアウトケーブルを使用して 1つのポートを 4つの
10Gポートまたは 25Gポートに分割し、それらのポートをブレイクアウトモードに設定する
と、すべてのポートを 10 GBポートまたは 25Gポートとして使用できます。ブレークアウト
ケーブルなしでポートをブレイクアウトした場合、最初のレーンのみが 10Gまたは 25Gイン
ターフェイスとして使用可能になります。
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手順

ステップ 1 Cisco UCS FI 64108で 10/25Gポートとして使用するポートにブレイクアウト機能を設定しま
す。ブレイクアウト機能の設定の詳細については、『Configuring Fabric Interconnect Ethernet
Breakout Ports』を参照してください。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動

が必要です。ポートの既存の設定は消去されます。単一のトランザクションで必要

なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 2 Cisco UCS Managerでは、QSAトランシーバを FIポートに取り付けた後に、最初のタプルイ
ンターフェイスが有効になります。このインターフェイスは各自の要件に基づいて設定できま

す。

40/100Gポートのブレイクアウトにより生じたポートには、3タプルの命名規則を使用して番
号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークア
ウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、1/50/4という番号が割り当てられ、最初のポートのみ
が 10 GBポートとして使用できるようになります。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのポートのブレークア
ウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、サポートされたブレークアウトケーブル
を使用して、1つの QSFPポートを 4つの 10/25Gポートに分割できます。これらのポートを
アップリンクポートの 10/25 Gスイッチに接続するとしてのみ使用できます。UCS 6454ファ
ブリックインターコネクトで、by default(デフォルトで、デフォルトでは) 6ポートが 40/100 G
モードにします。これらは、ポート 49に 54です。これらの 40/100Gポートには、2タプルの
命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/50という番号が割
り当てられます。40Gから 10Gに、100Gから 25Gに設定を変更するプロセスは、ブレークア
ウトと呼ばれ、[4X]10Gから 40Gの設定に、または [4X]10Gから 40Gの設定に変更するは、設
定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートに、または 100Gポートを 25Gポートにブレークアウトすると、結果
で得られるポートは 3タプルの命名規則を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番
目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークアウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、
1/50/4という番号が割り当てられます。

Cisco UCS Managerリリース 4.1(3a)以降、VIC 1455および 1457アダプタを備えた Cisco UCS
ラックサーバーを、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのアップリンクポート 49
～ 54 (40/100 Gbpsイーサネットまたは FCoE)に接続できます。
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CiscoUCSManagerは、ファブリックインターコネクトのアップリンクポートへのFEX、シャー
シ、ブレード、IOM、またはアダプタ（VIC1455および1457アダプタを除く）の接続をサポー
トしていません。

（注）

次の図は、Cisco UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 2 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図

ポート17～44（10/25Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

ブレイクアウトポートのガイドライン

次に、Cisco UCS 6454のファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能のガイドライ
ンを示します。

•ブレイクアウト設定可能なポートは 49 54です。

•各ブレークアウトポートの速度を設定することはできません。各ブレークアウトポートが
autoモードでです。

•サポートされているファブリックインターコネクトのポート (1/49に 1/54)のいずれかの
ブレークアウトモードを設定した後、ファブリックインターコネクトがリブートします。

•ブレイクアウトポートは、Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)で、トラフィックモニタリ
ングの宛先としてサポートされていません。

• 49 54のポートは、アップリンクポートとしてのみ設定できます。として、次のいずれか
に構成することはできません。

•サーバポート

• FCoEストレージポート

•アプライアンスポート
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UCS6454ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクアウ
トポートの設定

ブレイクアウトポートを構成するには、ファブリックインターコネクト再起動が起きます。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

手順

ステップ 1 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開し
ます。

ファブリックインターコネクトの [General]タブが表示されて、選択したファブリックイン
ターコネクトのステータス、アクション、物理表示、プロパティ、およびファームウェア情報

を一目で確認できます。

ステップ 2 ブレイクアウトに使用可能なポートを表示します。

ポートの全体的なステータスが稼動中であり、管理状態が使用可能であることを確認します。

次のいずれかを実行します。

• [Work]ペインの [Physical Ports]タブをクリックします。[Ethernet Ports]サブタブおよび [FC
Ports]サブタブが表示されます。

• [Work]ペインで、[Physical Display]タブをクリックします。[Physical Display]には、ベー
スファブリックインターコネクトのグラフィック表示と、ポートの管理ステータスを識

別するのに役立つ凡例が表示されます。

• [Navigation]ペインで、[Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]を展
開します。この操作により、ツリービューにポートが表示されます。

ステップ 3 分割できる1個以上のポートを選択します。UCS6454ファブリックインターコネクトで、ポー
ト 49～ 54のサポートのブレイクアウトをポートします。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 4 選択したポートをブレークアウトポートとして設定します。

•イーサネットポートタブでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップメニュー
から[4x10Gブレイクアウトポートの設定]または[4x25Gブレイクアウトポートの設定]
を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効にな

ります。
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•イーサネットポートツリービューでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップ
メニューから設定 4x10Gブレイクアウトポートまたは4x25Gブレイクアウトポートの
構成を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効

になります。また、[Ethernet Ports]ツリービューでポートを選択し、[Work]ペインの
[Actions]領域から [Configure Breakout Port]を選択することもできます。ドロップダウン
リストから、ブレークアウトポートを4x10Gポートまたは4x25Gポートのいずれとして設
定するかどうかを選択します。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動

が必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクション

で必要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 5 [OK]をクリックします。

再起動プロセスには数分かかります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトが再起動したら、CiscoUCSマネージャにログインし、要件に
応じてブレイクアウトポートを構成します。

1個以上のポートを右クリックし、次のコマンドの 1つを選択します。次の表に、コマンドを
選択すると発生するアクションを示します。コマンドが無効の場合、ポートはすでそれに応じ

て設定されています。

操作設定コマンド

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as Server Port

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as Uplink Port

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as FCoE Uplink Port

CiscoUCS6454ではサポートされていません。Configure as FCoE Storage Port

CiscoUCS6454ではサポートされていません。Configure as Appliance Port

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されます。[Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。
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Cisco UCS FI 6454における QSAアダプタ付き 10/25Gポートの設定

UCS FI 6454上のポートがデフォルトの 40/100Gポート速度で稼動している場合、Cisco UCS
Managerでは1GB、10GB、25Gのポート速度を選択できません。もう一方の端でQSFP+Adapter
（QSA）トランシーバ付き 10/25 GBポートとして UCS FI-6454の 40/100Gポートを使用する
には、ポートをブレイクアウトモードに設定する必要があります。

ポートの速度を 10GBまたは 25GBに変更しようとすると、Cisco UCS Managerはプロンプト
を表示し、ポートをブレイクアウトモードに設定するように要求します。ブレイクアウトポー

トの設定が終了したら、必要に応じて、各10/25GGBサブポートをアップリンクとして、また
は FCoEアップリンクを設定できます。

（注）

ポートをブレークアウトするとき、ブレイクアウトケーブルを使用して 1つのポートを 4つの
10Gポートまたは 25Gポートに分割し、それらのポートをブレイクアウトモードに設定する
と、すべてのポートを 10 GBポートまたは 25Gポートとして使用できます。ブレークアウト
ケーブルなしでポートをブレイクアウトした場合、最初のレーンのみが 10Gまたは 25Gイン
ターフェイスとして使用可能になります。

手順

ステップ 1 CiscoUCSFI 6454で10/25Gポートとして使用するポートにブレイクアウト機能を設定します。
ブレイクアウト機能の設定の詳細については、『Configuring Fabric Interconnect Ethernet Breakout
Ports』を参照してください。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動

が必要です。ポートの既存の設定は消去されます。単一のトランザクションで必要

なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 2 Cisco UCS Managerでは、QSAトランシーバを FIポートに取り付けた後に、最初のタプルイ
ンターフェイスが有効になります。このインターフェイスは各自の要件に基づいて設定できま

す。

40/100Gポートのブレイクアウトにより生じたポートには、3タプルの命名規則を使用して番
号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークア
ウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、1/50/4という番号が割り当てられ、最初のポートのみ
が 10 GBポートとして使用できるようになります。
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Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポートブ
レークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCSファブリックインターコネクトの 6300シリーズでは、1つのQSFPポートを 4つの
10Gポートに分割できます。その際、サポートされているブレークアウトケーブルを使用しま
す。デフォルトで、40Gモードでは 32個のポートがあります。これらの 40Gポートには、2
タプルの命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/2という
番号が割り当てられます。40Gから 10Gに設定を変更するプロセスはブレークアウトと呼ば
れ、（4つの）10Gから 40Gに設定を変更するプロセスは設定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートにブレークアウトする場合、得られたポートには 3タプルの命名規則
を使って番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポートの
ブレークアウトポートには 1/2/1、1/2/2、1/2/3、1/2/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 3 : Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1ハイアベイラビリティポートと L2ハイアベイラビリティポート1

28個の 40G QSFPポート（98個の 10G SFPポート）

（注） • QSAモジュールはポート 13～ 14で必要。

• 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケー
ブルが必要。

2

6個の 40G QSFPポート3

次の図は、Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図を表してお
り、これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。
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図 4 : Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1ハイアベイラビリティポートと L2ハイアベイラビリティポート1

16個の 1/10G SFP（16個の 4/8/16G FCポート）2

18個の 40G QSFP（72個の 10G SFP）

（注） • 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケー
ブルが必要。

3

6個の 40G QSFPポート4

次の図は、CiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しています。

図 5 : Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図

電源装置1

4個のファン2

電源装置3

シリアルポート4

ブレークアウトポートの制約事項

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレークアウト機能の
制約事項をまとめています。
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ブレイクアウト機能をサポートしてい

ないポート

ブレイクアウト設定可能

ポート

Cisco UCS 6300シリーズ
ファブリックインターコ

ネクト

13～ 14、27～ 32

（注） •自動ネゴシエート動作
は、ポート27～32では
サポートされていませ

ん。

1～12、15～ 26Cisco UCS 6332

1～ 16、35～ 40

（注） •ポート 35～ 40では自
動ネゴシエートの動作

がサポートされていま

せん。

17～ 34Cisco UCS 6332-16UP

QoSジャンボフレームを使用する場合、最大で4つのブレークアウトポートが許可されます。重要

UCS6300ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクアウ
トポートの設定

サポートされているブレイクアウトケーブルを使用することで、40 GBイーサネットポート
を装備した Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトを、4個の 10 GBポートとして分
離できます。この構成には、ファブリックインターコネクトと接続する 1個の 40GB QSFP+
が一方の端にあり、10 GB接続をサポートする異なるエンドポイントに接続する 4個の 10 GB
ポートが他方の端にある、Small Form-Factor Pluggableアダプタ（SPF）が必要です。。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の設定は消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについては、そ

れらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定を終えれば、各 10 GBサブポートを、サーバ、アップリンク、
FCoEアップリンク、FCoEストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できま
す。

次の表は、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能の
制約をまとめています。
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ブレイクアウトサポートなし

の標準ポート

ブレイクアウト設定可能ポー

ト

ファブリックインターコネク

ト

13～14、27～32

（注） •自動ネゴシ
エート動作

は、ポート27
～32ではサ
ポートされて

いません。

• QoSジャンボ
フレームを使

用する場合

は、ブレイク

アウトポート

として最大4
つのポートが

許可されま

す。

1～12、15～26UCS-FI-6332

1～16、35～40

（注） •自動ネゴシ
エート動作

は、ポート35
～40ではサ
ポートされて

いません。

• QoSジャンボ
フレームを使

用する場合は

最大 4つの
ポートをブレ

イクアウト

ポートとして

使用できま

す。

17～34UCS-FI-6332-16UP
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手順

ステップ 1 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開し
ます。

ファブリックインターコネクトの [General]タブが表示されて、選択したファブリックイン
ターコネクトのステータス、アクション、物理表示、プロパティ、およびファームウェア情報

を一目で確認できます。

ステップ 2 ブレイクアウトに使用可能なポートを表示します。

ポートの全体的なステータスが稼動中であり、管理状態が使用可能であることを確認します。

次のいずれかを実行します。

• [Work]ペインの [Physical Ports]タブをクリックします。[Ethernet Ports]サブタブおよび [FC
Ports]サブタブが表示されます。

• [Work]ペインで、[Physical Display]タブをクリックします。[Physical Display]には、ベー
スファブリックインターコネクトのグラフィック表示と、ポートの管理ステータスを識

別するのに役立つ凡例が表示されます。

• [Navigation]ペインで、[Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]を展
開します。この操作により、ツリービューにポートが表示されます。

ステップ 3 分割できる 1個以上のポートを選択します。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 4 選択したポートをブレイクアウトポートとして設定します。

選択したポートを右クリックし、ポップアップメニューから [Configure Breakout Port]を選択
します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効になります。ま

た、[Ethernet Ports]ツリービューでポートを選択し、[Work]ペインの [Actions]領域から
[Configure Breakout Port]を選択することもできます。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動

が必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクション

で必要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 5 [OK]をクリックします。

再起動プロセスには数分かかります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトが再起動したら、Cisco UCS Managerにログインし、要件に応
じてブレイクアウトポートを設定します。
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1個以上のポートを右クリックし、次のコマンドの 1つを選択します。次の表に、コマンドを
選択すると発生するアクションを示します。コマンドが無効の場合、ポートはすでそれに応じ

て設定されています。

操作設定コマンド

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as Server Port

Configure as Uplink Port

Configure as FCoE Uplink Port

システム通知により、FCスイッチングモード
をエンドホストモードに設定する必要がある

ことが表示されます。現在のモードでストレー

ジポートを設定すると失敗します。操作を確

認します。設定が行われます。成功メッセー

ジが表示されます。[Yes]をクリックします。

Configure as FCoE Storage Port

イーサネットターゲットエンドポイントなど

を設定できる [Configure as Appliance Port]ダイ
アログボックスが表示されます。

Configure as Appliance Port

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されます。[Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

Cisco UCS FI 6332および 6332-16UPにおける QSAアダプタ付き 10Gポートの設定

UCS FI-6332または 6332-16UP上のポートがデフォルトのポート速度 40Gで稼動している場
合、Cisco UCS Managerでは 1GBや 10GBのポート速度を選択できません。もう一方の端で
QSFP+Adapter（QSA）トランシーバ付き 10 GBポートとしてUCS FI 6332または 6332-16UPの
40Gポートを使用するには、ポートをブレイクアウトモードに設定する必要があります。

ポートの速度を 1GBまたは 10GBに変更しようとすると、Cisco UCS Managerはプロンプトを
表示し、ポートをブレイクアウトモードに設定するように要求します。ブレイクアウトポー

トの設定を終えれば、各 10GBサブポートを、サーバ、アップリンク、FCoEアップリンク、
FCoEストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できます。

（注）

ポートをブレイクアウトした場合、最初のレーンのみが10Gインターフェイスとして使用可能
になります。ブレイクアウトケーブルを使用して1つのポートを4つの10Gポートに分割し、
それらのポートをブレイクアウトモードに設定すると、すべてのポートを 10 GBポートとし
て使用できます。
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手順

ステップ 1 Cisco UCS FI 6332または 6332-16UPで 10GBポートとして使用するポートにブレイクアウト機
能を設定します。ブレイクアウト機能の設定の詳細については、『ConfiguringFabric Interconnect
Ethernet Breakout Ports』を参照してください。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動

が必要です。ポートの既存の設定は消去されます。単一のトランザクションで必要

なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 2 Cisco UCS Managerでは、QSAトランシーバを FIポートに取り付けた後に、最初のタプルイ
ンターフェイスが有効になります。このインターフェイスは各自の要件に基づいて設定できま

す。

40Gポートのブレイクアウトにより生じたポートには、3タプルの命名規則を使用して番号が
割り当てられます。たとえば、サポートされるブレイクアウトポートにはBr-Ethernet 1/25/1、
Br-Ethernet 1/25/2、Br-Ethernet 1/25/3、Br-Ethernet 1/25/4などの番号が付けられ、最初のポート
のみが 10 GBポートとして使用可能になります。

イーサネットブレイクアウトポートの再設定

サーバ、アップリンク、アプライアンスなど、特定のロールの未設定のブレイクアウトポート

を再設定できます。CiscoUCS6300、6400ファブリックインターコネクトブレイクアウトポー
トを再設定して、現在の要件に既存のポート設定を変更することができます。

設定解除されたCisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトブレークアウトポー
トは、アップリンクまたはFCoEアップリンクポートとしてのみ再構成することができます。

手順

ステップ 1 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed
Module]の順に展開します。

ステップ 2 分割した 1個以上のポートを選択します。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 3 ポートの再設定

[General]タブの [Actions]領域で、ポップアップメニューから [Reconfigure]をクリックします。
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ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されます。

[Yes]をクリックします。ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィック
が停止します。

ステップ 5 成功メッセージが表示されます。

[OK]をクリックします。

ブレイクアウトポートの設定解除

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレイクアウトポートを構成して
40 GBイーサネットポート、 Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトのブレークアウ
トポートを構成して40/100GBイーサネットポートに戻す場合、最初に構成を解除する必要が
あります。

ブレイクアウトポートの設定を解除すると、そのポートを流れているすべてのトラフィックが

停止され、ファブリックインターコネクトを再起動することが必要になります。ポートの既存

の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なブレイクアウトポートについ

ては、それらをすべて解除することをお勧めします。

注意

手順

ステップ 1 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed
Module]の順に展開します。

ステップ 2 [General]タブで、物理表示領域のポートを右クリックし、[Unconfigure]を選択します。

ステップ 3 確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

統合ポート

ユニファイドポートのビーコン LED
6200シリーズファブリックインターコネクトの各ポートには、対応するビーコンLEDがあり
ます。[BeaconLED]プロパティが設定されている場合は、ビーコンLEDが点灯し、特定のポー
トモードに設定されているポートが示されます。
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[Beacon LED]プロパティは、特定のポートモード（イーサネットまたはファイバチャネル）
にグループ化されているポートを示すように設定できます。デフォルトでは、ビーコン LED
プロパティは Offに設定されます。

拡張モジュールのユニファイドポートの場合、[Beacon LED]プロパティは、拡張モジュール
の再起動時にデフォルト値の [Off]にリセットされます。

（注）

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、次でサポートされます。

• Cisco UCS Managerリリース 4.1および以降のリリースを使用している Cisco UCS 64108
ファブリックインターコネクト

• Cisco UCS Managerリリース 4.0以降のリリースの Cisco UCS 6454ファブリックインター
コネクト

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降のリリースの UCS 6300シリーズファブリックイン
ターコネクト

• Cisco UCS Managerリリース 2.0以降のリリースの UCS 6200シリーズファブリックイン
ターコネクト

• Cisco UCS Managerリリース 3.0以降のリリースの UCS 6324シリーズファブリックイン
ターコネクト

ユニファイドポートは 6100シリーズファブリックインターコネクトではサポートされませ
ん。それらで Cisco UCS Managerバージョン 2.0が実行されている場合でも同様です。

ポートモードの配置

Cisco UCS Manager GUIインターフェイスは固定または拡張モジュールのユニファイドポート
のポートモードの設定に、スライダーを使用するため、ポートモードのユニファイドポート

への割り当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。Cisco UCS Manager CLI
インターフェイスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに

次の制約事項が適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している

場合、Cisco UCS Manager CLIによってエラーが表示されます。

•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュール（固定ま
たは拡張）において、イーサネットポートブロックは、1番目のポートから始まり、偶数
番号のポートで終わる必要があります。
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•ファイバチャネルポートがブロックにグループ化されていること。各モジュールについ
て（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロックは、最後のイーサネットポー

トの後ろにブロックの1番目のポートが続き、その後ろにモジュール内の残りのポートが
含まれている必要があります。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバ

チャネルブロックは、固定または拡張モジュールの1番目のポートから開始する必要があ
ります。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトでは、
ユニファイドポート機能が最初の16ポートに制限されます。ポー
ト 1/1-1/16のみ FCとして設定できます。FCポートは互いに連続
している必要があり、その後に連続的なイーサーネットポートが

続く必要があります。

（注）

• Cisco UCSサーバーに接続されている Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコ
ネクトの場合、16を超えるポートを接続するとエラーが発生します。

•イーサネットポートとファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポー
トされない。

有効な設定例：固定モジュールのユニファイドポート 1～ 16がイーサネットポートモードに
設定され、ポート17～32がファイバチャネルポートモードに設定されている。拡張モジュー
ルでは、ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャ
ネルモードに設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているた

め、ポートタイプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に

違反していません。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。
ポートの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート 17からブロックを開
始しなければなりません。

各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアッ

プリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この
制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリン

クイーサネットポートチャネルメンバも含まれます。

（注）

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トの設定に関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に

従うべき注意事項とガイドラインです。
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•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有
効にすると、他のコンポーネントが自動的に SPAN送信元になります。

イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元が作成または
削除されると、CiscoUCSManagerは自動的に FCoEアップリンク
ポートで SPAN送信元を作成または削除します。FCoEアップリ
ンクポートで SPAN送信元を作成する場合も同じことが起こりま
す。

（注）

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブ VLANを
設定する必要があります。この VLANは、トラフィックには使用されません。Cisco UCS
Managerはこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブVLANと
して使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルト
以外の VLANが指定されていない場合、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイ
ティブ VLANとして指定されているデフォルトでないネイティブ VLANがある場合、ユ
ニファイドアップリンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、Cisco UCS
Managerは FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。
FCoEポートチャネルでメンバーポートを作成または削除する場合も同じことが起こりま
す。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージ
などのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネット

または FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCSManagerは自動的にこ
のポートをイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEスト
レージのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Managerは
イーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除
し、新しいスタンドアロンポートを作成します。

• CiscoUCSManagerをリリース 2.1から以前のリリースにダウングレードする場合は、ダウ
ングレードが完了すると、すべてのユニファイドアップリンクポートとポートチャネル

がイーサネットポートとイーサネットポートチャネルに変換されます。同様に、すべて

のユニファイドストレージポートが、アプライアンスポートに変換されます。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのイン
ターフェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのイ
ンターフェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のイン

ターフェイスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポート

で無効の場合にのみライセンスが解放されます。
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• Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンスト
リーム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。

ユニファイドポートのビーコン LEDの設定
ビーコン LEDを設定する各モジュールについて次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ビーコン LEDを設定するユニファイドポートの場所に応じて、次のいずれかをクリックしま
す。

• [Fixed Module]
• Expansion Module

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、[Beacon LED]フィールドの次のオプションボタンの 1つをクリックしま
す。

• [Off]：すべての物理 LEDが消灯。

• [Eth]：すべてのイーサネットポートの横にある物理 LEDが点灯。

• [Fc]：すべてのファイバチャネルポートの横にある物理 LEDが点灯。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ポートモードの変更

ポートモード変更によるデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインへのデータトラフィックの中断を引き起こす場
合があります。中断の長さや影響を受けるトラフィックは、ポートモード変更を行ったモジュー

ルおよび Cisco UCSドメインの設定に依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするには、固定と拡張モジュールにファイバ

チャネルアップリンクポートチャネルを形成します。

ヒント
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ポートモード変更の拡張モジュールへの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポー

トを通過するすべてのトラフィックは、モジュールのリブート中に約 1分間中断します。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポー
ト変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィック

の影響は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェール
オーバーするようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2の
ファブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のこ

とが発生します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネク
トにフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバvNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネク

トがリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが1つだけあります。固定モジュール
へのポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリック

インターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトが

リブートする約 8分間中断されます。

64108ファブリックインターコネクトのポートモードの設定
UCS 64108ファブリックインターコネクトでは、最初の 16ポートはユニファイドポートであ
り、次の方法のいずれかで 4または 8ポートのグループの FCポートとして設定可能です。

•最初の 4ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1 ~ 4

•最初の 8ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1～ 8
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ポートモードの変更は、データトラフィックに割り込みと即座にファブリックインターコネ

クトリブートを引き起こします。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [ユニファイドポートの構成（Configure Unified Ports）]ダイアログボックスで、マウスを使
用して、モジュールに必要なポートモードの構成が表示されるまでバーに沿って左から右にス

ライダをドラッグします。

ユニファイドポートを構成解除するにはマウスを使用してスライダーをバーに沿って右から左

へとドラッグします。ユニファイドポートを構成解除する場合、イーサネットアップリンク

ポートにデフォルトします。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの構成を保存するには、 OKをクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。
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6454ファブリックインターコネクトのポートモードの設定
6454ファブリックインターコネクトでは、最初の 16ポートはユニファイドポートであり、次
の方法のいずれかで 4または 8ポートのグループの FCポートとして設定可能です。

•最初の 4ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1 ~ 4

•最初の 8ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1～ 8

ポートモードの変更は、データトラフィックに割り込みと即座にファブリックインターコネ

クトリブートを引き起こします。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [ユニファイドポートの構成（Configure Unified Ports）]ダイアログボックスで、マウスを使
用して、モジュールに必要なポートモードの構成が表示されるまでバーに沿って左から右にス

ライダをドラッグします。

ユニファイドポートを構成解除するにはマウスを使用してスライダーをバーに沿って右から左

へとドラッグします。ユニファイドポートを構成解除する場合、イーサネットアップリンク

ポートにデフォルトします。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの構成を保存するには、 OKをクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
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トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6332-16UPファブリックインターコネクトのポートモードの設定
6332 16UPファブリックインターコネクトでは、最初の 16ポートはユニファイドポートであ
り、6個のポートグループで FCポートとして設定できます。

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインの中に、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、し
かもフェールオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固

定モジュールのポートモードを変更しても、トラフィックはもう1つのファブリックインター
コネクトにフェールオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [ユニファイドポートの構成（Configure Unified Ports）]ダイアログボックスで、マウスを使
用して、モジュールに必要なポートモードの構成が表示されるまでバーに沿って左から右にス

ライダをドラッグします。

ユニファイドポートを構成解除するにはマウスを使用してスライダーをバーに沿って右から左

へとドラッグします。
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以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの構成を保存するには、 OKをクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6324ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインの中に、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、し
かもフェールオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固

定モジュールのポートモードを変更しても、トラフィックはもう1つのファブリックインター
コネクトにフェールオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。
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ステップ 6 [Configure FixedModule Port]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要な
ポートモードの設定が表示されるまでバーに沿ってスライダをドラッグします。

ポートモード構成を構成解除するには、スライダーを反対方向にドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの構成を保存するには、 OKをクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6248ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインの中に、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、し
かもフェールオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固

定モジュールのポートモードを変更しても、トラフィックはもう1つのファブリックインター
コネクトにフェールオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。
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• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 ポートモードを設定するモジュールを選択するには、次のボタンの 1つをクリックします。

• [Configure Fixed Module]
• [Configure Expansion Module]

ステップ 7 マウスを使用して、モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまで、バーに沿ってス
ライダをドラッグします。

ポートモード構成を構成解除するには、スライダーを反対方向にドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 6と 7を繰り返しま
す。

ステップ 9 ポートモードの構成を保存するには、OKをクリックします。

ポートモードを設定したモジュールに応じて、CiscoUCSドメインのデータトラフィックが次
のように中断されます。

•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリック
インターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイ

ラビリティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれる
クラスタ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオー

バーし、中断は発生しません。

固定モジュールがリブートするまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべ
てのデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。
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6296ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインの中に、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、し
かもフェールオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固

定モジュールのポートモードを変更しても、トラフィックはもう1つのファブリックインター
コネクトにフェールオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：[Configure Unified Ports]ウィザードを開いてポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure Fixed Module Ports]ページで、次の手順を実行します。

a) マウスを使用して、固定モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまで、バーに
沿ってスライダをドラッグします。

b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポート
で右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定します。

c) 次のいずれかを実行します。

•拡張モジュール 1のポートのポートモードを設定するには、[Next]をクリックしま
す。

•拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進みま
す。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 [Configure Expansion Module 1 Ports]ページで、次の手順を実行します。

a) マウスを使用して、拡張モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまでバーに
沿ってスライダをドラッグします。
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b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポート
で右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定します。

c) 次のいずれかを実行します。

•拡張モジュール 2のポートのポートモードを設定するには、[Next]をクリックしま
す。

•残りの拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進
みます。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 拡張モジュール 3のポートのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 7を繰り返
します。

ステップ 9 ポートモードの構成を保存するには、OKをクリックします。

ポートモードを設定したモジュールに応じて、CiscoUCSドメインのデータトラフィックが次
のように中断されます。

•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリック
インターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイ

ラビリティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれる
クラスタ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオー

バーし、中断は発生しません。

固定モジュールがリブートするまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべ
てのデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。

ファブリックインターコネクトのポートの再設定

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
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ステップ 7 ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1. [Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2. 上記のステップ 5および 6を実行します。

3. ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化またはディ

セーブル化

ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってから
シャーシを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバ

トラフィックのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されな

いことがあります。

ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが未

設定の場合は、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。
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ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サーバポート

ファブリックインターコネクトのサーバポートの自動設定

Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)以降では、ファブリックインターコネクトのサーバポート
を自動設定できます。サーバポートの自動検出ポリシーは、新しいラックサーバ、シャーシ、

FEXが追加された際のシステム対応を決定します。ポリシーを有効にすると、CiscoUCSManager
はスイッチポートに接続されたデバイスのタイプを自動的に特定し、それに応じてスイッチ

ポートを設定します。

• Cisco UCSCシリーズのアプライアンスを UCS Managerから管理しない場合は、VICポー
トをCisco UCSファブリックインターコネクトに接続する前にアプライアンスポートを事
前構成します。

•ポート自動検出ポリシーは、Cisco UCS 6454、UCS 64108ファブリックインターコネクト
の直接4x25gポートまたは25Gブレークアウトを介して接続されたサーバーには適用され
ません。

•ポート自動検出ポリシーは、CiscoUCS6324ファブリックインターコネクトではサポート
されていません。

（注）

サーバポートの自動設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Policies] > [Port Auto-Discovery Policy]を展開します。
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ステップ 3 [Port Auto-Discovery Policy]のアクションエリアでは、デフォルトでポリシーは、[Local]に設
定されています。ポリシーは Cisco UCS Managerによって特定され、管理されます。この場
合、[Use Global]が Cisco UCS Managerで表示されます。

ポートの自動検出ポリシーをCiscoUCSCentralによって管理するためには、『CiscoUCSManager
Server Management Guide』の「Cisco UCS Manager Server Administration Guide」を参照してくだ
さい。

ステップ 4 [Properties]エリアで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ローカルに設定すると、ポリシーはCiscoUCSManagerによっ
て特定され、管理されます。グローバルに設定すると、ポリ

シーは Cisco UCS Centralによって特定され、管理されます。

[Owner]フィールド

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは、自動的にスイッチポー
トに接続されているサーバのタイプを特定し適切にスイッ

チポートを設定します。

• [Disabled]：ファブリックインターコネクトのサーバポー
トの自動設定を無効にします。

サーバポートの自動設定

サーバポートの設定

リストされているすべてのポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モ

ジュールの両方で設定可能です。

このタスクでは、ポートの設定方法を1つだけ説明します。右クリックメニューから、または
LANアップリンクマネージャでも設定できます。

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet
Ports]の順に展開します。

ステップ 3 [Ethernet Ports]ノードの下のポートをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。
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サーバーポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 変更するサーバーポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するサーバーポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

すべてのフィールドを表示するには、ペインを展開するか、[Properties]ダイアログボックスの
スクロールバーを使用することが必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

転送エラー修正のためのサーバーポートの設定
FEXモードのN9K-C93180YC-FX3は、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネク
トの 25Gbpsまたは、100Gbpsサーバーポートに接続します。25Gbpsでリンクアップするに
は、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトのサーバーポートに CL-74の前
方誤り訂正（FEC）が必要です。サーバーポートでのこのCL-74設定は、N9K-C93180YC-FX3
を Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに接続する場合にのみ必要です。

CL-74構成は、I/Oモジュールや直接接続されたラックサーバーなどの他のサーバーポート接
続には適用できません。

（注）

表 5 : FEC CL-74サポートマトリックス

FEC CL-74Port Speed

サポート対象外1 Gbps

サポート対象外10 Gbps

サポート対象25 Gbps
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FEC CL-74Port Speed

サポート対象外40 Gbps

サポート対象100 Gbps

装着されたトランシーバの最大サポート速度

に基づく

自動

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するサーバーポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Show Interface]を選択します。

ステップ 5 Ethサーバーを選択します。

ステップ 6 転送エラー修正モードをサーバーポートのために設定するには、[自動（Auto）]または Cl74
を選択します。[自動（Auto）]は、デフォルトオプションです。

ステップ 7 [有効]または、 [無効]を選択して、サーバーポートの自動ネゴシエーションを設定します。
[自動（Auto）]は、デフォルトオプションです。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

N9K-C93180YC-FX3に接続するためのサーバーポートの必須構成パラメータは次
のとおりです。

• FECは、100Gpsサーバーポートの[自動（Auto）]である必要があります。

• FECは、25Gpsサーバーポートの Cl74である必要があります。

•自動ネゴシエーションは、100Gpsサーバーポートに対して [無効]にする必要
があります。

（注）

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

このタスクでは、アップリンクイーサネットポートの設定方法を 1つだけ説明します。右ク
リックメニューからもアップリンクイーサネットポートを設定できます。
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Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下のポートの 1つをクリックします。

サーバポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合
は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから [Configure as Uplink Port]を選択します。

What to do next

必要に応じて、アップリンクイーサネットポートのデフォルトフロー制御ポリシーおよび管

理速度のプロパティを変更します。

アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、変更するアップリンクイーサネットポートをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

ステップ 7 [Properties]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

a) （任意） [User Label]フィールドに、ポートを識別するためのラベルを入力します。
b) [Flow Control Policy]ドロップダウンリストからフロー制御ポリシーを選択し、受信バッ
ファがいっぱいになった場合にポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送受信する方法を
決定します。

c) [Admin Speed]フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• 1 Gbps

• 10 Gbps
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• 25 Gbps

• 40 Gbps

• 100 Gbps

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトに対してのみ、ポート 1 ~ 48に
25 Gbpsを選択できます。40 Gbpsおうおび 100 Gbpsの速度は、Cisco UCS 6454
ファブリックインターコネクトのポート 49～ 54専用です。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに対してのみ、ポート 1 ~ 96
に 25Gbpsを選択できます。40Gbpsおよび 100Gbpsの速度は、CiscoUCS64108
ファブリックインターコネクトのポート 97～ 108専用です。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

転送エラー修正のためのイーサネットポートの設定

25Gbpsおよび100Gpbs速度で動作するトランシーバモジュールに対して、アップリンクイー
サーネットポート、イーサネットアプライアンス、FCoEアップリンクの転送エラー修正 (FEC)
を設定できます。

表 6 : FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポート対象サポート対象25 Gbps

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポート対象サポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
62

LANポートおよびポートチャネル

転送エラー修正のためのイーサネットポートの設定



ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下のポートの 1つをクリックします。

サーバポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合
は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Show Interface]を選択します。

ステップ 6 [Uplink Eth Interface]または [Uplink FCoE Interface]を選択します。

ステップ 7 転送エラー修正モードに [Auto]、[Cl74]、または [CL91]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

これにより、イーサネットアップリンクポートの自動、cl74、または cl91として転送エラー
修正設定を設定します。、UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトについては、転
送エラー修正は 25 Gbpsまたは 100 Gbpsポート速度にのみ構成可能です。

アプライアンスポート
アプライアンスポートは、直接接続された NFSストレージにファブリックインターコネクト
を接続する目的のみに使用されます。

ダウンロードするファームウェア実行可能ファイルの名前。したがって、新しい VLANに設
定されたアプライアンスポートは、ピン接続エラーにより、デフォルトで停止したままなりま

す。これらのアプライアンスポートを起動するには、同じ IEEE VLAN IDを使用して LANク
ラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

Cisco UCSManagerは、ファブリックインターコネクトごとに最大 4つのアプライアンスポー
トをサポートします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。[General]タブか
らアプライアンスポートを設定することもできます。

アップリンクポートがダウンしているときにアプライアンスを設定すると、CiscoUCSManager
はアプライアンスポートに障害が発生していることを通知するエラーメッセージを表示する

場合があります。このメッセージは、関連するネットワーク制御ポリシーの [Action on Uplink
Fail]オプションで制御されます。

（注）
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定
する場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから、[Configure as Appliance Port]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 9 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。

a) フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックしてポートチャネルで使用する
モードを選択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUIに VLANテーブルが表示され、使用する VLANを
選択することができます。

• [Access]：CiscoUCSManagerGUIに [Select VLAN]ドロップダウンリストが表示され、
このポートまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN]リンクをクリックして、新しい VLANを作成できま
す。

アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある

場合、LANクラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必
要があります。たとえば、ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プ

ライマリファブリックインターコネクトのストレージコントローラに障害が

発生したときにトラフィックがセカンダリファブリックインターコネクトに

確実にフェールオーバーされるようにする必要がある場合は、トラフィックで

アップリンクポートをトラバースする必要があります。

（注）

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合は、VLANテーブルの必須フィールドに入
力します。

c) [Access]オプションボタンをクリックした場合は、[Select VLAN]ドロップダウンリスト
から VLANを選択します。

ステップ 11 （任意）エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオ
ンにし、名前とMACアドレスを指定します。
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ステップ 12 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

すべてのフィールドを表示するには、ペインを展開するか、[Properties]ダイアログボックスの
スクロールバーを使用することが必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

転送エラー修正のためのアプライアンスポートの設定

この機能をサポートする 25Gbpsおよび 100Gpbs速度で動作するアプライアンスポートに対し
て、転送エラー修正 (FEC)を設定できます。

Table 7: FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポート対象サポート対象25 Gbps

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポート対象サポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動
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Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 構成するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Show Interface]を選択します。

ステップ 5 [アプライアンスポート（Appliance Port）]を選択します。

ステップ 6 転送エラー修正モードをアプライアンスポートのために設定するには、[自動（Auto）]また
は CL-74または CL-91を選択します。[自動（Auto）]は、デフォルトオプションです。

ステップ 7 [有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を選択して、アプライアンスポートの自動ネゴ
シエーションを設定します。[自動（Auto）]は、デフォルトオプションです。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

FCoEおよびファイバチャネルストレージポート

イーサネットポートの FCoEストレージポートとしての設定
FCoEストレージポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらでも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoEストレージポートを設定することもできます。

始める前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]
に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しま

せん。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• [Fixed Module]

• Expansion Module

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
66

LANポートおよびポートチャネル

FCoEおよびファイバチャネルストレージポート



ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定す

る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトS、49 54のポートは、FCoEストレージポート
として設定することはできません。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトでは、97-108のポートは、FCoEストレージ
ポートとして設定することはできません。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定

このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を 1種類だけ説明します。そのポートの
[General]タブから FCストレージポートを設定することもできます。

始める前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]
に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しま

せん。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンク FCポートとして動作する FCストレージポートを復元する方
法を 1つだけ説明します。そのポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定す
ることもできます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択した 1つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

FCストレージポートから FCアップリンクポートへの変
換

固定モジュールまたは拡張モジュールのいずれかに FCアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。FCアップリンク
ポートは、ポートの右クリックメニューから設定することもできます。

Cisco UCS 6400シリーズの場合、塗りつぶしパターンはグレー表示され、自動的に IDLEに設
定されます。

重要

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノードで、任意のストレージポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 6 [Actions]領域から、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Actions]領域で、[Configure as Uplink Port]がグレーアウトして、[Configure as FC Storage Port]
がアクティブになります。

転送エラー修正のための FCoEアップリンクの設定
25 Gbps、この機能をサポートしている 100 Gpbs速度で動作する FCoEアップリンク用前方誤
り訂正 (FEC)を設定できます。

Table 8: FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポート対象サポート対象25 Gbps

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポート対象サポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

Procedure

PurposeCommand or Action

FCoEアップリンクモードを開始しま
す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファブリック

モードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスのイーサネッ

トインターフェイスモードを開始しま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
fcoeinterface slot-id port-id

ステップ 3

FCoEアップリンクの自動、cl74、また
は cl91として転送エラー修正設定を設

Required: UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set fec
{auto |cl74 | cl91}

ステップ 4

定します。UCS 6400シリーズファブ
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PurposeCommand or Action

リックインターコネクトについては、

転送エラー修正は 25 Gbpsまたは 100
Gbpsポート速度にのみ設定可能です。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #
commit-buffer

ステップ 5

Example

次の例では、ファブリック Aのスロット 1の FCoEアップリンク上で転送エラー修正
cl74を有効にし、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface 1 35
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set fec cl74
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # commit-buffer

FCoEアップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインター
コネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイス

です。このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックと

ファイバチャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用の FCoEプロトコルを使用して
アップストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルトラ

フィックとイーサネットトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることが

できます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• [FCoE uplink port]：ファイバチャネルトラフィック専用の FCoEアップリンクポートとし
て。

• [Uplink port]：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

• [Unified uplink port]：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィックを伝送するユ
ニファイドアップリンクポートとして。
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FCoEアップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールに FCoEアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。アップリンク
イーサネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定するこ
ともできます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]に変わります。

ユニファイドストレージポート
ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスと FCoEストレー
ジインターフェイスの両方として同じ物理ポートを設定する必要があります。ユニファイド

ストレージポートとして、任意のアプライアンスポートまたは FCoEストレージポートを構
成できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、ファブリックインターコネク

トをファイバチャネルスイッチングモードにする必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々のFCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLAN
が指定されていない限り、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポートのネ
イティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外のネ
イティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合は、それがユニファイド
ストレージポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物
理ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドスト

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
71

LANポートおよびポートチャネル

FCoEアップリンクポートの設定



レージでアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが
物理ポートとともにダウン状態になります（FCoEストレージがイネーブルになっている
場合でも同様です）。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレー
ジポートで FCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライア
ンスインターフェイスは正常に動作し続けます。

アプライアンスポートのユニファイドストレージポートとしての設

定

アプライアンスポートまたは FCoEストレージポートからユニファイドストレージポートを
設定できます。未設定のポートからユニファイドストレージポートを設定することもできま

す。未設定ポートから開始する場合、アプライアンスの設定または FCoEストレージの設定を
ポートに割り当てた後に、ユニファイドストレージポートとしてイネーブルにするために別

の設定を追加します。

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードであることを確認し

ます。

重要

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• [Fixed Module]

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、すでにアプライアンスポートとして設定されているポートを選
択します。

[Work (作業)]ペインの [General (全般)]タブの [Properties (プロパティ)]領域で、[Role (役割)]
が [Appliance Storage (アプライアンスストレージ)]として表示されます。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ポップアップメニューから、[Configure as FCoE Storage]ポートを選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。[Properties]領域で、[Role]の表示
が [Unified Storage]に変わります。

ユニファイドストレージポートの設定解除

ユニファイド接続ポートから両方の設定を解除して削除できます。または、いずれか一方を設

定解除し、もう一方をポートに保持することができます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。

• [Unconfigure FCoE Storage Port]

• [Unconfigure Appliance Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 設定解除オプションのいずれか 1つを選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基
づいて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定し
た場合、そのポートはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサ
ネットインターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応するVFCがイネーブ
ルまたはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポー
トがイネーブルまたはディセーブルになります。
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イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成して

いる物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします
（FCoEアップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリ
ンクをディセーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクが
イネーブルであれば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常
に動作することができます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクポートまたはイーサネットアップリンクポートから

•未設定のアップリンクポートから

固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドアップリンクポートを設定できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [Unified Uplink]に変わります。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoE
ポート設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに

保持することができます。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• [Unconfigure FCoE Uplink Port]

• [Unconfigure Uplink Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基
づいて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンクイーサネットポートチャネルを使用すると、複数の物理アップリンクイーサ

ネットポートをグループ化して（リンク集約）、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐
障害性と高速接続を実現できます。Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してか
ら、そのポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。1つのポートチャ
ネルには、最大 16のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

設定されたポートの状態は、次のシナリオで未設定に変更されます。

•ポートはポートチャネルから削除されるか除去されます。ポートチャネルはどのタイプ
でもかまいません（アップリンク、ストレージなど）。

•ポートチャネルが削除されます。

重要
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Cisco UCSでは、Port Aggregation Protocol（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグループ化さ
れます。アップストリームスイッチのポートがLACP用に設定されていない場合、ファブリッ
クインターコネクトはアップリンクイーサネットポートチャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）

アップリンクイーサネットポートチャネルの作成

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、
警告が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートを
アップリンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めること

ができます。

Note

ステップ 7 [終了]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのイネーブル化

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開
します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルのディセーブル化

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展
開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

アップリンクイーサネットポートチャネルのポートの追加および削

除

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド（LAN Cloud）] > [ファブリック（Fabric）] > [ポートチャネル（Port
Channels）]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをク
リックして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択
し、[<<]ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに
追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの削除

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを削除するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Port Channels]ノードの [General]タブで、削除するポートチャネルを選択します。

ステップ 6 ポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

アプライアンスポートチャネル
アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実
現できます。Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポート
チャネルにアプライアンスポートを追加します。1つのポートチャネルには、最大で 8個のア
プライアンスポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [アプライアンス]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで必須フィールドに入力し、
ポートチャネルの IDやその他のプロパティを指定します。

このパネルから LANピングループ、ネットワーク制御ポリシーとフロー制御ポリシーを作成
できます。

ステップ 6 [VLANs]領域で、VLANの [Port Mode]およびその他の情報を指定します。

このパネルから VLANを作成できます。

ステップ 7 （任意）エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオ
ンにして名前とMACアドレスを指定します。
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ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Manager入力した設定によりサービスプロファイルまたはポート設定で
問題が発生する場合は、警告が表示されます。これらの問題が発生する可能性が

あってもポートチャネルを作成する場合は、ダイアログボックスで [Yes]をクリッ
クできます。

（注）

ステップ 10 [終了]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [アプライアンス]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開
します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [アプライアンス]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展
開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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アプライアンスポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [アプライアンス]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開
します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

アプライアンスポートチャネル内のポートの追加と削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [アプライアンス（Appliances）] > [ファブリック（Fabric）] > [ポートチャネル（Port
Channels）]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをク
リックして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択
し、[<<]ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに
追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectには 4つのユニファイドポートに加えて、1つのスケーラビ
リティポートがあります。スケーラビリティポートは、適切に配線されている場合に、4つの
1Gまたは 10G SFP+ポートをサポート可能な 40 GB QSFP+ブレイクアウトポートです。ス
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ケーラビリティポートは、サポート対象のCiscoUCSラックサーバ、アプライアンスポート、
または FCoEポート用のライセンスサーバポートとして使用できます。

Cisco UCS Manager GUIでは、スケーラビリティポートは、[Ethernet Ports]ノードの下に
[Scalability Port 5]と表示されます。個々のブレイクアウトポートは、[Port 1]～ [Port 4]と表
示されます。

Cisco UCS Manager CLIでは、スケーラビリティポートは表示されませんが、個々のブレーク
アウトポートは Br-Eth1/5/1～ Br-Eth1/5/4として表示されます。

スケーラビリティポートの設定

サポートされている任意のタイプのポートまたはスケーラビリティポートのポートメンバー

を設定するには、[Ethernet Ports]モードを展開し、それから、[Scalability Port 5]ノードを展開
します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] >
[Ethernet Ports] > [Scalability Port 5]を展開します。

ステップ 3 [Scalability Port 5]ノード下のポートをクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、ポートを設定します。

しきい値定義の作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[管理者]をクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default]の
順に展開します。

ステップ 3 [Create Threshold Class]をクリックします。

ステップ 4 [Choose Statistics Class] > [Create Threshold Class]で、ネットワークインターフェイスポート
をモニタする [NI Ether Error Stats]統計情報クラスを選択します。[Stat Class]ドロップダウン
リストからこれらのポート用のカスタムしきい値を設定できます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create Threshold Class]ウィザードの [Threshold Definitions]画面で、[Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。
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a) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
b) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
c) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]のフィールドで、次のチェックボックスの 1つまた
は複数をオンにします。

• [Critical]

•メジャー

•マイナー

•警告

•条件

• Info

d) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力し
ます。

e) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]のフィールドで、次のチェックボックスの 1つまた
は複数をオンにします。

• [Critical]

•メジャー

•マイナー

•警告

•条件

• Info

f) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力し
ます。

g) [OK]をクリックします。

ファブリックポートのモニタリング

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Chassis] > [IO Modules] > [IO Module 1] > [Fabric Ports]を展開します。

ステップ 3 モニタするファブリックポートをクリックします。

ステップ 4 次のタブのいずれかをクリックして、ファブリックのステータスを表示します。
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説明オプション

障害の概要、ファブリックプロパティの概要、ファブリックとその

コンポーネントの物理表示など、ファブリックのステータスの概要

が示されます。

全般

ファブリックで発生した障害の詳細が表示されます。障害（Fault）

ファブリックで発生したイベントの詳細が表示されます。[Event]

ファブリックとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されま

す。これらの統計情報は図形式または表形式で表示できます。

[Statistics]

ポリシーベースのポートエラー処理
Cisco UCS Managerがアクティブなネットワークインターフェイス（NI）ポートでエラーを検
出し、エラーディセーブル機能が実装されている場合、Cisco UCS Managerはエラーが発生し
た NIポートに接続されているそれぞれのファブリックインターコネクトポートを自動的に
ディセーブルにします。ファブリックインターコネクトポートがエラーディセーブルになっ

ているときは事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラーディセーブル機能は、次の 2つの目的で使用されます。

•ファブリックインターコネクトポートが error-disabledになっているポート、および接続
されている NIポートでエラーが発生したことを通知します。

•このポートは同じ Chassis/FEXに接続されている他のポートの障害になる可能性がなくな
ります。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、最終的
に重大なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブル機能

は、この状況を回避するのに役立ちます。

エラーベースアクションの設定

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[管理者]をクリックします。

ステップ 2 [Admin] > [All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default] >
[etherNiErrStats]の順に展開します。

ステップ 3 デルタプロパティを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 ファブリックインターコネクトポートでエラーディセーブル状態を実装するには、[Disable
FI port when fault is raised]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 自動リカバリをイネーブルにするには、[Enable Auto Recovery]フィールドで、[Enable]を選択
します。

ステップ 7 ポートを自動的に再度イネーブルにできるようになるまでの時間を指定するには、[Time (in
minutes)]フィールドに必要な値を入力します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

FCoEポートチャネル数
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化して 1つの論理 FCoEポー
トチャネルを作成できます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルは FCoEトラフィックを
イーサネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成される

FCoEポートチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネルで
す。このイーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理トランスポートとして
使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、 Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネッ
トポートチャネルにバインドします。ホストから受信した FCoEトラフィックは、FCoEトラ
フィックがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じ方法で、VFC経由で送
信されます。

FCoEポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SANクラウド]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、
[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [終了]をクリックします。
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FCoEポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユ
ニファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指

定されたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと

VFCが作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと
FCoEトラフィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイー
サネットポートチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバーポートセットに適用さ

れます。

•同じ IDのイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバーポー
トセットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバーポートチャネルを追加すると、CiscoUCSManager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポート
チャネルにメンバーを追加すると、イーサネットポートチャネルにもそのメンバーポー

トが追加されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバーポートを削除すると、Cisco UCSManagerは他のポー
トチャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリ

ンクポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがっ

て、FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルに
なっている場合でも同様です）。FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場
合は、VFCのみがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルで
あれば、FCoEアップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポート
チャネルで正常に動作することができます。
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アダプタポートチャネル
アダプタポートチャネルは、Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）から I/Oへのす
べての物理リンクを 1つの論理リンクにグループ化します。

アダプタポートチャネルは、正しいハードウェアの存在を検出したときにCisco UCSManager
によって内部的に作成また管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。

アダプタポートチャネルは、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用し
て表示可能です。

アダプタポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Number] > [Servers] > [Server_Number] >
[Interface Cards]の順に展開します

ステップ 3 アダプタポートチャネルを表示するアダプタをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [DCE Interfaces]タブをクリックします。

ステップ 5 アダプタポートチャネルの詳細を表示するには、[PortChannel]列のリンクをクリックします。

ファブリックポートチャネル
ファブリックポートチャネルは、冗長性と帯域幅共有のため、IOMからファブリックイン
ターコネクトへの複数の物理リンクを1個の論理リンクにグループ化できます。ファブリック
ポートチャネル内の 1個のリンクがアクティブである限り、ファブリックポートチャネルは
動作し続けます。

正しいハードウェアが接続されている場合、ファブリックポートチャネルはCiscoUCSManager
で次のように作成されます。

•シャーシディスカバリポリシーで定義した設定に従って、シャーシを検出している最中
に。

•特定のシャーシのシャーシ接続ポリシーに設定された内容に従って、シャーシを検出した
後に。

IOMのそれぞれに単一のファブリックポートチャネルがあります。ファブリックインターコ
ネクトに IOMを接続する各アップリンクは、個別リンクとして設定することもポートチャネ
ルに含めることもできますが、1つのアップリンクが複数のファブリックポートチャネルに属
することはできません。たとえば、2つの IOMを持つシャーシが検出され、ファブリックポー
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トチャネルを作成するようにシャーシディスカバリポリシーが設定されている場合、Cisco
UCS Managerは 2つの独立したファブリックポートチャネルを作成します。IOM-1を接続す
るアップリンク用と、IOM-2を接続するアップリンク用です。別のシャーシはこれらのファブ
リックポートチャネルに加入できません。同様に、IOM-1のファブリックポートチャネルに
属するアップリンクは、IOM-2のファブリックポートチャネルに加入できません。

ポート間のロードバランシング

IOMとファブリックインターコネクトの間にあるポート間のトラフィックに対するロードバ
ランシングでは、ハッシュに次の基準を使用します。

•イーサネットトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 3送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 4送信元ポートおよび宛先ポート

• FCoEトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

送信元と宛先の ID（SIDと DID）および Originator eXchange ID（OXID）

この例では、2200シリーズ IOMモジュールは iomX（Xはシャーシ番号）の接続によって確認
されます。

show platform software fwmctrl nifport
(....)
Hash Parameters:
l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
l3_da: 1 l3_sa: 1
l4_da: 1 l4_sa: 1
FCoE l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
FCoE l3_did: 1 l3_sid: 1 l3_oxid: 1

ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項

Cisco UCS 2200シリーズ FEXと Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト間の
リンクをファブリックポートチャネルモードで設定する際、アダプタ上の使用可能な仮想イ

ンターフェイス（VIF）ネームスペースはそのFEXのアップリンクがファブリックインターコ
ネクトポートに接続されている場所によって異なります。

6248ファブリックインターコネクト内には、8個の連続ポートが 6セットあり、ポートのセッ
トのそれぞれがシングルチップによって管理されます。FEXからのすべてのアップリンクが
1つのチップによって管理される一連のポートに接続されると、CiscoUCSManagerはシャーシ
内のブレードで展開されているサービスプロファイルで使用する VIFの数を最大化します。
アップリンク接続が個別のチップで管理される複数のポートに分散している場合、VIFの数は
少なくなります。
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図 6 :ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリックポートチャネルのポートグループに2番目のリンクを追加すると、混乱が生じ、
VIFネームスペースの使用可能な容量が、63から 118まで自動的に増加します。さらにリンク
を追加しても混乱は生じないため、VIFネームスペースは 118のままになります。

注意

2つのファブリックポートチャネルポートグループにシャーシをリンクしても、VIFネーム
スペースは、手動で確認されないかぎり影響を受けません。その結果、VIFネームスペースは
2つのグループのうち、より小さいサイズのファブリックポートチャネルポートグループを
使用するように自動的に設定されます（63または 118の VIF）。

注意

ハイアベイラビリティのクラスタモードアプリケーションの場合、対称なケーブル設定を強

く推奨します。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能なVIFの最大数は 2つのケーブル設定
より小さくなります。

Cisco UCS環境の VIFの最大数については、ご使用のハードウェアおよびソフトウェア設定用
の設定制限についてのマニュアルを参照してください。

ファブリックポートチャネルの設定

手順

ステップ 1 シャーシディスカバリの実行中に IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリン
クをファブリックポートチャネルに含めるには、シャーシディスカバリポリシーのリンクグ

ループ化プリファレンスをポートチャネルに設定します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management Guide, Release 3.2』の「Configuring the Chassis/
FEX Discovery Policy」セクションを参照してください。

ステップ 2 シャーシディスカバリの実行中に個々のシャーシからのリンクをファブリックポートチャネ
ルに含めるには、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポートチャネ

ルに設定します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management Guide, Release 3.2』の「Configuring a Chassis
Connectivity Policy」セクションを参照してください。
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ステップ 3 シャーシ検出後、追加ファブリックポートチャネルメンバーポートをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化またはディセーブル化（89ペー
ジ）を参照してください。

次のタスク

シャーシディスカバリポリシーまたはシャーシ接続ポリシーの変更後、ファブリックポート

チャネルに対しリンクを追加または削除するには、シャーシを再認識します。ファブリック

ポートチャネルからシャーシのメンバーポートをイネーブルまたはディセーブルにする場合、

シャーシの再認識は必要はありません。

ファブリックポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）] > [シャーシ番号（Chassis Number）] > [IOモ
ジュール（IO Modules）]の順に展開します。

ステップ 3 ファブリックポートチャネルを表示する IOMをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Fabric Ports]タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリックポートチャネルの詳細を表示するには、[Port Channel]列のリンクをクリックし
ます。

ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化または

ディセーブル化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [内部 LAN（Internal LAN）] > [ファブリック（Fabric）] > [ポートチャネル（Port
Channels）]の順に展開します。

ステップ 3 メンバーポートをイネーブルまたはディセーブルにするポートチャネルを展開します。

ステップ 4 イネーブルまたはディセーブルにするメンバーポートのイーサネットインターフェイスをク
リックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 6 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Enable Interface]
• [Disable Interface]

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerには Cisco UCSドメイン内でファブリックインターコネクトにサーバ
ポートを設定できる単一のインターフェイスがあります。Internal Fabric Managerには、その
ファブリックインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。

Internal FabricManagerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、また
は LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。

Internal Fabric Managerの起動

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Fixed Module]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Actions]領域の [Internal Fabric Manager]をクリックします。

別のウィンドウで Internal Fabric Managerが開きます。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定

手順

ステップ 1 Internal Fabric Managerで、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]領域を展開します。

ステップ 2 設定するポートを右クリックし、[Configure as Server Port]を選択します。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクを完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Unconfigure Port]をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクを完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Enable Port]をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクを完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Disable Port]をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクを完了したら、[OK]をクリックします。
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第 5 章

LANアップリンクマネージャ

この章は、次の内容で構成されています。

• LANアップリンクマネージャ（93ページ）
• LANアップリンクマネージャの起動（94ページ）
• LANアップリンクマネージャでのイーサネットスイッチングモードの変更（94ページ）
• LANアップリンクマネージャでのポートの設定（95ページ）
•サーバポートの設定（95ページ）
•アップリンクイーサネットポートの設定（96ページ）
•アップリンクイーサネットポートチャネルの設定（97ページ）
• LANピングループの設定（100ページ）
•ネームド VLANの設定（101ページ）
• LANアップリンクマネージャでの QoSシステムクラスの設定（103ページ）

LANアップリンクマネージャ
LANアップリンクマネージャは、Cisco UCSと LAN間の接続を設定できる単一のインター
フェイスを備えています。LANアップリンクマネージャを使用して次のものを作成および設
定できます。

•イーサネットスイッチングモード

•アップリンクのイーサネットポート

•ポートチャネル

• LANピングループ

•ネームド VLAN

•サーバポート

• QoSシステムクラス

•イーサネット関連のイベント、障害、FSMのステータスも、LAN Uplinks Managerの上部
にあるタブを使用して表示できます。
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LANアップリンクマネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

LANアップリンクマネージャの起動

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

LANアップリンクマネージャでのイーサネットスイッチ
ングモードの変更

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ
トとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、Cisco UCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが再起動されます。2つめのファブリッ
クインターコネクトでイーサネットスイッチングモードの変更が完了し、システムで使用で

きるようになるまで数分間かかることがあります。システムは設定内容を維持します。

ファブリックインターコネクトがブートされるときに、すべてのブレードサーバがすべての

LANおよび SAN接続を失い、そのためにブレード上のすべてのサーバが完全に停止します。
このアクションにより、オペレーティングシステムがクラッシュする場合があります。

警告

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]をクリックします。

ステップ 2 [Uplink Mode]領域で、次のいずれかのボタンをクリックします。

• [Ethernet Switching Mode]の設定
• [Ethernet End-Host Switching Mode]の設定

現在のスイッチングモードのボタンはグレー表示されています。

ステップ 3 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
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Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、
Cisco UCS Manager GUIを切断します。

LANアップリンクマネージャでのポートの設定
リストされている全ポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モジュー

ルの両方で設定可能です。これらは、6100シリーズファブリックインターコネクトの拡張モ
ジュールでは設定できませんが、6200シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュー
ルでは設定可能です。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 4 ポートを設定するノードを展開します。

展開したノード以下にポートがリストされていない場合、そのモジュールのすべてのポートが

すでに設定されています。

ステップ 5 設定するポートを右クリックし、次のいずれかを選択します。

• [Configure as Server Port]
• [Configure as Uplink Port]

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

サーバポートの設定

LANアップリンクマネージャを使用したサーバポートのイネーブル化
この手順は、ポートがサーバポートとして設定されているものの、ディセーブルになっている

ことを前提としています。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。
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ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 4 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable]を選択します。

LANアップリンクマネージャを使用したサーバポートのディセーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 4 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートの設定

LANアップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのイネーブル化

この手順は、ポートがアップリンクイーサネットポートとして設定されているものの、ディ

セーブルになっていることを前提としています。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] >
[Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable Interface]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
96

LANアップリンクマネージャ

LANアップリンクマネージャを使用したサーバポートのディセーブル化



LANアップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] >
[Fabric_Interconnect_Name]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable Interfaces]を選択します。

複数のアップリンクイーサネットポートをディセーブルにする場合、複数のポートを選択で

きます。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ディセーブルにされたポートは、イネーブルのインターフェイスのリストから削除され、

[Unconfigured Ports]リストに戻されます。

アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

LANアップリンクマネージャでのポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Port Channel]をクリックします。

ステップ 3 ポップアップメニューから、ポートチャネルを作成する次のいずれかのファブリックインター
コネクトを選択します。

• [Fabric Interconnect A]
• Fabric Interconnect B

ステップ 4 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、Cisco UCS Managerは警告
を表示します。アップリンクイーサネットポートとしてこのポートを再設定し、

ダイアログボックスで [Yes]をクリックしてポートチャネルに含めることができま
す。

（注）
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ステップ 6 [終了]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルのイネーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルのディセーブ
ル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルへのポートの
追加

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
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ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを追加するポートチャネルを右クリックして、[Add Ports]を選択します。

ステップ 4 [Add Ports]ダイアログボックスで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、
警告が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートを
アップリンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めること

ができます。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルからのポート
の削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを削除するポートチャネルを展開します。

ステップ 4 ポートチャネルから削除するポートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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LANピングループの設定

LANアップリンクマネージャでのピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるの
は、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

始める前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネル
だけです。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Pin Group]をクリックします。

ステップ 3 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピングループの一意の名前と説明を入力しま
す。

ステップ 4 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の
手順を実行します。

a) [Fabric Interconnect A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動
して、ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の
手順を実行します。

a) [Fabric Interconnect B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動
して、ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

ピングループを vNICテンプレートに含めます。
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LANアップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [ポートチャネルおよびアップリンク（Port Channels and Uplinks）]領域で、[ポートチャネ
ル（Port Channels）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ネームド VLANの設定

LANアップリンクマネージャを使用したネームド VLANの作成
2つのスイッチを持つ Cisco UCSドメインでは、両方のスイッチまたは 1つのスイッチだけに
アクセスできるネームド VLANを作成できます。

表 9 : Cisco UCSおよびファブリックインターコネクトの予約済み VLAN

Cisco UCS 6500ファブ
リックインターコネク

ト

Cisco 6454シリーズ
ファブリックインター

コネクト

Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックイン

ターコネクト

Cisco UCS 6200シリー
ズ Fabric Interconnect

VLAN 1002～ 1005
（Cisco NX-OS用に予
約済み）

VLAN 3915～ 4042
(CiscoNX-OS用に予約
済み)

VLAN 3915～ 4042
(CiscoNX-OS用に予約
済み)

VLAN 4030～ 4047

VLAN 4043～ 4047
(Cisco UCS Manager用
に予約済み)

VLAN 4043～ 4047
(Cisco UCS Manager用
に予約済み)

VLAN 4094～ 4098
（Cisco NX-OS用に予
約済み）

VLAN 4094～ 4098
（Cisco NX-OS用に予
約済み）
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IDが 4043～ 4047で、4094から 4095の VLANが予約されています。この範囲の IDを持つ
VLANを作成することはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID
4093が予約済みVLANのリストに含まれていました。VLAN 4093が予約済みVLANのリスト
から削除され、設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。

[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 3 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドを指定し、[OK]をクリックします。

プライベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerで、次の [VLANs]ノードの 1つに VLANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

LANアップリンクマネージャを使用したネームド VLANの削除
Cisco UCS Managerに、削除するものと同じ VLAN IDを持つネームド VLANが含まれている
場合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリック
インターコネクト設定から削除されません。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 削除するVLANに基づいて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインにすべての VLANを表示します。すべて

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLAN
を表示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクトAにのみアクセス可能なVLAN
を表示します。

ファブリック A

ファブリックインターコネクトBにのみアクセス可能なVLAN
を表示します。

ファブリック B

ステップ 3 テーブルで、削除する VLANをクリックします。

Shift キーや Ctrl キーを使用すると、複数のエントリを選択できます。

ステップ 4 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LANアップリンクマネージャでのQoSシステムクラスの
設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合が
あります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットが
ドロップする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタがサポートする最大MTUは 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタがサポートする最大MTUは 14000です。

手順

ステップ 1 LANアップリンクマネージャで、[QoS]タブをクリックします。

ステップ 2 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティ
を更新します。
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一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合がありま

す。

（注）

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、対応する QoSクラス
がファブリックインターコネクト上で設定され、QoSポリ
シーに割り当て可能になります。

このチェックボックスをオフにすると、このクラスはファブ

リックインターコネクト上で設定されず、このクラスに関連

付けられた QoSポリシーはデフォルトの [Best Effort]になる
か、（システムクラスが 0の Cosで設定されている場合は）
Cos 0システムクラスになります。

このフィールドは、[Best Effort]と [Fibre Channel]
の場合は常にオンです。

（注）

[Enabled]チェックボックス

サービスクラス。0～ 6の整数を入力できます。0は最低プ
ライオリティを表し、6は最高プライオリティを表します。
QoSポリシーが削除されるか、割り当てられたシステムクラ
スがディセーブルになったときに、システムクラスをトラ

フィックのデフォルトシステムクラスにする必要がある場合

を除き、この値を 0に設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの場合は 7
に、[Best Effort]の場合は [any]に設定されます。
これらの値は両方とも予約されており、他のプラ

イオリティに割り当てることはできません。

（注）

[CoS]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラスに対して

パケットの破棄が許可されます。このチェックボックスをオ

フにすると、送信時にパケットを破棄できません。ドロップ

クラスのMTU設定は無視されます。

このフィールドは、[FibreChannel]クラスの場合は常にオフで
あり（破棄パケットは決して許可されない）、[Best Effort]の
場合は常にオンです（破棄パケットは常に許可される）。

パケットの破棄の変更を保存すると、次の警告

メッセージが表示されます。

QoSシステムクラスを変更しようとしています。
これによりトラフィック転送に一時的な中断が生

じる可能性があります。この変更を適用してもよ

ろしいですか?

（注）

[Packet Drop]チェックボック
ス
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説明名前

次のいずれかになります。

• 1～ 10の整数。整数を入力すると、[Weight (%)]フィー
ルドの説明に従って、このプライオリティレベルに割り

当てられるネットワーク帯域幅の割合がCiscoUCSによっ
て決定されます。

• [best-effort]

• [none]

[Weight]ドロップダウンリス
ト

チャネルに割り当てられる帯域幅を決定するために、Cisco
UCSによって次の作業が実行されます。

1. すべてのチャネルの重みを加算します。

2. チャネルの重みをすべての重みの和で割って、割合を求
めます。

3. その割合の帯域幅をチャネルに割り当てます。

[Weight (%)]フィールド

チャネルの最大伝送単位。次のいずれかになります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケットサイズに対
応します。

MTUの変更を保存すると、次の警告メッセー
ジが表示されます。

QoSシステムクラスを変更しようとしていま
す。これによりトラフィック転送に一時的な

中断が生じる可能性があります。この変更を

適用してもよろしいですか?

（注）

• [fc]：事前に定義されている 2240のパケットサイズ。

• [normal]：事前に定義されている1500のパケットサイズ。

このフィールドは、[Fibre Channel]の場合は常に
[fc]に設定されます。

（注）

ネットワーク QoSポリシー下では、no-dropクラ
スが設定された場合、MTUはバッファカービン
グにのみ使用されます。ネットワーク QoSポリ
シーでジャンボMTUをサポートするのに、その
他のMTU調整は必要ありません。

（注）

[MTU]ドロップダウンリスト
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説明名前

このチェックボックスをオンにすると、パケットを複数の宛

先に同時に送信するように、クラスが最適化されます。

このオプションは、[Fibre Channel]には適用され
ません。

（注）

CiscoUCS 6400シリーズファブリックインターコ
ネクトは、最適化されたマルチキャストをサポー

トしません。

（注）

[Multicast Optimized]チェック
ボックス

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [OK]をクリックして変更を保存し、LANアップリンクマネージャを終了します。
• [Apply]をクリックし、LANアップリンクマネージャを終了せずに変更を保存します。
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C H A P T E R 6
VLANs

• VLANについて（107ページ）
• VLANの作成、削除、変更のガイドライン（108ページ）
•ネイティブ VLANについて（108ページ）
•アクセスポートおよびトランクポートについて（109ページ）
•ネームド VLAN, on page 110
•プライベート VLAN（111ページ）
• VLANポートの制限（113ページ）
•ネームド VLANの設定, on page 114
•プライベート VLANの設定, on page 117
•コミュニティ VLAN （119ページ）
• VLANポート数の表示（127ページ）
• VLANポート数の最適化（128ページ）
• VLANグループ（130ページ）
• VLAN権限（133ページ）

VLANについて
VLANは、ユーザの物理的な位置に関係なく、機能、プロジェクトチーム、またはアプリケー
ションなどで論理的に分割されたスイッチドネットワークです。VLANは、物理 LANと同じ
属性をすべて備えていますが、同じ LANセグメントに物理的に配置されていないエンドス
テーションもグループ化できます。

どのようなスイッチポートでもVLANに属することができます。ユニキャスト、ブロードキャ
スト、マルチキャストのパケットは、その VLAN内のエンドステーションだけに転送または
フラッディングされます。各VLANは 1つの論理ネットワークであると見なされます。VLAN
に属していないステーション宛てのパケットは、ルータまたはブリッジを経由して転送する必

要があります。

VLANは通常、IPサブネットワークに関連付けられます。たとえば、特定の IPサブネットに
含まれるすべてのエンドステーションを同じ VLANに所属させる場合などです。VLAN間で
通信するには、トラフィックをルーティングする必要があります。新規作成されたVLANは、
デフォルトでは動作可能な状態にあります。また、トラフィックを通過させるアクティブス
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テート、またはパケットを通過させない一時停止ステートに、VLANを設定することもできま
す。デフォルトでは、VLANはアクティブステートでトラフィックを通過させます。

Cisco UCS Managerを使用して、VLANを管理します。次を実行できます。

•ネームド VLANを設定します。

• VLANをアクセスポートまたはトランクポートに割り当てます。

• VLANを作成、削除、変更します。

VLANの作成、削除、変更のガイドライン
VLANには 1～ 4094の番号が付けられます。スイッチを初めて起動したとき、すべての設定
済みポートはデフォルト VLANに属します。デフォルト VLAN（VLAN1）では、デフォルト
値のみ使用されます。デフォルト VLANでは、アクティビティの作成、削除、および一時停
止は行えません。

それに番号を割り当てることによって、VLANを設定します。VLANの削除、またはアクティ
ブ動作ステートから一時停止動作ステートへの移行ができます。既存の VLAN IDで VLANを
作成しようとすると、スイッチは VLANサブモードになりますが、同一の VLANは再作成し
ません。新しく作成した VLANは、その VLANにポートを割り当てるまで使用されません。
すべてのポートはデフォルトで VLAN1に割り当てられます。VLANの範囲により、次のパラ
メータを VLAN用に設定できます（デフォルト VLANを除く）。

• VLAN名

•シャットダウンまたは非シャットダウン

特定のVLANを削除すると、そのVLANに関連するポートはシャットダウンされ、トラフィッ
クは流れなくなります。ただし、システムはその VLANの VLAN/ポートマッピングをすべて
維持します。該当する VLANを再有効化または再作成すると、元のすべてのポートが自動的
にその VLANに戻されます。

VLANグループが vNICで使用され、アップリンクに割り当てられたポートチャネルでも使用
されている場合は、同じトランザクションでvLANを削除したり、追加したりすることはでき
ません。同じトランザクションで vLANを削除して追加すると、vNICでENMピン接続が失敗
します。vNIC設定が最初に実行され、vLANが vNICから削除され、新しい vLANが追加され
ますが、この vLANはアップリンク上でまだ設定されていません。したがって、トランザク
ションによってピン接続が失敗します。vLANグループから vLANを個別のトランザクション
で追加または削除する必要があります。

ネイティブ VLANについて
ネイティブ VLANとデフォルト VLANは同じではありません。ネイティブとは 802.1qヘッ
ダーのない VLANトラフィックであることを指し、割り当ては任意です。ネイティブ VLAN
はトランクでタグ付けされない唯一の VLANで、フレームは変更なしに送信されます。
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すべてにタグ付けし、ネットワーク全体でネイティブ VLANを使用しないようにすることが
できます。スイッチはデフォルトでVLAN1をネイティブとして使用するため、VLANやデバ
イスは到達可能です。

UCS Manager LAN Uplinks Managerを使用すると、VLANを設定し、ネイティブ VLAN設定を
変更することができます。ネイティブVLAN設定の変更では、変更を有効にするためにはポー
トフラップが必要です。そうでない場合、ポートフラップが連続的に発生します。ネイティ

ブ VLANを変更すると、約 20～ 40秒間接続が失われます。

ネイティブ VLANのガイドライン

•ネイティブ VLANはトランクポートにだけ設定できます。

• UCS vNICのネイティブVLANは変更できます。ただし、ポートフラップが行われ、トラ
フィックの中断の原因となることがあります。

• CiscoNexus 1000vスイッチを使用する場合は、トラフィックの中断を防ぐためにネイティ
ブ VLAN 1設定を使用することをお勧めします。ネイティブ VLANは、Nexus 1000vポー
トプロファイルと UCS vNIC定義で同じである必要があります。

•ネイティブVLAN1が設定されている場合に、トラフィックが不正なインターフェイスに
経路指定されたり、トラフィックが停止したり、スイッチインターフェイスが連続的にフ

ラップしたりするときは、分離レイヤ2ネットワーク構成の設定に誤りがあるおそれがあ
ります。

•すべてのデバイスへの管理アクセス用にネイティブVLAN1を使用すると、管理デバイス
と同じ VLANの別のスイッチに接続するユーザがある場合に、問題が生じる可能性があ
ります。

アクセスポートおよびトランクポートについて
Ciscoスイッチ上のアクセスポート

アクセスポートは、タグなしフレームだけを送信し、1つのVLANだけに属し、1つのVLAN
だけのトラフィックを伝送します。トラフィックは、VLANタグが付いていないネイティブ形
式で送受信されます。アクセスポートに着信したすべての情報は、ポートに割り当てられてい

る VLANに所属すると見なされます。

アクセスモードでポートを設定してそのインターフェイスのトラフィックを伝送する VLAN
を指定できます。アクセスモードのポート（アクセスポート）用に VLANを設定しないと、
そのインターフェイスはデフォルトの VLAN（VLAN 1）のトラフィックだけを伝送します。
VLANのアクセスポートメンバーシップを変更するには、VLANを構成します。VLANをア
クセスポートのアクセス VLANとして割り当てるには、まず、VLANを作成する必要があり
ます。アクセスポート上のアクセス VLANを、まだ作成されていない VLANに変更すると、
UCS Managerはそのアクセスポートをシャットダウンします。

アクセスポートは、アクセスVLAN値の他に 802.1Qタグがヘッダーに設定されたパケットを
受信すると、送信元のMACアドレスを学習せずにドロップします。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
109

VLANs

アクセスポートおよびトランクポートについて



Ciscoスイッチ上のトランクポート

トランクポートは、複数の VLANがこのトランクリンクを経由してスイッチ間で伝送を行う
ことを可能にします。トランクポートは、タグなしのパケットと 802.1Qタグ付きのパケット
を同時に伝送できます。デフォルトのポート VLAN IDをトランクポートに割り当てると、す
べてのタグなしトラフィックが、そのトランクポートのデフォルトのポート VLAN IDで伝送
され、タグなしトラフィックはすべてこの VLANに属するものと見なされます。この VLAN
のことを、トランクポートのネイティブ VLAN IDといいます。ネイティブ VLAN IDとは、
トランクポート上でタグなしトラフィックを伝送する VLANのことです。

トランクポートは、デフォルトのポートVLAN IDと同じVLANが設定された出力パケットを
タグなしで送信します。他のすべての出力パケットは、トランクポートによってタグ付けされ

ます。ネイティブVLAN IDを設定しないと、トランクポートはデフォルトVLANを使用しま
す。

トランクポートのネイティブ VLAN、またはアクセスポートのアクセス VLANを変更する
と、スイッチインターフェイスがフラップされます。

（注）

ネームド VLAN
ネームドVLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。VLANは、ブロードキャストト
ラフィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLAN IDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームド VLAN
を使用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデー

トすることができます。外部 LANとの通信を維持するためにサーバを個別に再設定する必要
はありません。

同じ VLAN IDを使用して、複数のネームド VLANを作成できます。たとえば、人事部と財務
部のビジネスサービスをホスティングしているサーバが同じ外部 LANへのアクセスを必要と
する場合、HRというネームド VLANと Financeというネームド VLANを同じ VLAN IDで作
成できます。その後でネットワークが再設定され、Financeが別の LANに割り当てられた場
合、変更する必要があるのは Financeのネームド VLANの VLAN IDだけです。

クラスタ設定では、ネームド VLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス
できるようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定

することも可能です。
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VLAN IDのガイドライン

IDが 4043～ 4047で、4094から 4095の VLANが予約されています。この範囲の IDを持つ
VLANを作成することはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID
4093が予約済みVLANのリストに含まれていました。VLAN 4093が予約済みVLANのリスト
から削除され、設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

Important

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必
要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップ
グレード前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、未使用または未予約の
VLAN IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを（未使用の VLAN ID）
4049に変更することを検討します。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、
デフォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは
VLAN 4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLANのイーサネットブロードキャストドメインをサブ
ドメインに分割する機能で、これを使用して一部のポートを分離することができます。PVLAN
の各サブドメインには、1つのプライマリ VLANと 1つ以上のセカンダリ VLANが含まれま
す。PVLANのすべてのセカンダリVLANは、同じプライマリVLANを共有する必要がありま
す。セカンダリ VLAN IDは、各サブドメインの区別に使用されます。
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独立 VLANとコミュニティ VLAN

Cisco UCSドメインのすべてのセカンダリ VLANは、[Isolated]または [Community VLAN]の
いずれかとして設定できます。

独立 VLANを標準 VLANと共に使用するよう設定することはできません。（注）

独立 VLANのポート

独立 VLANの通信では、プライマリ VLAN内の関連するポートだけを使用できます。これら
のポートは独立ポートであり、Cisco UCS Managerでは設定できません。プライマリ VLANに
は隔離 VLANは 1つしか存在できませんが、同じ隔離 VLAN上で複数の隔離ポートが許可さ
れます。これらの独立ポートは相互に通信できません。独立ポートは、独立 VLANを許可し
ている標準トランクポートまたは無差別ポートとのみ通信できます。

独立ポートは、独立セカンダリ VLANに属しているホストポートです。このポートは、同じ
プライベート VLANドメイン内の他のポートから完全に独立しています。PVLANは、無差別
ポートからのトラフィックを除き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独

立ポートから受信されたトラフィックは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立

VLANには、複数の独立ポートを含めることができます。各ポートは、独立 VLANにある他
のすべてのポートから、完全に隔離されています。

アップリンクポートに関するガイドライン

PVLANを作成する場合は、次のガイドラインに従ってください。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを無差別モードにすることはできません。

•各プライマリ VLANには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

• VNTAGアダプタの VIFには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

VLAN IDのガイドライン

IDが 3915～ 4042の VLANは作成できません。これらの範囲のVLAN IDは予約済みです。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）
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VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必
要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブ
VLANは、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップ
グレード前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、未使用または未予約の
VLAN IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを（未使用の VLAN ID）
4049に変更することを検討します。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、
デフォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは
VLAN 4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANポートの制限
Cisco UCS Manager 1つのファブリックインターコネクト上の境界ドメインとサーバドメイン
で設定可能な VLANポートインスタンスの数は制限されます。

VLANポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLANポートの計算でカウントされます。

•ボーダーアップリンクイーサネットポート

•ボーダーアップリンクイーサチャネルメンバーポート

• SANクラウドの FCoEポート

• NASクラウドのイーサネットポート

•サービスプロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザのポートプロファイルの一部として作成さ
れた VM vNIC

これらのポートに構成されているVLANの数に基づいて、Cisco UCSManagerはVLANポート
インスタンスの累積数を追跡し、検証中にVLANポート制限を実行します。CiscoUCSManager
制御トラフィック用に事前定義された VLANポート技術情報を予約します。これには、HIF
および NIFポートに設定された管理 VLANが含まれます。

VLANポートの制限の実行

Cisco UCS Manager次の操作中に VLANポートのアベイラビリティを検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

•クラウドへの VLANの追加またはクラウドからの VLANの削除
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• SANまたは NASポートの設定または設定解除

•設定の変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNICまたは vHBAでの VLANの設定または設定解除

• VMWare vNICからおよび ESXハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取った
とき

これは Cisco UCS Managerでは制御できません。（注）

•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerアップグレードまたはダウングレード

Cisco UCSManagerサービスプロファイルの動作に対し、厳密なVLANポート制限を実施しま
す。VLANポート制限を超過したことを Cisco UCS Managerが検出した場合、サービスプロ
ファイル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでの VLANポート数の超過は、それほど混乱をもたらしません。境界ドメイン
でVLANポート数が超過すると、Cisco UCSManagerは割り当てステータスを Exceededに変更
します。ステータスを [Available]に戻すには、次のいずれかのアクションを実行します。

• 1つ以上の境界ポートを設定解除する

• LANクラウドから VLANを削除する

• 1つ以上の vNICまたは vHBAを設定解除する

ネームド VLANの設定

ネームド VLANの作成
ハイアベイラビリティが設定されている Cisco UCSドメインでは、ネームド VLANを作成し
て、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定することも、1つの
ファブリックインターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。
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IDが 4043～ 4047で、4094から 4095の VLANが予約されています。この範囲の IDを持つ
VLANを作成することはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID
4093が予約済みVLANのリストに含まれていました。VLAN 4093が予約済みVLANのリスト
から削除され、設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

重要

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。

[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VLAN
に割り当てられた IDと重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、

VLAN IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerで、次の [VLANs]ノードの 1つに VLANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。
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• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

ネームド VLANの削除
Cisco UCS Managerに、削除するものと同じ VLAN IDを持つネームド VLANが含まれている
場合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリック
インターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプ
ライマリ VLANに再割り当てする必要があります。

Before you begin

ファブリックインターコネクトから VLANを削除する前に、その VLANがすべての vNICと
vNICテンプレートから削除されていることを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

Note

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除するVLANに基づいて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインにすべての VLANを表示します。すべて

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLAN
を表示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクトAにのみアクセス可能なVLAN
を表示します。

ファブリック A

ファブリックインターコネクトBにのみアクセス可能なVLAN
を表示します。

ファブリック B

ステップ 5 テーブルで、削除する VLANをクリックします。

Shift キーや Ctrl キーを使用すると、複数のエントリを選択できます。
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ステップ 6 強調表示された 1つ以上の VLANを右クリックし、[Delete]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

プライベート VLANの設定

プライベート VLANのプライマリ VLANの作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCiscoUCSドメインでは、両方のファブリックインター
コネクトにアクセスできるプライマリVLANを作成することも、1つのファブリックインター
コネクトだけにアクセスできるプライマリ VLANを作成することも可能です。

IDが 4043～ 4047で、4094から 4095の VLANが予約されています。この範囲の IDを持つ
VLANを作成することはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID
4093が予約済みVLANのリストに含まれていました。VLAN 4093が予約済みVLANのリスト
から削除され、設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

重要

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。

[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
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a) [Overlapping VLANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VLAN
に割り当てられた IDと重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、

VLAN IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerで、次の [VLANs]ノードの 1つにプライマリ VLANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリVLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能なプライマリVLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

プライベート VLANのセカンダリ VLANの作成
ハイアベイラビリティが設定されている Cisco UCSドメインでは、セカンダリ VLANを作成
して、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定することも、1つの
ファブリックインターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

IDが 4043～ 4047で、4094から 4095の VLANが予約されています。この範囲の IDを持つ
VLANを作成することはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID
4093が予約済みVLANのリストに含まれていました。VLAN 4093が予約済みVLANのリスト
から削除され、設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

重要

始める前に

プライマリ VLANを作成します。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。

[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を指定します。

マルチキャストポリシーは、セカンダリ VLANにではなく、プライマリ VLANに
関連付けられます。

（注）

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VLAN
に割り当てられた IDと重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、

VLAN IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerで、次の [VLANs]ノードの 1つにプライマリ VLANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリVLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能なプライマリVLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

コミュニティ VLAN
Cisco UCSManager UCSファブリックインターコネクトのコミュニティVLANをサポートしま
す。コミュニティポートは、コミュニティポート同士、および無差別ポートと通信します。

コミュニティポートは、他のコミュニティの他のすべてのポートからレイヤ 2で分離されま
す。無差別ポートは、すべてのインターフェイスと通信できます。
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コミュニティ VLANの作成
高可用性を得るために設定した Cisco UCSドメインでは、両方のファブリックインターコネ
クトか、または一方のファブリックインターコネクトのみにアクセスできるコミュニティ

VLANを作成できます。

IDが 4043～ 4047で、4094から 4095の VLANが予約されています。この範囲の IDを持つ
VLANを作成することはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID
4093が予約済みVLANのリストに含まれていました。VLAN 4093が予約済みVLANのリスト
から削除され、設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たとえ
ば、Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～ 4029の VLAN ID範囲が予約されていま
す。Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その同じ VLAN IDがスイッチで使用可
能であることを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

重要

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。

[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

単一の VLANの場合、VLAN名を指定します。VLANの範囲
の場合、各 VLAN名に使用されるプレフィックスを指定しま
す。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後に、こ

の名前を変更することはできません。

[VLAN Name/Prefix]フィール
ド

このVLANに関連付けられているマルチキャストポリシー。[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシー
を作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定したVLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [FabricA]：指定したVLANは、ファブリックAだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定したVLANは、ファブリックBだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定したVLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックご

とに異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム分離 L2ネットワークの場合、
[Common/Global]を選択して両方のファブリックに適用する
VLANを作成することを推奨します。

設定オプション
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説明名前

1つのVLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数の VLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカン
マで区切って入力します。VLAN IDには次の値を入力できま
す。

• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•システム上ですでに定義されている他のVLANIDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、43の 6つのVLANを作
成するには、4, 22, 40-43を入力します。

IDが 4043～ 4047で、4094から 4095のVLANが
予約されています。この範囲の IDを持つ VLAN
を作成することはできません。CiscoUCSManager
リリース 4.0 (1d)までは、VLAN ID 4093が予約済
み VLANのリストに含まれていました。VLAN
4093が予約済み VLANのリストから削除され、
設定可能になっています。

指定した VLAN IDは使用しているスイッチでも
サポートされている必要があります。たとえば、

Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、3968～
4029の VLAN ID範囲が予約されています。Cisco
UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その
同じ VLAN IDがスイッチで使用可能であること
を確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE
VLANの IDが同じであってはなりません。VSAN
内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用する
と、その VLANを使用しているすべての vNICと
アップリンクポートで重大な障害が発生し、トラ

フィックが中断されます。FCoEVLANの IDと重
複する IDが設定されたすべての VLAN上でイー
サネットトラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs]フィールド
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説明名前

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割
されるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANにセカンダリまたはプライベート
VLANはありません。

• [Primary]：このVLANには、[SecondaryVLANs]領域に示
すように 1つまたは複数のセカンダリ VLANを設定でき
ます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。関連付けら
れたプライマリVLANは [PrimaryVLAN]ドロップダウン
リストに表示されます。

[Sharing Type]フィールド

[Sharing Type]フィールドが [Isolated]に設定されている場合、
これは隔離 VLAN VLANに関連付けられたプライマリ VLAN
です。

[Primary VLAN]ドロップダウ
ンリスト

リストからVLANの組織を選択します。このVLANは、選択
する組織で利用可能になります。

VLANを許可された組織

このボタンをクリックして、VLANIDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。

a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認し VLAN IDが既存の VLAN
に割り当てられた IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [デュアル（Dual）]：コンポーネントはどちらのファ
ブリックインターコネクトでもアクセスできます。こ

の設定は、ファブリックインターコネクトレベルとは

対照的に、システムレベルで作成された仮想 LANお
よび SANネットワークに適用されます。

[ファブリック ID（Fabric
ID）]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VLANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム
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b) [Overlapping VSANs]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既存の
VSANに割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [デュアル（Dual）]：コンポーネントはどちらのファ
ブリックインターコネクトでもアクセスできます。こ

の設定は、ファブリックインターコネクトレベルとは

対照的に、システムレベルで作成された仮想 LANお
よび SANネットワークに適用されます。

[ファブリック ID（Fabric
ID）]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられ
た固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VSANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、

VLAN IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerで、次の [VLANs]ノードの 1つにコミュニティ VLANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

アプライアンスポートに対する無差別アクセスの作成

CiscoUCSManagerではアプライアンスポートでの無差別アクセスをサポートしています。次
に、具体的な設定手順を説明します。
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始める前に

アプライアンスクラウドに PVLANを作成します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[管理者]をクリックします。

ステップ 2 [LAN > Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]の順に展開します。
[Interfaces]ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[+]をクリックします。
[Appliance Links]ペインが表示されます。

ステップ 4 [ApplianceLinks]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet
Ports]を展開します。
使用可能なすべての未設定イーサネットポートが表示されます。

ステップ 5 アプライアンスポートを作成する [Unconfigured Ethernet Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port]をクリックします。
[Configure as Appliance Port]確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 アプライアンスポートを設定するには、[Yes]をクリックします。
[Configure Appliance Port]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 8 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。

ステップ 9 [Appliance Ports]を展開します。

ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 11 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[Modify]をクリックします。
[Properties for Appliance Interface]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs]ペインで、[Access]オプションボタンをクリックします。

ステップ 13 アプライアンスポートに割り当てるため、[Select VLAN]ドロップダウンリストからプライマ
リ VLANを選択します。
プライマリ VLANに関連付けられたセカンダリ VLANのリストが表示されます。

ステップ 14 ポートに許可する一連のセカンダリ VLANを選択します。

[Isolated]または [Community]の VLANを選択すると、その [VLAN]は [Promiscuous Port]に変
わります。[Select VLAN]ドロップダウンリストからプライマリ VLANを選択した場合は、必
要なセカンダリ VLANを選択する必要があります。

ステップ 15 [Apply]をクリックしてアプライアンスポートの無差別アクセスを設定します。

アプライアンスポートに対する無差別トランクの作成

CiscoUCSManagerは、アプライアンスポートで無差別トランクをサポートします。次に、具
体的な設定手順を説明します。
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始める前に

アプライアンスクラウドにプライベート VLANを作成します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[管理者]をクリックします。

ステップ 2 [LAN > Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]の順に展開します。
[Interfaces]ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[+]をクリックします。
[Appliance Links]ペインが表示されます。

ステップ 4 [ApplianceLinks]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet
Ports]を展開します。
使用可能なすべての未設定イーサネットポートが表示されます。

ステップ 5 アプライアンスポートを作成する [Unconfigured Ethernet Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port]をクリックします。
[Configure as Appliance Port]確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 アプライアンスポートを設定するには、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。

ステップ 9 [Appliance Ports]を展開します。

ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 11 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[Modify]アイコンをクリックし
ます。

[Properties for Appliance Interface]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs]ペインで、[Trunk]オプションボタンをクリックします。

ステップ 13 使用可能な VLANから [VLAN]を選択します。

VLANのリストから複数の [Isolated]、[Community]、[Primary]、[Regular]VLANを選択してポー
トに適用し、無差別トランクポートにすることができます。

ステップ 14 [Apply]をクリックして、[Promiscuous on Trunk on Appliance Port]を設定します。

VLAN最適化セットの表示
Cisco UCS Managerはシステムの VLAN IDに基づいて VLANポート数最適化グループを自動
的に作成します。グループ内のすべての VLANは、同じ IGMPポリシーを共有します。次の
VLANは、VLANポートカウント最適化グループには含まれません。

• FCoE VLAN

•プライマリ PVLANとセカンダリ PVLAN

• SPANソースとして指定された VLAN
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•インターフェイス上で唯一許可されている VLANとして設定された VLANと、単独の
VLANを持つポートプロファイルの VLAN

Cisco UCS Manager GUI最適化された VLANを自動的にグループ化します。

VLAN最適化設定は 32以下にすることをお勧めします。VLAN最適化セットが 32を超えた場
合、VLAN構成の変更中、およびスイッチの再起動時にすべてのサーバー接続を開始する際
に、遅延が観察されることがあります。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[Fabric A]または [Fabric B]をクリックしてリストを展開します。

ステップ 4 [VLAN Optimization Sets]をクリックします。

[Work]ペインに、[Name]と [Size]を含む、VLAN最適化グループのリストが表示されます。

VLANポート数の表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器] > [ファブリックインターコネクト]を展開します。

ステップ 3 VLANポート数を表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[VLAN Port Count]バーの下矢印をクリックして領域を展開します。

Cisco UCS Manager GUIに次の詳細が表示されます。

説明名前

このファブリックインターコネクトの最大許容VLANポート
数。

[Port VLAN Limit]フィールド

使用可能な VLANアクセスポートの数。[Access VLAN Port Count]
フィールド
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説明名前

使用可能な VLANボーダーポートの数。[Border VLAN Port Count]
フィールド

VLANポートの割り当て状態。[Allocation Status]フィールド

VLANポート数の最適化
VLANポート数の最適化を使用すると、複数の VLANの状態を単一の内部状態にマッピング
できます。VLANポート数の最適化を有効にすると、Cisco UCS Managerは、ポート VLANメ
ンバーシップに基づいて VLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポー
ト VLAN数の制限が増加します。VLANポート数の最適化によりさらに VLAN状態が圧縮さ
れ、ファブリックインターコネクトのCPUの負荷が減少します。このCPUの負荷の軽減によ
り、より多くのVLANをより多くの vNICに展開できるようになります。VLANのポート数を
最適化しても、vNIC上の既存の VLAN設定は変更されません。

VLANポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。このオプションは、必要に応
じて有効または無効にできます。

• VLANポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLANポートの数が増加します。
最適化されていない状態でポート VLAN数が VLANの最大数を超えた場合、VLANポー
ト数の最適化を無効にすることはできません。

• VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトで
はサポートされていません。

重要

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトでは、PVカウントが 16000を超える
場合、VLANポートカウントの最適化が実行されます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトがイーサネットスイッチングモード
のとき:

• FIは VLANポートの数の最適化の有効化をサポートしていません

• FIは、EHMモードと同様に、VLANポートの数の最適化が無効に設定されているとき、
16000個の PVをサポートします

次の表は、UCS 6200、6300、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトs上の
VLANポート数最適化を行う PV数の有効化および無効化について説明しています。
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6400シリーズ FI6300シリーズ FI6200シリーズ FI

160001600032000VLANポートカウン
トの最適化が無効にさ

れた PVカウント

640006400064000VLANポートカウン
トの最適化が有効にさ

れた PVカウント

ポート VLAN数の最適化のイネーブル化
デフォルトでは、ポートVLAN数最適化は無効です。ポートVLAN数の最適化を有効にして、
CPU使用率を最適化し、ポート VLAN数を増やすことができます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションで、[Enabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Port, VLANCount Optimization]オプションが正常に有効化された場合、確認メッセージが表示
されます。[OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ポート VLAN数最適化のディセーブル化
デフォルトでは、ポート VLAN数最適化は無効です。ポート VLAN数の最適化オプションを
有効にした場合は、これを無効にすることでポート VLAN数を増やすことができ、CPU使用
率を最適化できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションの [Disabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
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ステップ 6 [Port, VLANCount Optimization]オプションが正常に無効化された場合、確認メッセージが表示
されます。[OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN最適化セットの表示
Cisco UCS Managerはシステムの VLAN IDに基づいて VLANポート数最適化グループを自動
的に作成します。グループ内のすべての VLANは、同じ IGMPポリシーを共有します。次の
VLANは、VLANポートカウント最適化グループには含まれません。

• FCoE VLAN

•プライマリ PVLANとセカンダリ PVLAN

• SPANソースとして指定された VLAN

•インターフェイス上で唯一許可されている VLANとして設定された VLANと、単独の
VLANを持つポートプロファイルの VLAN

Cisco UCS Manager GUI最適化された VLANを自動的にグループ化します。

VLAN最適化設定は 32以下にすることをお勧めします。VLAN最適化セットが 32を超えた場
合、VLAN構成の変更中、およびスイッチの再起動時にすべてのサーバー接続を開始する際
に、遅延が観察されることがあります。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[Fabric A]または [Fabric B]をクリックしてリストを展開します。

ステップ 4 [VLAN Optimization Sets]をクリックします。

[Work]ペインに、[Name]と [Size]を含む、VLAN最適化グループのリストが表示されます。

VLANグループ
VLANグループでは、イーサネットアップリンクポートの VLANを機能別または特定のネッ
トワークに属する VLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメ
ンバーシップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポート

に適用することができます。
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CiscoUCSManagerでは、最大 200個のVLANグループをサポートします。200を超えるVLAN
グループを作成していると Cisco UCS Managerで判別すると、VLANの圧縮をディセーブルに
します。

（注）

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLANグループを構成し、それを使用してブレー
ドおよびラックサーバーの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすること
ができます。Cisco UCSManagerは、アップリンクインターフェイスまたはアップリンクポー
トチャネルでの OOB IPv4およびインバンド IPv4/IPv6 VLANグループの使用をサポートしま
す。

インバンド管理は、VLAN 2または VLAN 3ではサポートされていません。（注）

VLANを VLANグループに割り当てた後、VLANグループに対する変更は VLANグループで
設定されたすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグルー
プによって、分離 VLAN間での VLANの重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンクポートを設定できます。VLANグループ用にアップリンク
ポートを設定すると、そのアップリンクポートは関連するVLANグループに属しているVLAN
のすべてと、LANUplinksManagerを使用するアップリンクに関連付けられている個々のVLAN
（存在する場合）をサポートします。さらに、その VLANグループとの関連付けが選択され
ていないすべてのアップリンクは、VLANグループの一部である VLANのサポートを停止し
ます。

[LAN Cloud]または [LAN Uplinks Manager]から VLANグループを作成できます。

VLANグループの作成
[VLAN Cloud]または[LANUplinks Manager]から、[VLANGroup]を作成できます。この手順で
は、[LANCloud]からVLANグループを作成する方法について説明します。サービスプロファ
イルを使用したインバンドおよびアウトオブバンドアクセスに使用する別の VLANグループ
を作成できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [LANCloud]を右クリックし、ドロップダウンリストから [CreateVLANGroup]を選択します。

[Create VLAN Group]ウィザードが起動します。

ステップ 4 [Select VLANs]ダイアログボックスで、名前および VLANを指定し、[Next]をクリックしま
す。
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ステップ 5 （任意）[AddUplinkPorts]ダイアログボックスで、リストから [UplinkPorts]を選択して [Selected
Uplink Ports]にこのポートを追加し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 （任意）[Add Port Channels]ダイアログボックスで、[Port Channels]を選択して [Selected Port
Channels]にこのポートチャネルを追加し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Org Permissions]ダイアログボックスで、リストから適切なグループを選択した後、
[Next]をクリックします。

作成するグループに属する VLANは、選択するグループにのみアクセスできます。

ステップ 8 [Finish]をクリックします。

この VLANグループは、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Groups]の下の [VLAN Groups]のリス
トに追加されます。

VLANグループのメンバーの編集

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLANGroups]をクリックしてVLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 VLANグループのリストから、グループメンバである VLANを編集する VLANグループの名
前を選択します。

Shift キーや Ctrl キーを使用すると、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示されたVLANグループを右クリックして、[EditVLANGroupMembers]を選択します。

[Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 6 [Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスで、リストから削除するか、また
はリストに追加する VLANを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[AddPort Channels]ペインで、[Port Channels]を選択してそれらを [Selected Port Channels]
に追加します。

ステップ 8 （任意）[Org Permissions]ペインで、リストから適切なグループを選択します。

作成するグループに属する VLANは、選択するグループにのみアクセスできます。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

ステップ 10 この VLANグループがユーザの選択にしたがって変更されます。
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VLANグループに対する組織のアクセス権限の変更
VLANグループに対する組織のアクセス権限を変更すると、権限の変更がその VLANグルー
プ内のすべての VLANに適用されます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Group]で、VLANグループ名を選択します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]の [Modify VLAN Groups Org Permissions]をクリックします。

[Modify VLAN Groups Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Org Permissions]で、次の手順を実行します。

•組織を追加するには、組織を選択します。
•組織からアクセス権限を削除するには、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

VLANグループの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLANGroups]をクリックしてVLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、削除する VLANグループ名を選択します。

Shift キーや Ctrl キーを使用すると、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された VLANグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

VLAN権限
VLAN権限は、指定した組織および VLANが属するサービスプロファイル組織に基づいて
VLANへのアクセスを制限します。VLAN権限により、サービスプロファイルの vNICに割り
当てることができるVLANのセットも制限されます。VLAN権限はオプションの機能であり、
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デフォルトでは無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできます。

この機能を無効にすると、すべての VLANにすべての組織からグローバルでアクセスできる
ようになります。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]の順で組織権限を有効にすると、
VLANの作成時に、[CreateVLANs]ダイアログボックスに [PermittedOrgs forVLAN(s)]オプショ
ンが表示されます。[Org Permissions]を有効にしないと、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オプショ
ンは表示されません。

（注）

組織の権限を有効にすると、VLANの組織を指定できます。組織を指定すると、その VLAN
は特定の組織とその構造下にあるすべてのサブ組織で利用可能になります。他の組織のユーザ

は、この VLANにアクセスできません。また、VLANアクセス要件の変更に基づいて VLAN
の権限を随時変更できます。

VLANの組織権限をルートレベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアク
セスできるようになります。ルートレベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する

VLANの権限を変更した場合は、そのVLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意

VLAN権限のイネーブル化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。異なる組織ごとに権限を作成して VLAN
アクセスを制限する場合は、組織の権限オプションを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションで、[Enabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [OrgPermissions]オプションが正常に有効化された場合、確認メッセージが表示されます。[OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN権限のディセーブル化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。VLAN権限を有効にし、別のネットワーク
グループまたは組織に VLANを割り当てることができます。VLAN権限をグローバルに無効
にすることもできます。ただし、VLANに割り当てた権限は引き続きシステム上に存在し、適
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用されないだけです。組織の権限を後で使用する必要が生じた場合は、この機能を有効にし

て、割り当てられている権限を使用することができます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションの [Disabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [OrgPermissions]オプションが正常に無効化された場合、確認メッセージが表示されます。[OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN権限の追加または変更
VLANを許可された組織を追加または削除できます。

VLANの許可された組織として組織を追加すると、すべての下位組織が VLANにアクセスで
きます。組織から VLANへのアクセス権を削除すると、子組織は VLANにアクセスできなく
なります。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANs]で、VLAN名を選択します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]で、[Modify VLAN Org Permissions]をクリックします。

[Modify VLAN Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Permitted Orgs for VLAN(s)]で、

•組織を追加するには、組織を選択します。
•組織からアクセス権限を削除するには、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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予約済みの VLANの変更
このタスクは、予約済みの VLAN IDを変更する方法を説明します。予約済みの VLANの変更
により、既存のネットワーク設定を使用して、CiscoUCS6200シリーズファブリックインター
コネクトから Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトにより柔軟に送信しま
す。予約済みの VLANブロックは、デフォルト範囲と競合する既存の適切な Vlanを再設定す
るのではなく、128個の未使用のVLANの連続ブロックを割り当てることで設定可能です。た
とえば、予約済みの VLANを 3912に変更すると、新しい VLANブロック範囲が 3912～ 4039
になります。2～ 3915までの開始 IDを持つ 128個の VLAN IDで任意の連続したブロックを
選択することができます。予約済みのVLANを変更するには、新しい値を有効にするためCisco
UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトをリロードする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [予約済み VLAN開始 ID]フィールドに新しい値を指定します。2～ 3915までの予約済みの
VLAN範囲の IDを指定できます。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。
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C H A P T E R 7
MACプール

• MACプール, on page 137
• MACプールの作成, on page 137
• MACプールの削除, on page 139

MACプール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集合です。MACアドレスはレイヤ 2環
境では一意で、サーバの vNICに割り当てることができます。サービスプロファイルでMAC
プールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるように

MACアドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが
特定のアプリケーションまたはビジネスサービスでのみ使用できるようにすることができま

す。Cisco UCSは名前解決ポリシーを使用してプールからMACアドレスを割り当てます。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする
必要があります。vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイル内に
取り込まれます。

独自のMACアドレスを指定することも、シスコにより提供されたMACアドレスのグループ
を使用することもできます。

MACプールの作成
Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [プール]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 5 [CreateMAC Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドを入力
します。

説明名前

MACプールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後に、こ

の名前を変更することはできません。

[名前（Name）]フィールド

MACプールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [デフォルト（Default）]：Cisco UCSManagerはプールか
らランダム IDを選択します。

• [シーケンシャル（Sequential）]：Cisco UCS Managerは
プールから最も小さい使用可能な IDを選択します。

[割り当て順序（Assignment
Order）]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィール
ド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [終了]をクリックします。

What to do next

MACプールを vNICテンプレートに含めます。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
138

MACプール

MACプールの作成



MACプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みアドレスは、次のいずれかが起きるまで、

vNICまたは vHBAに割り当てられた状態のままになります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除される。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられる。

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN] > [Pools] > [Organization_Name] を展開します。

ステップ 3 [MAC Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するMACプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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C H A P T E R 8
QoS

• QoS, on page 141
•システムクラスの設定, on page 143
• Quality of Serviceポリシーの設定, on page 146
•フロー制御ポリシーの設定, on page 147
•低速ドレインの設定, on page 148
•ウォッチドッグタイマーの設定, on page 152

QoS
Cisco UCSは、Quality Of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定す
るためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制
御ポリシー

QoSシステムクラスに加えられたグローバル QoSの変更によって、すべてのトラフィックに
データプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示し

ます。

•有効になっているクラスのMTUサイズの変更

•有効になっているクラスのパケットドロップの変更

•有効になっているクラスの CoS値の変更

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトsのQuality of Serviceに関するガイドラ
インと制限事項

•マルチキャスト最適化はサポートされません。
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• MTUは、ドロップタイプ QoSシステムクラスでは設定できず、常に 9216に設定されま
す。MTUは、非ドロップタイプの QoSシステムクラス (ファイバチャネルクラスを除
く)に対してのみ設定できます。

•非ドロップクラスのデフォルトのMTUサイズは 1500で、このクラスでサポートされる
最大サイズは 9216です。

•ファイバチャネルのMTUサイズは常に 2240です。

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnect

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectすべてのシステムクラスに共有バッファを使
用します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。次の表は、QoSシステムクラスの変更およびシステムの再起動が引き起こされる
条件を示しています。

FIの再起動ステータスConditionQoSシステムクラスのステー
タス

Yesドロップとドロップなしを切

り替えた場合

イネーブル

Yesイネーブルとディセーブルを

切り替えた場合

ドロップなし

YesMTUサイズを変更した場合イネーブルかつドロップなし

• QoSシステムクラスでの変更の結果として、最初に従属 FIが再起動します。プライマリ
FIは、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動します。

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS Mini

• Cisco UCS Miniすべてのシステムクラスに共有バッファを使用します。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。SPANまたは Bronzeクラスを使用する
ことを推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域
が均等に配分されません。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。
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• FCまたは FCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに
同じ CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。

システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSは、Cisco UCSドメイン内のトラフィックすべての処理にデータセンターイーサ
ネット（DCE）を使用します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサ
ネットの帯域幅が8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用
に 2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service
（QoS）を設定できます。Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE
帯域幅がどのように割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約しま

す。これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されま

す。たとえば、[ファイバチャネル優先度（Fibre Channel Priority）]システムクラスを設定し
て、FCoEトラフィックに割り当てる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

Table 10:システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルのQoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定や

ポリシーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットのドロップはプラチナクラスと
ゴールドクラスでのみディセーブルにできます。1つの Platinumク
ラスと 1つのGoldクラスのみを no-dropクラスとして同時に設定で
きます。

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーン

に対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必

要に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリ

シーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーン
に対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、

データパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップ

なしポリシーがあります。このシステムクラスをディセーブルには

できません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで
使用できない、予約された QoSシステムクラスがあり
ます。他のタイプのトラフィックにFCoEで使用される
CoS値がある場合、その値は 0にリマークされます。

Note

ファイバチャネル

QoSシステムクラスの設定

•ネットワーク QoSポリシー下では、no-dropクラスが設定された場合、MTUはバッファ
カービングにのみ使用されます。ネットワークQoSポリシーでジャンボMTUをサポート
するのに、その他のMTU調整は必要ありません。

• Cisco VIC 1400シリーズおよびそれ以降のバージョンのアダプタについては、ホストイン
ターフェイス設定から、vNICのMTUサイズを変更できます。オーバーレイネットワー
クが設定されている場合、全体のMTUサイズは、QoSシステムクラスのMTU値を超え
ていないことを確認します。このMTU値が QoSシステムクラスのMTU値を超えている
場合、データ転送中にパケットがドロップされる可能性があります。

Note

すべての破棄なしポリシーで UCSおよび N5Kに同じ CoS（サービスクラス）値を使用しま
す。エンドツーエンド PFCが正常に動作することを保証するには、すべての中間スイッチで
同じ QoSポリシーを設定します。

Important

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。MTUを設定するには、パケットドロップをオフにす
る必要があります。
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MTUは、ドロップタイプ QoSシステムクラスでは設定できず、常に 9216に設定されます。
MTUは、非ドロップタイプの QoSシステムクラスに対してのみ設定できます。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティ
を更新します。

一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合がありま

す。MTUの最大値は 9216です。
Note

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoSシステムクラスのイネーブル化
デフォルトでは、Best Effortシステムクラスまたは Fibre Channelシステムクラスはイネーブ
ルになっています。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 イネーブルにする QoSシステムクラスの [Enabled]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoSシステムクラスのディセーブル化
ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスはディセーブルにで

きません。

ディセーブルにされたシステムクラスに関連付けられているすべての QoSポリシーのデフォ
ルトは、Best Effortです。ディセーブルにされたシステムのクラスオブサービス（CoS）が 0
に設定されている場合のデフォルトは、Cos 0システムクラスになります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
145

QoS

QoSシステムクラスのイネーブル化



ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 ディセーブルにする QoSシステムの [Enabled]チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Quality of Serviceポリシーの設定

Quality Of Serviceポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステ
ムクラスを割り当てます。このシステムクラスにより、そのトラフィックの QoSが決定され
ます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を指定する

こともできます。

vNICや vHBAを設定するには、vNICポリシーや vHBAポリシーに QoSポリシーを適用して
から、そのポリシーをサービスプロファイルに適用する必要があります。

QoSポリシーの作成

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

What to do next

QoSポリシーを vNICまたは vHBAテンプレートに含めます。

QoSポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラ
スを無効にした場合、この QoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベストエ
フォートシステムクラスまたは CoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マルチテナ
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ンシ―を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、その組織階層から一致する
QoSポリシーを見つけようとします。

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [QoS Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する QoSポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイ
ンのアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信する
かどうかを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒

間、送信側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするに
は、両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要

があります。CiscoUCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリン

クイーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒

有効になった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アッ

プリンクイーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。

ネットワークポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップ

リンクポートで停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポー

ズフレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの作成

Before you begin

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、

ポリシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネット

ワークポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。Cisco UCSポートでフロー
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制御フレームを受信する場合には、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desire
に設定されていることを確認してください。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネット

ワークポートの受信パラメータと送信パラメータを offに設定できます。

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ルート組織内のフロー制御ポリシーだけを作成できます。サブ組織内のフロー制御ポリシー

は、作成できません。

ステップ 4 [Flow Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Flow Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Flow Control Policy]ウィザードで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

What to do next

フロー制御ポリシーをアップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルに関連付け

ます。

フロー制御ポリシーの削除

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Flow Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

低速ドレインの設定

QoS低速ドレインデバイスの検出と緩和
ファブリックのエンドデバイス間のすべてのデータトラフィックは、ファイバチャネルのサー

ビスで行われ、リンクレベル、ホップごとベース、バッファ間のフロー制御が使用されます。
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これらのサービスクラスは、エンドツーエンドフロー制御をサポートしません。ファブリッ

クに低速デバイスが接続されている場合、エンドデバイスは設定またはネゴシエーションされ

たレートのフレームを受け入れません。低速デバイスにより、これらのデバイスを宛先とする

トラフィックで（Inter-Switch Link）ISLクレジット不足が発生し、リンクが輻輳します。クレ
ジット不足は、宛先デバイスで低速ドレインが発生していなくても、ファブリック内の同じ

ISLリンクを使用する無関係なフローに影響します。

同様に、エンドホストモードで、ファブリックインターコネクトに直接接続されているサー

バが低速でトラフィックを受信する場合、他のサーバで共有されるアップリンクポートで輻輳

が発生する場合があります。低速のサーバがFEX/IOMのHIFポートに接続されている場合は、
ファブリックポートおよび/またはアップリンクポートを輻輳させる可能性があります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)には、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトで
QoS低速ドレインの検出と緩和機能が導入されています。この機能は、ネットワークで輻輳を
引き起こしている低速ドレインデバイスを検出することを可能にするさまざまな機能拡張を行

い、さらに輻輳回避も提供します。機能拡張は、主に低速ドレインデバイスに接続されるエッ

ジポートとコアポートにあります。これは、ISLの閉塞を引き起こしている低速ドレインデバ
イスが原因でフレームがエッジポートに残ることを最小限に抑えるために行われます。この閉

塞状態を回避するか、最小限に抑えるためには、ポートのフレームタイムアウトを短くするよ

うに設定できます。フレームタイムアウト値を小さくすることにより、エッジポートで実際

にタイムアウトになる時間より早くパケットがドロップされるため、ファブリックに影響する

低速ドレイン状態が軽減されます。この機能は、ISLのバッファ領域を解放し、低速ドレイン
状態が発生していない他の無関係なフローが使用できるようにします。Cisco UCS Managerリ
リース4.1は、この機能のサポートを Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに拡張
します。

ネットワークの輻輳を軽減するもう1つの方法は、ウォッチドッグタイマー機能を使用するこ
とです。これは、CiscoUCSManager 4.2以降のCiscoUCS6400シリーズファブリックインター
コネクトでサポートされます。ただし、スロードレイン機能とウォッチドッグタイマー機能

は相互に排他的です。

（注）

このリリースでは、低速ドレインの検出と緩和は、次のポートでサポートされます。

• FCoE

•バックプレーン

低速ドレインの設定

低速ドレインタイムアウトタイマーを設定する際に、使用可能な値のリストからタイムアウ

ト値を選択できます。カスタムのタイムアウト値を設定することはできません。
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• Cisco UCS Managerリリース 4.1(3a)では、500msのタイムアウト値で、FCoEポートでス
ロードレインタイムアウトタイマーがデフォルトで有効になっています。Cisco UCS
Managerリリース 4.2(1)以降、スロードレインタイムアウトタイマーは無効になり、
ウォッチドッグタイマーはデフォルトで有効になります。

•コア FCoEポートとエッジ FCoEポートのデフォルトタイムアウト値を変更するのは、現
在のデフォルトタイムアウト値によってトラフィックの負荷が高いときにパケットがド

ロップされる場合にのみ行うことをお勧めします。

•スロードレインとウォッチドッグタイマーは同時に使用できません。そうしようとする
と、エラーが発生します。

Note

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 UCS Manager 4.2.1以降では [QoSシステムクラス（QoS System Class）]エントリをクリック
します。それよりも前のリリースでは、[QoS]エントリに移動し、クリックして [作業（Work）]
ペインに移動します

ステップ 4 [Work]ペインで [QoS]タブをクリックします。

ステップ 5 [Configure Slow Drain]をクリックします。

ステップ 6 表示される [Configure Slow Drain Timers]ダイアログボックスで、次のフィールドを設定しま
す。

説明名前

低速ドレインタイマーが FCoEポートで有効
になっているかどうか。

•無効:低速ドレインタイマーの設定が無効
になっています。これは、以前の Cisco
UCSManagerバージョン、リリース4.1(3a)
までのデフォルトのオプションです。

•有効:低速ドレインタイマーの設定が有効
になっています。Cisco UCS Manager、リ
リース 4.1(3a)以降、これがデフォルトの
オプションです。

FCoEポートラジオボタン
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説明名前

コア FCoEポートのフレームタイムアウトま
でのミリ秒 (ms)の時間。次のいずれかの値を
選択できます。

• 100

• 200

• 300

• 400

• 500—これはデフォルト値です

• 600

• 700

• 800

• 900

• 1000

コア FCoEポート (ms)ドロップダウンリスト

エッジ FCoEポートのフレームタイムアウト
までのミリ秒 (ms)の時間。次のいずれかの値
を選択できます。

• 100

• 200

• 300

• 400

• 500—これはデフォルト値です

• 600

• 700

• 800

• 900

• 1000

エッジ FCoEポート (ms)ドロップダウンリス
ト

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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低速ドレイン条件を修正します。

低速ドレイン条件の修正は、「slow-drain」のために「error-disabled」状態に指定されている
ポートでのみ動作します。

Procedure

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

ステップ 2 [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）] > [シャーシ番号（Chassis Number）] > [IOモ
ジュール（IO Modules）]の順に展開します。

ステップ 3 error-disabled状態になっているバックプレーンのポートを回復する I/Oモジュールを選択し
ます。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Correct Slow Drain Condition]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ウォッチドッグタイマーの設定

ウォッチドッグタイマー

Cisco UCSManager 4.2は、PFCモードが有効になっているスイッチポートを備えた Cisco 6400
シリーズファブリックインターコネクトでウォッチドッグタイマー機能をサポートします。

Class Based FlowControl（CBFC）または Per Priority Pause（PPP）とも呼ばれるプライオリティ
フロー制御（PFC）は、輻輳が原因でのフレーム損失を防ぐメカニズムです。PFCはサービス
クラス（CoS）ごとに運用されます。PFCストームは、故障したNICまたはスイッチからネッ
トワーク内で発生することがあります。この場合、PFCフレームがすべての送信者に伝播され
ます。これにより、ネットワークトラフィックが完全に停止する可能性があります。PFCス
トームを軽減するためには、PFCウォッチドッグを使用できます。PFCウォッチドッグ間隔
は、no-dropキュー内のパケットが指定された時間内にドレインされているかどうかを検出す
るように設定します。パケットが設定された期間よりも長くバッファに存在する場合、その期

間が経過すると、ドレーンされていないPFCキューと一致するすべての発信パケットがドロッ
プされます。

ウォッチドッグタイマーの使用とスロードレインオンは、相互に排他的なオプションです。

スロードレインまたはウォッチドッグタイマーのいずれかを有効にできますが、両方を有効

にすることはできません。Cisco UCS Managerリリース 4.2(1)以降、スロードレインタイムア
ウトタイマーは無効になり、ウォッチドッグタイマーはデフォルトで有効になります。デフォ

ルトのウォッチドッグ間隔は 500で、シャットダウン乗数は 1です。
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ウォッチドッグタイマーの設定

ウォッチドッグタイマーは、スロードレインと組み合わせて使用することはできません。

始める前に

スロードレインが以前に使用されていた場合は、スロードレインを無効にします。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 ファブリックインターコネクトを選択し、[QoSシステムクラス（QoS System Class）]をク
リックします。

ステップ 4 [全般（General）]タブで、[ウォッチドッグタイマーの構成（Configure Watchdog Timers）]
をクリックします。

ステップ 5 [WDタイマーの設定（Configure WD Timers）]ウィンドウで [オン（On）]（[WD管理状態
（WD admin state）]）をクリックして、すべてのインターフェイスの PFCウォッチドッグイ
ンターバルをグローバルに有効にしてから、100～ 1000ミリ秒のウォッチドッグインターバ
ルと、1～ 10のシャットダウン乗数を選択します。

デフォルトのウォッチドッグ間隔は 500で、デフォルトのシャットダウン乗数は 1です。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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第 9 章

アップストリーム分離レイヤ2ネットワー
ク

•アップストリーム分離レイヤ 2ネットワーク（155ページ）
•アップストリーム分離 L2ネットワークの設定に関するガイドライン（156ページ）
•アップストリーム分離 L2ネットワークのピン接続の考慮事項（158ページ）
•アップストリーム分離 L2ネットワーク用の Cisco UCSの設定（160ページ）
•アップストリーム分離 L2ネットワークに VLANを作成（161ページ）
• VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て（162ページ）
• VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの表示（163ページ）
• VLANからのポートおよびポートチャネルの削除（164ページ）

アップストリーム分離レイヤ 2ネットワーク
接続はしないものの、同一のCiscoUCSドメイン内に存在するサーバや仮想マシンがアクセス
する必要がある 2つ以上のイーサネットクラウドがある場合、レイヤ 2ネットワークのアップ
ストリーム分離（分離L2ネットワーク）が必要です。たとえば、次のいずれかが必要な場合、
分離 L2ネットワークを設定できます。

•パブリックネットワークおよびバックアップネットワークにアクセスするサーバまたは
仮想マシン

•マルチテナントシステムでは、同じ Cisco UCSドメイン内に複数のカスタマー用のサー
バまたは仮想マシンが存在しており、それらは両方のカスタマーのために L2ネットワー
クにアクセスする必要があります。
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デフォルトでは、Cisco UCS内のデータトラフィックは相互包含の原則で動作します。VLAN
およびアップストリームネットワークへのトラフィックはすべて、すべてのアップリンクポー

トとポートチャネルで伝送されます。アップストリーム分離レイヤ2ネットワークをサポート
していないリリースからアップグレードする場合は、VLANに適切なアップリンクインター
フェイスを割り当てる必要があります。これを行わないと、VLANへのトラフィックがすべて
のアップリンクポートとポートチャネルに流れ続けます。

（注）

分離L2ネットワークのコンフィギュレーションは、選択的排除の原則で動作します。分離ネッ
トワークの一部として指定された VLANへのトラフィックは、その VLANに特別に割り当て
られたポートチャネルまたはアップリンクイーサネットポートだけを移動でき、他のすべて

のアップリンクポートおよびポートチャネルから選択的に除外されます。ただし、アップリ

ンクイーサネットポートまたはポートチャネルが特別に割り当てられていないVLANへのト
ラフィックは、分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するものを含め、すべてのアッ
プリンクポートまたはポートチャネルを移動できます。

Cisco UCSでは、VLANがアップストリームの分離 L2ネットワークを表します。分離 L2ネッ
トワーク向けのネットワークトポロジを設計する際は、アップリンクインターフェイスを

VLANに割り当て、逆にならないようにする必要があります。

サポートされているアップストリーム分離L2ネットワークの最大数については、『Cisco UCS
Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide』を参照してください。

アップストリーム分離L2ネットワークの設定に関するガ
イドライン

アップストリーム分離L2ネットワークの設定を計画する際は、次の事項を考慮してください。

イーサネットスイッチングモードはエンドホストモードでなければならない

Cisco UCSは、ファブリックインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがエンド
ホストモードに設定された場合にのみ、分離 L2ネットワークをサポートします。ファブリッ
クインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがスイッチモードの場合、分離 L2
ネットワークに接続できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ用
に設定されている場合は、両方のファブリックインターコネクトに同じ VLANセットを設定
することを推奨します。
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VLANの有効基準はアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで同一

分離 L2ネットワークで使用する VLANは、アップリンクイーサネットポートまたはアップ
リンクイーサネットポートチャネル用に設定して、割り当てる必要があります。ポートまた

はポートチャネルに VLANが含まれていない場合、Cisco UCS Managerは VLANが無効であ
ると見なし、次の作業を行います。

•サーバの [Status Details]領域に設定に関する警告を表示します。

•ポートまたはポートチャネルの設定を無視し、その VLANのすべてのトラフィックをド
ロップします。

有効基準はアップリンクイーサネットポートとアップリンクイーサネットポートチャネルで

同一です。Cisco UCS Managerに差異はありません。
（注）

重複 VLANはサポート対象外

Cisco UCSは、分離 L2ネットワーク内の重複 VLANをサポートしません。各 VLANが 1つの
アップストリーム分離 L2ドメインだけに接続するようにする必要があります。

各 vNICは 1つの分離 L2ネットワークとのみ通信できる

1つの vNICは 1つの分離 L2ネットワークとのみ通信できます。サーバが複数の分離 L2ネッ
トワークと通信する必要がある場合は、それらのネットワークにそれぞれ vNICを設定する必
要があります。

複数の分離 L2ネットワークと通信するには、2つ以上の vNICをサポートする Cisco VICアダ
プタをサーバに搭載する必要があります。

アプライアンスポートにはアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルと同じ

VLANを設定する必要がある

分離 L2ネットワークと通信するアプライアンスポートは、最低 1個のアップリンクイーサ
ネットポートまたはポートチャネルが同じネットワーク内にあり、アプライアンスポートで

使用される VLANに割り当てられるようにする必要があります。Cisco UCS Managerがアプラ
イアンスポートのトラフィックを伝送するすべての VLANを含むアップリンクイーサネット
ポートまたはポートチャネルを識別できない場合、アプライアンスポートにはピン接続障害

が発生し、ダウン状態になります。

たとえば、Cisco UCSドメインには、IDが 500、名前が vlan500のグローバル VLANが含まれ
ています。vlan500はアップリンクイーサネットポートでグローバルVLANとして作成されま
す。ただし、CiscoUCSManagerはアプライアンスポートにこのVLANを伝播しません。vlan500
をアプライアンスポートに設定するには、IDが 500で vlan500という名前を持つ別の VLAN
をアプライアンスポートに作成する必要があります。この複製 VLANは、Cisco UCS Manager
GUIの [LAN]タブの [Appliances]ノード、または Cisco UCS Manager CLI内の eth-storageス
コープで作成できます。VLANの重複チェックを求めるプロンプトが表示されたら、重複を受
け入れると、Cisco UCS Managerは機器のポートの複製 VLANを作成します。
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デフォルトの VLAN 1はアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルで明示的に設
定できない

Cisco UCSManagerは、暗黙的にすべてのアップリンクポートおよびポートチャネルにデフォ
ルトVLAN 1を割り当てます。他のVLANを設定しない場合でも、Cisco UCSはデフォルトの
VLAN1を使用してすべてのアップリンクポートおよびポートチャネルへのデータトラフィッ
クを扱います。

Cisco UCSドメインの VLANの設定後、デフォルト VLAN 1はすべてのアップリンクポート
とポートチャネルとして暗黙的に残ります。デフォルトの VLAN 1は、アップリンクポート
やポートチャネルに明示的に割り当てることができず、それらから削除することもできませ

ん。

（注）

特定のポートまたはポートチャネルにデフォルト VLAN 1を割り当てようとすると、Cisco
UCS Managerは Update Failed障害を生成します。

したがって、Cisco UCSドメインに分離 L2ネットワークを設定する場合は、そのサーバへの
すべてのデータトラフィックをすべてのアップリンクイーサネットポートとポートチャネル

で伝送し、すべてのアップストリームネットワークに送信するのでない限り、どの vNICにも
デフォルト VLAN 1を設定しないでください。

両方の FIの VLANを同時に割り当てる必要がある

グローバル VLANにポートを割り当てると、両方のファブリックインターコネクトの VLAN
に明示的に割り当てられていないすべてのポートからVLANが削除されます。両方のFIのポー
トを同時に設定する必要があります。1番目の FIにのみポートを設定すると、2番目の FIの
トラフィックが中断されます。

アップストリーム分離L2ネットワークのピン接続の考慮
事項

アップストリーム分離 L2ネットワークと通信するには、ピン接続を適切に設定する必要があ
ります。ソフトピン接続またはハードピン接続のどちらを実装しているかにかかわらず、VLAN
メンバーシップが一致しないと、1つ以上の VLANのトラフィックがドロップされます。

ソフトピン接続

ソフトピン接続は Cisco UCSでのデフォルト動作です。ソフトピン接続を実装する場合は、
LANピングループを作成して vNICのピンターゲットを指定する必要はありません。代わり
に、Cisco UCS Managerは VLANメンバーシップ条件に応じて vNICをアップリンクイーサ
ネットポートまたはポートチャネルにピン接続します。

ソフトピン接続を使用すると、Cisco UCS Managerは vNICからすべてのアップリンクイーサ
ネットポートおよびポートチャネルのVLANメンバーシップに向けたデータトラフィックを
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検証します。分離 L2ネットワークを設定してある場合、Cisco UCS Managerは vNIC上のすべ
てのVLANに割り当てられたアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルを検出
できる必要があります。アップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルが vNICの
すべての VLANで設定されていない場合、Cisco UCS Managerは次の動作を実行します。

•リンクをダウンさせます。

• vNICのすべての VLANのトラフィックをドロップします。

•次のエラーを発生させます。

• Link Down

• VIF Down

Cisco UCS Managerは、VLAN設定についてのエラーや警告は発生させません。

たとえば、サーバ上のvNICにVLAN101、102、103が設定されているとします。インターフェ
イス 1/3がVLAN 102にだけ割り当てられています。インターフェイス 1/1および 1/2はVLAN
に明示的に割り当てられていないため、VLAN 101と 103のトラフィックで利用できます。こ
の設定の結果として、Cisco UCSドメインは vNICが設定された 3つの VLANすべてへのトラ
フィックを伝送可能な境界ポートインターフェイスを含みません。その結果、CiscoUCSManager
は vNICをダウンさせ、vNICの 3つのVLANすべてのトラフィックをドロップし、Link Down
および VIF Downエラーを発生させます。

ハードピン接続

ハードピン接続は、LANピングループを使用して、分離L2ネットワーク用のトラフィックに
ピン接続ターゲットを指定した場合に発生します。また、ピン接続ターゲットであるアップリ

ンクイーサネットポートやポートチャネルが、適切な分離 L2ネットワークと通信できるよ
うに設定されている必要があります。

ハードピン接続を使用すると、Cisco UCS Managerは vNICからすべてのアップリンクイーサ
ネットポートおよびポートチャネルのVLANメンバーシップに向けたデータトラフィックを
検証し、LANピングループ設定に VLANとアップリンクイーサネットポートまたはポート
チャネルが含まれているかどうかを検証します。検証がいずれかの時点で失敗した場合、Cisco
UCS Managerは次の動作を実行します。

•シビラティ（重大度）が「警告」の Pinning VLAN Mismatchエラーを発生させます。

• VLANへのトラフィックをドロップします。

•他の VLANへのトラフィックが継続して流れるようにするため、リンクはダウンさせま
せん。

たとえば、VLAN 177を使用するアップストリーム分離 L2ネットワークにハードピン接続を
設定する場合は、次の手順を実行します。

•分離L2ネットワークへのトラフィックを伝送するアップリンクイーサネットポートまた
はポートチャネルを持つ LANピングループを作成します。
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•サービスプロファイルで、VLAN 177と LANピングループを持つ少なくとも 1つの vNIC
を設定します。

• LANピングループに含まれるアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネル
に VLAN 177を割り当てます

この設定が前述の 3つのポイントのいずれかで失敗した場合、CiscoUCSManagerはVLAN177
へのVLANミスマッチについて警告し、そのVLANへのトラフィックだけをドロップします。

ソフトピン接続の設定が変更され、その結果、vNICVLANが分離L2アップリンクで解決され
なくなった場合は、警告ダイアログボックスが表示されます。警告ダイアログボックスでは、

設定の続行または取り消しを選択できます。不適切な設定を続行すると、サーバのトラフィッ

クパフォーマンスが低下します。

（注）

アップストリーム分離 L2ネットワーク用の Cisco UCSの
設定

アップストリーム分離 L2ネットワークと接続する Cisco UCSドメインを設定する場合、次の
すべてのステップを完了する必要があります。

始める前に

この設定を開始する前に、分離 L2ネットワーク設定をサポートするために、ファブリックイ
ンターコネクトのポートが適切にケーブル接続されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSがアップストリーム分離 L2
ネットワークと通信できるようにするた

イーサネットエンドホストモードの両

方のファブリックインターコネクトに

ステップ 1

めに、イーサネットスイッチングモー対しイーサネットスイッチングモード

を設定します。 ドはエンドホストモードである必要が

あります。

分離 L2ネットワークのトラフィックを
伝送するために必要なポートおよびポー

トチャネルを設定します。

ステップ 2

（任意）該当するアップリンクイーサ

ネットポートまたはポートチャネルの

ステップ 3

トラフィックをピン接続するために必要

な LANピングループを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

これらはネームド VLANまたはプライ
ベート VLANにすることができます。

1つ以上の VLANを作成します。ステップ 4

クラスタ設定では、両方のファブリック

インターコネクトからアクセスできる

VLANを作成することをお勧めします。
を参照してください。

このステップが完了すると、それらの

VLANのトラフィックは、割り当てられ
分離L2ネットワークのVLANに目的の
ポートまたはポートチャネルを割り当

てます。

ステップ 5

たポートまたはポートチャネル（また

はその両方）のトランクを介して送信さ

れます。

この設定は、1つ以上の vNICテンプ
レートを使用して完了させるか、サービ

分離 L2ネットワークと通信する必要が
あるすべてのサーバのサービスプロファ

ステップ 6

スプロファイルのネットワークオプイルに、正しい LAN接続設定が含まれ
ションを設定するときに完了させることていることを確認します。この設定に

ができます。vNICテンプレートおよびよって、vNICは適切な VLANにトラ
フィックを送信できるようになります。 サービスプロファイルの詳細について

は、『Cisco UCS Manager Storage
Management Guide』を参照してくださ
い。

アップストリーム分離 L2ネットワークに VLANを作成
アップストリーム分離 L2ネットワークの場合、VLANマネージャで VLANを作成することを
推奨します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。

任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのす
べての VLANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーで、[+]をクリックします。
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[+]アイコンが無効になっている場合、テーブルのいずれかのエントリをクリックして、有効
にします。

ステップ 6 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドを指定し、[OK]をクリックします。

IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。この範囲のVLAN IDは予約されています。プ
ライベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 7 さらに VLANを作成するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

次のタスク

VLANにポートおよびポートチャネルを割り当てます。

VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。

任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのす
べての VLANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいず

れかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、
ポートチャネル、および VLANを表示します。

ファブリック A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、
ポートチャネル、および VLANを表示します。

ファブリック B

ステップ 6 [ポートおよびポートチャネル（Ports and Port Channels）]テーブルで、次の手順を実行しま
す。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを VLANに割り当てるには、[Port Channels]
ノードを展開し、VLANに割り当てるポートチャネルをクリックします。
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•アップリンクイーサネットポートを VLANに割り当てるには、[Uplink Interfaces]ノード
を展開し、VLANに割り当てるポートをクリックします。

Ctrlキーを押したまま複数のポートまたはポートチャネルをクリックすることで、それらを
同じ VLANまたは VLANセットに割り当てることができます。

ステップ 7 [VLANs]テーブルで、必要に応じて該当するノードを展開し、ポートまたはポートチャネル
を割り当てる VLANをクリックします。

同じポートセット、ポートチャネル、またはその両方を複数の VLANに割り当てる場合、
Ctrlキーを押したまま複数の VLANをクリックできます。

ステップ 8 [VLAN/VLANグループへの追加（Add to VLAN/VLAN Group）]ボタンをクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 10 同じファブリックの VLANに追加のポートまたはポートチャネルを割り当てるには、ステッ
プ 6、7、および 8を繰り返します。

ステップ 11 別のファブリックの VLANに追加のポートまたはポートチャネルを割り当てるには、ステッ
プ 5～ 8を繰り返します。

ハイアベイラビリティのために Cisco UCSドメインに 2つのファブリックインターコネクト
が設定されている場合、両方のファブリックインターコネクトで同じ VLANセットを作成す
ることを推奨します。

ステップ 12 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 13 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じ
るには、[OK]をクリックします。

ポートまたはポートチャネルを 1つ以上の VLANに割り当てると、他のすべての VLANから
削除されます。

VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの
表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
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任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのす
べての VLANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいず
れかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、
ポートチャネル、および VLANを表示します。

ファブリック A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、
ポートチャネル、および VLANを表示します。

ファブリック B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、割り当て済みのポートまたはポートチャネ
ルを表示する VLANを展開します。

VLANからのポートおよびポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。

任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのす
べての VLANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいず

れかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、
ポートチャネル、および VLANを表示します。

ファブリック A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、
ポートチャネル、および VLANを表示します。

ファブリック B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、ポートまたはポートチャネルを削除する
VLANを展開します。
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ステップ 7 VLANから削除するポートまたはポートチャネルをクリックします。

Ctrlキーを押しながら、複数のポートまたはポートチャネルをクリックします。

ステップ 8 [Remove from VLAN/VLAN Group]ボタンをクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 10 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じ
るには、[OK]をクリックします。

すべてのポートまたはポートチャネルインターフェイスを VLANから削除する
と、VLANはデフォルトの動作に戻り、その VLAN上のデータトラフィックはす
べてのアップリンクポートとポートチャネル上で伝送されます。CiscoUCSドメイ
ンの設定によっては、このデフォルト動作により Cisco UCS Managerがその VLAN
のトラフィックをドロップすることがあります。これを避けるには、少なくとも 1
つのインターフェイスを VLANに割り当てるか、VLANを削除することをお勧め
します。

重要
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第 10 章

ネットワーク関連ポリシー

• vNICテンプレートの設定（167ページ）
•アダプタポリシーの設定（176ページ）
•デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定（200ページ）
• LAN接続ポリシーの設定（201ページ）
•ネットワーク制御ポリシーの設定（208ページ）
•マルチキャストポリシーの設定（212ページ）
• LACPポリシーの設定（214ページ）
• UDLDリンクポリシーの設定（216ページ）
• VMQおよび VMMQ接続ポリシーの設定（221ページ）
• NetQueue（234ページ）

vNICテンプレートの設定

vNICテンプレート
vNIC LAN接続ポリシーは、サーバ上の vNICが LANに接続する方法を定義します。

vNICテンプレートを作成する際に、Cisco UCS Managerでは正しい設定で VM-FEXポートプ
ロファイルが自動作成されません。VM-FEXポートプロファイルを作成するには、vNICテン
プレートのターゲットを VMとして設定する必要があります。このポリシーを有効にするに
は、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要があります。

vNICテンプレートの作成時には、個々のVLANだけでなくVLANグループも選択できます。
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サーバに 2つの Emulex NICまたは QLogic NIC（Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは 2012年 1月
31日に廃止された）がある場合は、両方のNICにユーザ定義のMACアドレスが取得されるよ
うに、サービスプロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。
両方の NICのポリシーを設定しない場合でも、Windowsは PCIバスで両方の NICを引き続き
検出します。ただし、2番目のイーサネットインターフェイスがサービスプロファイルに含ま
れていないため、WindowsはそれにハードウェアMACアドレスを割り当てます。その後で
サービスプロファイルを異なるサーバに移動すると、Windowsによって追加の NICが検出さ
れますが、これは 1つの NICでユーザ定義のMACアドレスが取得されなかったためです。

Note

vNICテンプレートの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [General]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）テン
プレートの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .
（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス

ペースは使用できません。また、オブジェクトが保存され

た後に、この名前を変更することはできません。

[名前（Name）]フィールド

テンプレートのユーザー定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはス
ペースを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記
号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または'（一重引用符）は使用でき
ません。

[Description]フィールド

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコ

ネクトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できな

い場合に、このテンプレートから作成された vNICから第
2のファブリックインターコネクトにアクセスできるよう
にするには、[EnableFailover]チェックボックスをオンにし
ます。

次の状況下では、vNICファブリックフェール
オーバーを有効化しないでください。

（注）

• CiscoUCSドメインがイーサネットスイッ
チモードで動作している場合、そのモード

では vNICファブリックフェールオーバー
がサポートされません。1つのファブリッ
クインターコネクト上のすべてのイーサ

ネットアップリンクで障害が発生している

場合、vNICは他へフェールオーバーしま
せん。

• Cisco UCS 82598KR-CI 10-Gigabit Ethernet
Adapterなど、ファブリックフェールオー
バーをサポートしないアダプタがあるサー

バに、このテンプレートから作成された 1
つ以上の vNICを関連付ける予定である場
合。その場合、サービスプロファイルを

サーバに関連付けるときに、Cisco UCS
Managerにより設定エラーが生成されます。

[ファブリック ID（Fabric
ID）]フィールド
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説明名前

選択した [Redundancy Type]は、vNIC/HBAの冗長性ペアを
使用して、ファブリックフェールオーバーを開始します。

• [Primary Template]：セカンダリテンプレートと共有可
能な設定を作成します。プライマリテンプレートでの

その他の共有される変更は、セカンダリテンプレート

に自動的に同期されます。

• [Secondary Template]：

すべての共有される構成は、プライマリテンプレート

から継承されます。

• [No Redundancy]：

レガシー vNIC/vHBAテンプレートの動作です。冗長
性を使用しない場合、このオプションを選択します。

[冗長タイプ（Redundancy
Type）]

このテンプレートから作成された vNICに可能なターゲッ
トのリスト。選択したターゲットによって、Cisco UCS
Managerが、vNICテンプレートの適切な設定を使用して、
自動的に VM-FEXポートプロファイルを作成するかどう
かが決まります。次のいずれかになります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。
このオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロ
ファイルが作成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用されます。
このオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロ
ファイルが作成されます。

[Target]リストボックス

• [初期テンプレート（Initial Template）]：テンプレート
が変更された場合、そのテンプレートから作成された

vNICはアップデートされません。

• [UpdatingTemplate]：テンプレートが変更された場合、
このテンプレートから作成された vNICはアップデー
トされます。

[Template Type]フィールド

b) [VLANs]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てる VLANをテーブル
を使用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。
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説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスを
オンにします。

VLANを同じ vNICに割り当てることはできま
せん。

（注）

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブ VLANとして指定するに
は、このカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

c) [VLANGoups]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てるVLANをテー
ブルを使用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。

説明名前

使用する VLANグループごとに、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

[Select]カラム

VLANグループの名前[Name]カラム

d) [Policies]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

次のいずれかのオプションになります。

• [vNIC Name]

：CDN名としてvNICインスタンスのvNICテンプレー
ト名を使用します。これがデフォルトのオプションで

す。

• User Defined

：vNICテンプレートのユーザ定義 CDN名を入力する
ための [CDN Name]フィールドが表示されます。

ConsistentDeviceNaming（CDN）の詳細については、『Cisco
UCS Manager Server Management Guide』を参照してくださ
い。

[CDN Source]フィールド
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説明名前

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
される最大伝送単位、つまりパケットサイズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

vNICテンプレートに QoSポリシーが関連付け
られている場合、ここで指定されたMTUは、
関連付けられている QoSシステムクラスで指
定されたMTU以下であることが必要です。こ
のMTU値が QoSシステムクラスのMTU値を
超えている場合、データ転送中にパケットがド

ロップされる可能性があります。

VIC 1400シリーズアダプタについては、ホス
トインターフェイス設定から、vNICのMTU
サイズを変更できます。オーバーレイネット

ワークが設定されている場合は、新しい値が関

連付けられている QoSシステムクラスで指定
されたMTU以下であるか、データ送信中にパ
ケットがドロップする可能性があることを確認

します。

（注）

[MTU]フィールド

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
されるMACアドレスプール。

[MAC Pool]ドロップダウン
リスト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
されるサービスポリシーの品質。

[QoS Policy]ドロップダウン
リスト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
されるネットワーク制御ポリシー。

[Network Control Policy]ド
ロップダウンリスト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
される LANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウン
リスト

このvNICテンプレートから作成されたvNICによって使用
される統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ド
ロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

vNICテンプレートをサービスプロファイルに含めます。
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vNICテンプレートペアの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。[LAN]タブで、[LAN] > [Policies]の順に
展開します。

ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられて
いない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。[Create vNIC
Template]ダイアログボックスで、[Name]と [Description]を入力し、テンプレートの [Fabric ID]
を選択します。

ステップ 4 [Redundancy Type]で、[Primary]、[Secondary]、または [No Redundancy]を選択します。以下の
冗長タイプの説明を参照してください。

ステップ 5 [Peer RedundancyTemplate]を選択し、対応する [Primary]または [Secondary]の冗長性テンプレー
トの名前を入力し、[Primary]または [Secondary]の冗長性テンプレートからテンプレートペア
リングを実行します。

• [Primary]：セカンダリテンプレートと共有可能な構成を作成します。プライマリテンプ
レートでのその他の共有される変更は、セカンダリテンプレートに自動的に同期されま

す。

• [VLANS]

• [Template Type]

• [MTU]

• [Network Control Policies]

• [Connection Policies]

• QoS Policy

• [Stats Threshold Policy]

次に、共有されない構成を示します。

• Fabric ID

ファブリック IDは相互に排他的である必要があります。プライマリテン
プレートをファブリック Aに割り当てると、プライマリテンプレートと
の同期の一環として、ファブリック Bがセカンダリテンプレートに自動
的に割り当てられます。

（注）

• [CDN Source]

• [MAC Pool]

• Description

• [Pin Group Policy]
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• [Secondary]：

すべての共有される構成は、プライマリテンプレートから継承されます。

• [No Redundancy]：

レガシー vNICテンプレートの動作です。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

vNIC冗長性テンプレートペアを作成すると、この冗長性テンプレートペアを使用して、同じ
組織または下部組織内のサービスプロファイルに冗長性 vNICペアを作成できます。

vNICテンプレートペアの取り消し
[Primary]または [Secondary]テンプレートにピアテンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template]を変更して vNICテンプレートペアを取り消すことができます。vNICテ
ンプレートペアを取り消すと、対応する vNICペアも取り消されます。

手順

[Peer Redundancy Template]ドロップダウンリストから [not set]を選択し、テンプレートペアリ
ングの実行に使用される [Primary]または [Secondary]冗長性テンプレート間のペアリングを取
り消します。また、[Redundancy Type]で [None]を選択し、ペアリングを取り消すこともでき
ます。

ペアの1つのテンプレートを削除すると、そのペアのもう一方のテンプレートも削
除するように要求されます。このペアのもう一方のテンプレートを削除しないと、

そのテンプレートはピア参照をリセットし、冗長性タイプを保持します。

（注）

vNICテンプレートへの vNICのバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vNICを vNICテンプレートにバインドすることがで
きます。vNICを vNICテンプレートにバインドした場合、Cisco UCSManagerにより、vNICテ
ンプレートに定義された値を使って vNICが設定されます。既存の vNIC設定が vNICテンプ
レートに一致しない場合、Cisco UCSManagerにより、vNICが再設定されます。バインドされ
た vNICの設定は、関連付けられた vNICテンプレートを使用してのみ変更できます。vNICを
含むサービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバインドされてい

る場合、vNICを vNICテンプレートにバインドできません。
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再設定されている vNICをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

ステップ 2 [サーバ] > [サービスプロファイル]を展開します。

ステップ 3 vNICとバインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 テンプレートにバインドする vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [vNIC Template]ドロップダウンリストから、vNICをバインドするテンプレートを選択し
ます。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vNIC
の再設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があること
を確認します。

vNICテンプレートからの vNICのバインド解除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

ステップ 2 [サーバ] > [サービスプロファイル]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vNICを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展
開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

vNICテンプレートの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [vNIC Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

アダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を

制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できま

す。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCSManagerでは、より大きな最大 LUNの値をサポートしてい
ます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可された最大値は 512、1024、および 2048
です。Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコマ
ンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理ミ
ニポートに20、仮想ミニポートに250を設定します。この設定により、アダプタのすべて
の LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デフォル
トの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン 3.1(2)以
降でのみ使用できます。このパラメータは、FCイニシエータにのみ適用されます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

Note

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプ
タポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオ

ペレーティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムは

これらのポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設

定を要求します。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更しな

いでください。

ただし、（デフォルトのアダプタポリシーを使用する代わりに）OSのイーサネットアダプタ
ポリシーを作成する場合は、次の式を使用してその OSで動作する値を計算する必要がありま
す。

UCSファームウェアに応じて、ドライバの割り込み計算は異なる可能性があります。新しい
UCSファームウェアは、以前のバージョンとは異なる計算を使用します。Linuxオペレーティ
ングシステムの後のドライバリリースバージョンでは、割り込みカウントを計算するために

別の式が使用されるようになっていることに注意してください。この式で、割り込みカウント

は送信キューまたは受信キューのどちらかの最大数 +2になります。

Important

Linuxアダプタポリシーの割り込みカウント

Linuxオペレーティングシステムのドライバは、異なる計算式を使用して、eNICドライバ
バージョンに基づき割り込みカウントを計算します。UCS 3.2リリースは、それぞれ 8～ 256
まで eNICドライバの Txと Rxキューの数を増加しました。

ドライバのバージョンに応じて、次のストラテジーのいずれかを使用します。

UCS 3.2ファームウェアリリースより前の Linuxドライバは、次の計算式を使用して、割り込
みカウントを計算します。

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

UCSファームウェアリリース 3.2以上のドライバでは、Linux eNICドライバは次の計算式を使
用して、割り込みカウントを計算します。

Interrupt Count = (#Tx or Rx Queues) + 2

次に例を示します。

割り込みカウント wq = 32、rq = 32、cq = 64 -割り込みカウント =最大(32、 32) + 2 = 34
割り込みカウント wq = 64、rq = 8、cq = 72 –割り込みカウント =最大(64, 8) + 2 = 66
割り込みカウント wq = 1、rq = 16、cq = 17 -割り込みカウント =最大(1、16) + 2 = 18

Windowsアダプタでの割り込みカウントポリシー

Windows OSの場合、VIC 1400シリーズ以降のアダプタのUCSManagerで推奨されるアダプタ
ポリシーはWin-HPNであり、RDMAが使用されている場合、推奨されるポリシーは
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Win-HPN-SMBです。VIC 1400シリーズ以降のアダプタの場合、推奨される割り込み値の設定
は 512であり、Windows VICドライバが必要な数の割り込みを割り当てます。

VIC 1300および VIC 1200シリーズアダプタの場合、推奨される UCS Managerアダプタポリ
シーはWindowsであり、割り込みは TX + RX + 2で、最も近い 2の累乗に丸められます。サ
ポートされるWindowsキューの最大数は、Rxキューの場合は 8、Txキューの場合は 1です。

VIC 1200および VIC 1300シリーズアダプタの例:

Tx = 1、Rx = 4、CQ = 5、割り込み = 8 (1 + 4は最も近い 2のべき乗に丸められます)、RSSを有
効にする

VIC 1400シリーズ以降のアダプタの例：

Tx = 1、Rx = 4、CQ = 5、割り込み = 512、RSSを有効にする

ファイバチャネルを使用したファブリック上の NVMe

NVMExpress (NVMe)インターフェイスは、不揮発性メモリサブシステムとの通信にホストソ
フトウェアを使用できます。このインターフェイスは、PCIExpress (PCIe)インターフェイスに
は通常、登録レベルインターフェイスとして添付されているエンタープライズ不揮発性スト

レージが最適化されます。

ファイバチャネル (FC-NVMe)を使用したファブリック上の NVMeでは、ファイバチャネル
NVMeインターフェイスに適用するためのマッピングプロトコルを定義します。このプロト
コルは、ファイバチャネルファブリック NVMeによって定義されたサービスを実行するファ
イバチャネルサービスと指定した情報単位 (IUs)を使用する方法を定義します。NVMeイニシ
エータにアクセスでき、ファイバチャネル経由で情報を NVMeターゲットに転送します。

FC NVMeでは、ファイバチャネルおよび NVMeの利点を組み合わせた。柔軟性と NVMeの
パフォーマンスが向上し、共有ストレージアーキテクチャのスケーラビリティを取得します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0（2）には、UCS VIC 1400シリーズアダプタのファイバチャ
ネルを使用したファブリック上の NVMeがサポートされています。

Cisco UCS Managerでは、事前設定されているアダプタポリシーのリストで、推奨される
FC-NVMeアダプタポリシーを提供します。新しい FC-NVMeアダプタポリシーを作成するに
は、ファイバチャネルアダプタポリシーの作成セクションの手順に従います。

RDMAを使用したファブリック上の NVMe

ファブリック上の NVMe (NVMeoF)は、あるコンピュータが別のコンピュータで使用可能な
NVMeネームスペースにアクセスできる通信プロトコルです。NVMeoFは NVMeに似ていま
すが、NVMeoFストレージデバイスの使用に関連するネットワーク関連の手順が異なります。
NVMeoFストレージデバイスを検出、接続、および接続解除するためのコマンドは、Linuxに
記載されているnvmeユーティリティに統合されています。

Ciscoがサポートする NVMeoFは、コンバージドイーサネットバージョン 2 (RoCEv2)上の
RDMAです。RoCEv2は、UDPを介して動作するファブリックプロトコルです。ドロップな
しポリシーが必要です。

eNIC RDMAドライバは eNICドライバと連携して動作します。これは、NVMeoFを設定する
ときに最初にロードする必要があります。
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CiscoUCSManagerには、NVMeRoCEv2インターフェイスを作成するためのデフォルトのLinux
NVMe-RoCEアダプタポリシーが用意されています。デフォルトのLinuxアダプタポリシーは
使用しないでください。NVMeoFの RoCEv2の設定の詳細については、コンバージドイーサ
ネット (RoCE) v2上の RDMA向け Cisco UCS Manager設定ガイドを参照してください。

RDMAを使用するNVMeoFは、CiscoUCSVIC 1400シリーズアダプタを搭載したM5Bシリー
ズまたは Cシリーズサーバでサポートされています。

Accelerated Receive Flow Steering

Accelerated Receive Flow Steering（ARFS）は、ハードウェアによる受信フローステアリング
で、CPUデータキャッシュヒット率を向上させることができます。これは、カーネルレベル
のパケット処理を、そのパケットを消費するアプリケーションスレッドが動作している CPU
に誘導することによって行います。

ARFSを使用すると、CPU効率の向上とトラフィック遅延の短縮が可能になります。CPUの各
受信キューには、割り込みが関連付けられています。割り込みサービスルーチン（ISR）は、
CPUで実行するよう設定できます。ISRにより、パケットは受信キューから現在のいずれかの
CPUのバックログに移動されます。パケットは、ここで後から処理されます。アプリケーショ
ンがこの CPUで実行されていない場合、CPUはローカル以外のメモリにパケットをコピーす
る必要があり、これにより遅延が増加します。ARFSでは、このパケットの流れをアプリケー
ションが実行されている CPUの受信キューに移動することによって、この遅延を短縮できま
す。

ARFSはデフォルトでは無効であり、Cisco UCSManagerを使用して有効にできます。ARFSを
設定するには、次の手順を実行します。

1. ARFSを有効にしたアダプタポリシーを作成します。

2. アダプタポリシーをサービスプロファイルと関連付けます。

3. ホスト上で ARFSを有効にします。

1. Interrupt Request Queue（IRQ）のバランスをオフにします。

2. IRQを別の CPUと関連付けます。

3. ethtoolを使用して ntupleを有効にします。

Accelerated Receive Flow Steeringのガイドラインと制約事項

• ARFSでは vNICごとに 64フィルタをサポート

• ARFSは次のアダプタでサポートされています。

• Cisco UCS VIC 1200シリーズ

• Cisco UCS VIC 1300シリーズ

• Cisco UCS VIC 1400シリーズ

• ARFSは次のオペレーティングシステムでサポートされています。
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• Red Hat Enterprise Linux 6.5以上のバージョン

• Red Hat Enterprise Linux 7.0以上のバージョン

• Red Hat Enterprise Linux 8.0以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 12 SP1

• SUSE Linux Enterprise Server 15以上のバージョン

• Ubuntu 14.04.2以上のバージョン

割り込み調停

アダプタは、通常、ホスト CPUが処理する必要のある割り込みを大量に生成します。割り込
み調停は、ホスト CPUで処理される割り込みの数を削減します。これは、設定可能な調停間
隔に同じイベントが複数発生した場合にホストの中断を1回だけにすることで実現されます。

受信動作の割り込み調停を有効にした場合、アダプタは引き続きパケットを受信しますが、ホ

スト CPUは各パケットの割り込みをすぐには受信しません。調停タイマーは、アダプタが最
初のパケットを受信すると開始します。設定された調停間隔がタイムアウトすると、アダプタ

はその間隔の中で受信した複数のパケットで1つの割り込みを生成します。ホストのNICドラ
イバは、受信した複数のパケットを処理します。生成される割り込み数が削減されるため、コ

ンテキストスイッチのホスト CPUが消費する時間が短縮されます。つまり、CPUでパケット
を処理する時間が増加することになり、結果としてスループットと遅延が改善されます。

適応型割り込み調停

調停間隔が原因で、受信パケットの処理によって遅延が増加します。パケットレートの低い小

さなパケットの場合は、この遅延が増加します。遅延のこの増加を避けるため、ドライバは通

過するトラフィックのパターンに適応し、サーバからの応答が向上するよう割り込み調停間隔

を調整することができます。

適応型割り込み調停（AIC）は、電子メールサーバ、データベースサーバ、LDAPサーバな
ど、コネクション型の低リンク使用率のシナリオで最も効果的です。ラインレートトラフィッ

クには適しません。

適応型割り込み調停のガイドラインと制約事項

•リンク使用率が 80 %を超えている場合、適応型割り込み調停（AIC）による遅延の低減
効果はありません。

• AICを有効化すると静的調停は無効になります。

• AICがサポートされるのは、次のオペレーティングシステムだけです。

• Red Hat Enterprise Linux 6.4以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2以上のバージョン
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• XenServer 6.5以上のバージョン

• Ubuntu 14.04.2以上のバージョン

コンバージドイーサネット上の RDMAの概要

リモートダイレクトメモリアクセス (RDMA)は、サーバからの直接的なデータ交換を有効に
することによって、パフォーマンスを向上させます。RDMAのNVMe on Ethernet (NVMeoF)サ
ポートにより、別のコンピュータの NVMeネームスペースへのアクセスが高速になります。
RDMA Over Converged Ethernet（RoCE）は、イーサネットネットワーク越しのダイレクトメ
モリアクセスを実現します。RoCEはリンク層プロトコルであるため、同じイーサネットブ
ロードキャストドメインにある任意の 2ホスト間の通信を可能にします。RoCEは、低遅延、
低CPU使用率、およびネットワーク帯域幅使用率の高さによって、従来のネットワークソケッ
ト実装と比較して優れたパフォーマンスを提供します。Windows 2012 R2以降のバージョンで
は、SMBファイル共有とライブマイグレーションのパフォーマンスを高速化して向上させる
ために RDMAが使用されます。

Cisco UCS Manager Microsoft SMBダイレクトの RoCEをサポートしています。イーサネット
アダプタポリシーを作成または変更しながら追加の設定情報がアダプタに送信されます。基本

的な RoCEは RoCEバージョン 1（RoCEv1）とも呼ばれ、UCS Manager 2.2(4b)から 4.1(1a)ま
での UCS Managerリリースでサポートされています。

Cisco UCS Manager 4.1(1a)以降のリリースでは、RoCEv2プロトコルが使用されています。

コンバージドイーサネット上の RDMA

RDMA上のコンバージドイーサネットバージョン 2 (RoCEv2)上の RDMAはインターネット
層プロトコルであり、これはRoCEv2パケットをルーティングできることを意味します。RoCEv2
は、イーサネットを介して Infiniband (IB)トランスポートパケットをカプセル化することによ
り、ネットワーク経由の直接メモリアクセスを可能にします。

RoCEv2プロトコルは、UDP/IPv4または UDP/IPv6プロトコルのいずれかの上に存在します。
UDP宛先ポート番号4791は、RoCEv2用に予約されています。RoCEv2パケットはルーティン
グ可能であるため、RoCEv2プロトコルはルーティング可能な RoCEとも呼ばれます。

RoCEv2は、Windows、Linux、および ESXiプラットフォームでサポートされています。

RDMA overコンバージドイーサネット (RoCE) v2を使用してWindowsで SMBダイレクト
サポートを使用するためのガイドライン

一般的なガイドラインと制限事項

• Cisco UCS Managerリリース 4.1.x以降の場合、RoCEv2を搭載したMicrosoft SMBダイレ
クトは、Microsoft Windows Server 2019以降でサポートされています。Windows Serverリ
リースに対し、Microsoftからのすべての KB更新を使用することを推奨します。
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RoCEv2はMicrosoft Windowsサーバ 2016ではサポートされてい
ません。

（注）

• Ciscoでは、UCSManagerリリースに特有のUCSハードウェアおよびソフトウェア互換性
を確認して、Microsoft Windowsで RoCEv2を使用したMicrosoft SMBダイレクトのサポー
トを決定することをお勧めします。

• RoCEv2を使用したMicrosoft SMBダイレクトは、第 4世代のCisco UCS VIC 1400シリー
ズと 15000シリーズアダプタでのみサポートされています。UCS VIC 1200シリーズおよ
び 1300シリーズアダプタではサポートされていません。RoCEv2を使用した SMBダイレ
クトは、すべての UCSファブリックインターコネクトでサポートされています。

RoCEv1は、第 4世代 Cisco UCS VIC 1400シリーズアダプタまた
は、第 5世代では Cisco UCS VIC 15000アダプタサポートされて
いません。

（注）

• Ciscoのアダプタ間では、RoCEv2設定がサポートされています。シスコのアダプタとサー
ドパーティ製のアダプタ間の相互運用性はサポートされていません。

• RoCEv2は、アダプタごとに 2個の RoCEv2対応 vNICと、アダプタインターフェイスご
とに4個の仮想ポートをサポートします。これは、セットスイッチ設定とは無関係です。

• RoCEv2は、NVGRE、NetFlow、およびVMQ機能と同じ vNICインターフェイスでは使用
できません。

• RoCEv2は usNICでは使用できません。

• RoCEv2対応の vNICインターフェイスでは、UCS Managerで非ドロップ QoSシステムク
ラスが有効になっている必要があります。

• RoCEプロパティのキューペアの設定は、少なくとも 4個のキューペアにする必要があり
ます。

•アダプタごとのキューペアの最大数は 2048個です。

• QoS No Dropクラス設定は、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチなどのアップストリーム
スイッチで適切に設定する必要があります。QoSの設定は、異なるアップストリームス
イッチ間で異なります。

• RNICインターフェイスあたりのメモリ領域の最大数は 131072です。

• UCS Managerは、RoCEv2対応の vNICに対してファブリックフェールオーバーをサポー
トしません。

• RoCEv2を使用した SMBダイレクトは、IPv4と IPv6の両方をサポートするようになりま
した。
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• RoCEv2は、GENEVEオフロードでは使用できません。

MTUプロパティ：

• VICドライバの古いバージョンで、MTUはスタンドアロンモードの UCSManagerサービ
スプロファイルまたはCisco IMC vNICMTU設定のいずれかから導出されました。この動
作は、Cisco UCS VIC 1400シリーズとそれ以降のアダプタで変更されます。MTUは
Windows OSジャンボパケットの詳細プロパティから制御されます。UCS Managerまたは
Cisco IMCから設定された値は影響しません。

• RoCEv2のMTU値は常に 2の累乗で、最大制限は 4096です。

• RoCEv2 MTUは、イーサネットMTUから導出されます。

• RoCEv2 MTUは、イーサネットMTUよりも小さい最も高い電力量です。次に例を示しま
す。

•イーサネット値が 1500の場合、RoCEv2 MTU値は 1024です。

•イーサネット値が 4096の場合、RoCEv2 MTU値は 4096です。

•イーサネット値が 9000の場合、RoCEv2 MTU値は 4096です。

Windows NDPKIの動作モード：

• Ciscoのネットワークダイレクトカーネルプロバイダインターフェイス (NDPKI)の実装
では、モード 1とモード 2の 2つの動作モードがサポートされています。モード 1とモー
ド 2は、ネットワークダイレクトカーネルプロバイダインターフェイス (NDKPI)の実装
に関連しています。モード 1はネイティブ RDMA、モード 2には RDMAを使用する仮想
ポートの設定が含まれています。CiscoはNDPKIMode3の動作をサポートしていません。

• RoCEv2モード 1の推奨されるデフォルトのアダプタポリシーは、Win-HPN-SMBdです。

• RoCEv2モード 2の推奨されるデフォルトのアダプタポリシーは、MQ-SMBdです。

•モード 2操作用の RoCEv2対応 vNICsでは、QoSホスト制御ポリシーが [フル (full)]に設
定されている必要があります。

•モード 2にはモード 1が含まれています。モード 2を動作させるには、モード 1を有効に
する必要があります。

• Windowsの場合。 RoCEv2インターフェイスは、MSIおよびMSIx割り込みモードをサ
ポートします。デフォルトでは、MSIx割り込みモードになっています。RoCEv2プロパ
ティを使用してインターフェイスが設定されている場合、Ciscoでは割り込みモードを変
更しないことを推奨します。

ダウングレードに関する制限事項：

• Ciscoでは、サポートされていない RoCEv2リリースにダウングレードする前に、RoCEv2
の設定を削除することを推奨しています。設定が削除または無効になっていない場合、ダ

ウングレードは失敗します。
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Linux上で RoCEv2を持つファブリック上の NVMeを使用する際のガイドライン

一般的なガイドラインと制限事項

• Ciscoでは、UCSManagerリリースに固有のUCSハードウェアとソフトウェアの互換性を
チェックして、NVMeoFのサポートを確認することを推奨します。NVMeoFは、UCS M5
以降の Bシリーズおよび Cシリーズサーバでサポートされています。

• RoCEv2を使用した RDMA上の NVMeは、第 4世代のCisco UCS VIC 1400シリーズのア
ダプタでサポートされています。RDMA上のNVMeは、UCS 6324ファブリックインター
コネクトまたは UCS VIC 1200シリーズおよび 1300シリーズアダプタではサポートされ
ていません。

• RoCEv2インターフェイスを作成するとき、Cisco UCSManager提供 Linux-NVMe-RoCEア
ダプタポリシーを使用します。

RoCEv2では、デフォルトの Linuxアダプタポリシーは使用しな
いでください。RoCEv2インターフェイスは、OSでは作成されま
せん。

（注）

• RoCEv2インターフェイスを設定する場合は、Cisco.comからダウンロードした enicと
enic_rdmaの両方のバイナリドライバを使用して、一致する enicと enic_rdmaドライバの
セットをインストールします。inbox enicドライバを使用してCisco.comからダウンロード
したバイナリ enic_rdmaドライバを使用しようとしても、機能しません。

• RoCEv2は、アダプタごとに最大2個のRoCEv2対応インターフェイスをサポートします。

• NVMeoFネームスペースからのブートはサポートされていません。

•レイヤ 3ルーティングはサポートされていません。

• RoCEv2は、結合をサポートしていません。

•システムクラッシュ時に crashdumpを NVMeoFネームスペースに保存することはサポー
トされていません。

• NVMeoFは、usNIC、VMFEX、VxLAN、VMQ、VMMQ、NVGRE、GENEVEオフロード、
および DPDK機能は使用できません。

• NetFlowモニタリングは、 RoCEv2インターフェイスではサポートされません。

• Linux-NVMe-RoCEポリシーでは、キューペア、メモリ領域、リソースグループ、および
優先度の設定値を、Ciscoが提供するデフォルト値以外に変更しないでください。キュー
ペア、メモリ領域、リソースグループ、および優先度の設定が異なると、NVMeoFの機
能が保証されない可能性があります。

• QoS No Dropクラス設定は、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチなどのアップストリーム
スイッチで適切に設定する必要があります。QoSの設定は、異なるアップストリームス
イッチ間で異なります。
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•アップストリームスイッチのVLANおよびQoSポリシーで、MTUサイズを正しく設定し
ます。

•スパニングツリープロトコル (STP)によって、フェールオーバまたはフェールバックイ
ベントが発生したときに、ネットワーク接続が一時的に失われる可能性があります。この

問題が発生しないようにするには、アップリンクスイッチで STPを無効にします。

• UCS Managerは、RoCEv2対応の vNICに対してファブリックフェールオーバーをサポー
トしません。

Interrupts

• Linux RoCEv2インターフェイスは、MSIx割り込みモードのみをサポートしています。
RoCEv2プロパティを使用してインターフェイスが設定されている場合、Ciscoでは割り込
みモードを変更しないことを推奨します。

• Linuxを使用した RoCEv2を使用するための最小割り込み数は 8です。

ダウングレードに関する制限事項：

• Ciscoでは、サポートされていない RoCEv2リリースにダウングレードする前に、RoCEv2
の設定を削除することを推奨しています。

GENEVEオフロード
Cisco UCS Managerは、ESXiプラットフォームで汎用ネットワーク仮想カプセル化（Generic
NetworkVirtualizationEncapsulation、GENEVE）オフロードをサポートするようになりました。
これにより、基本的にすべての情報をパケットにエンコードし、トンネルエンドポイント間で

渡すことができます。GENEVEは、UCS VIC 1400シリーズシリーズアダプタのデータセン
ターファブリック全体で分離されたマルチテナントブロードキャストドメインを作成するた

めのオーバーレイ機能を提供します。GENEVEプロトコルを使用すると、物理ネットワークの
境界にまたがる論理ネットワークを作成できます。

GENEVEオフロードは、すべてのイーサネットアダプタポリシーに存在しますが、デフォル
トでは無効になっています。VMWare ESXi GENEVEを使用する場合は推奨設定です。

GENEVEオフロードのエンドツーエンド設定の実装方法については、NSX-Tのマニュアルを
参照してください。

GENEVEオフロードが有効になっている場合は、イーサネットアダプタポリシーで次の値を
設定することを推奨します。

•送信キュー：1

• TXリングサイズ：4096

•受信キュー：8

• RXリングサイズ：4096

•完了キュー：16

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
186

ネットワーク関連ポリシー

GENEVEオフロード



•割り込み：32

次の機能は、いずれかのインターフェイスで GENEVEオフロードが有効になっている場合は
サポートされません。

• Azure QoS

• RoCEv2

•物理 NICモード

•非ポートチャネルモード

GENEVEオフロード対応インターフェイスは、usNIC、Netflow、高度なフィルター、NetQueue、
または aRFSをサポートしていません。

GENEVEオフロードには、次のような制限もあります。

•外部外部 IPV6は、GENEVE Offloadではサポートされていません。

• GENEVEオフロードは、CiscoUCSVIC1400シリーズアダプタでのみサポートされます。
CiscoUCSVIC1300シリーズまたは1200シリーズアダプタではサポートされていません。

• GENEVEオフロードは、ESX 7.0（NSX-T 3.0）および ESX 6.7U3（NSX-T 2.5）でサポー
トされています。

• Ciscoでは、サポートされていないリリースにダウングレードする前に、 GENEVEオフ
ロードの設定を削除することを推奨しています。

イーサネットアダプタポリシーの作成

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の[展開]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

ステップ 2 [サーバ] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 ポリシーの [Name]とオプションの [Description]を入力します。
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この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。また、オブジェクトが保存された後に、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

キューリソースがプールされているかどうか。

• [Disabled]：プールが無効になっています。

• [Enabled]：プールが有効になっています。

プールが有効になっているときに、アダプタポリシーで

指定したキューリソースの数は、すべての vPortsで割り
当てられているキューの合計数になります。

[Pooled]オプションボタン

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 1000の整数を入力します。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 16384の整数を入力します。

Cisco UCS VIC 1400シリーズアダプタとそれ以前のアダプタ
は、最大 4K (4096)のリングサイズをサポートします。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 1000の整数を入力します。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 16384の整数を入力します。

Cisco UCS VIC 1400シリーズアダプタとそれ以前のアダプタ
は、最大 4K (4096)のリングサイズをサポートします。

[Ring Size]フィールド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなけれ

ばならない完了キューリソースの数は、送信キューリソース

の数に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなりま

す。

1～ 2000の整数を入力します。

[Completion Queues]フィール
ド
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説明名前

割り当てる割り込みリソースの数。一般に、この値は（完了

キュー + 2）以上である 2のべき乗の最小値と等しくなってい
る必要があります。

1～ 1024の整数を入力します。

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

•完了キュー = 1 + 8 = 9

•割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

[Interrupts]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

RoCEバージョン 2オプションは、UCSマネージャ 4.2.1以降のリリースで使用す
る必要があります。

（注）

説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが計算
されます。

• [Enabled]：チェックサムを計算できるように、CPUから
すべてのパケットがハードウェアに送信されます。この

オプションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される
可能性があります。

このオプションは、インターフェイスから送信さ

れるパケットにのみ影響します。

（注）

[Transmit Checksum Offload]
オプションボタン

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが検証
されます。

• [Enabled]：CPUからすべてのパケットチェックサムが検
証のためにハードウェアへ送信されます。このオプショ

ンにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性が
あります。

このオプションは、インターフェイスが受信する

パケットにのみ影響します。

（注）

[Receive Checksum Offload]オ
プションボタン
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：大きいTCPパケットはCPUで分割されます。

• [Enabled]：大きいTCPパケットは、CPUからハードウェ
アに送信されて分割されます。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向
上する可能性があります。

このオプションは、Large Send Offload（LSO）と
も呼ばれ、インターフェイスから送信されるパ

ケットにのみ影響します。

（注）

[TCP Segmentation Offload]オ
プションボタン

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべての大きいパケットが処理されま
す。

• [Enabled]：すべての分割パケットは、CPUに送信される
前にハードウェアによって再構築されます。このオプショ

ンにより、CPUの使用率が削減され、インバウンドのス
ループットが増加する可能性があります。

このオプションは、インターフェイスが受信する

パケットにのみ影響します。

（注）

[TCP Large Receive Offload]オ
プションボタン

RSSにより、マルチプロセッサシステムにおいてネットワー
クの受信処理が複数のCPUに分散されます。次のいずれかに
なります。

• [Disabled]：ネットワーク受信処理は、別のプロセッサが
使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理され
ます。

• [Enabled]：ネットワーク受信処理は、可能な場合は常に
プロセッサ間で分担されます。

[Receive Side Scaling]オプショ
ンボタン

フローのパケット処理はローカルCPUで実行する必要があり
ます。これは Linuxオペレーティングシステムでのみサポー
トされます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUは指定されません。

• [Enabled]：パケット処理はローカル CPUで実行されま
す。

[Accelerated Receive Flow
Steering]オプションボタン
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説明名前

TSOおよびチェックサムの NVGREオーバーレイハードウェ
アオフロードが有効かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：NVGREオーバーレイハードウェアオフロー
ドは有効化されていません。

• [Enabled]：NVGREオーバーレイハードウェアオフロー
ドは有効化されています。

UCS VIC 1400シリーズアダプタを使用すると、NVGREオー
バーレイハードウェアオフロードを有効にすることができま

す。

[Network Virtualization using
Generic Routing Encapsulation]
オプションボタン

TSOおよびチェックサムのVXLANオーバーレイハードウェ
アオフロードが有効かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：VXLANオーバーレイハードウェアオフロー
ドは有効化されていません。

• [Enabled]：VXLANオーバーレイハードウェアオフロー
ドは有効化されています。

UCS VIC 1400シリーズアダプタを使用すると、VXLANオー
バーレイハードウェアオフロードを RoCEおよび VMQで有
効にすることができます。

[Virtual Extensible LAN]オプ
ションボタン

汎用ネットワーク仮想カプセル化（Generic Network
Virtualization Encapsulation、GENEVE）オーバーレイハード
ウェアオフロードが有効になっているかどうか。GENEVEの
オフロードは、VIC 1400シリーズアダプタのデータセンター
ファブリック全体で分離されたマルチテナントブロードキャ

ストドメインを作成するためのオーバーレイ機能を提供しま

す。次のいずれかになります。

• [無効（Disabled）]：GENEVEオーバーレイオフロード
は有効ではありません。

• [有効（Enabled）]：GENEVEオーバーレイオフロードは
有効です。

GENEVE
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説明名前

RDMAが有効になっているAzureStackベースのソリューショ
ンを正常にデプロイするには、この機能を有効にします。

• [有効（Enabled）]：アダプタでAzureStack-HostQoSを有
効にすると、ユーザはRDMAトラフィックのトラフィッ
ククラスを分割し、帯域幅の必要な部分を確実に割り当

てることができます。

• [無効（Disabled）]：アダプタの AzureStack-Host QoS機
能を無効にします。

AzureStack-ホスト QoS

セカンダリインターフェイスを使用してvNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで
使用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使

用可能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこ

の設定で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

[Failback Timeout]フィールド

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

[Interrupt Mode (割込みモード)]をMsi-Xに
設定し、pci=nomsiパラメータが RHELシス
テムの /boot/grub/grub.confで有効に
なっている場合、pci=nomsiは eNIC/fNICド
ライバをブロックし、Msi-Xモードで動作す
るため、システムパフォーマンスに影響を与

えます。

（注）

• [MSI]：MSIだけ。

• [IN Tx]：PCI IN Txを中断します。

INTx割り込みモードは、ESX nenicドライバおよ
びWindows nenicドライバではサポートされてい
ません。

ファイバチャネルインターフェイスでのMSI割
り込みモードはサポートされていません。MSI割
り込みモードがファイバチャネルインターフェイ

スに構成されている場合、ファイバチャネルイン

ターフェイスはMSIxモードで起動します。

（注）

[Interrupt Mode]オプション
ボタン
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Min]：システムは、別の割り込みイベントを送信する前
に、[Interrupt Timer]フィールドで指定された時間だけ待
機します。

• [Idle]：少なくとも [Interrupt Timer]フィールドで指定され
た時間の長さだけアクティビティがない状態が続くまで、

システムは割り込みを送信しません。

[Interrupt Coalescing Type]オ
プションボタン

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必

要な休止期間。

1～ 65535の値を入力します。割り込み調停をオフにするに
は、このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Interrupt Timer]フィールド

イーサネットネットワーク上のリモートダイレクトメモリ

アクセスが有効化されているかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：イーサネットアダプタでRoCEは無効です。

• [Enabled]：イーサネットアダプタで RoCEは有効です。

[RoCE]オプションボタン

RoCEプロパティをリストします。この領域はRoCEを有効に
した場合にのみ使用できます。

[RoCE Properties]領域

RoCEバージョン1は、リンク層プロトコルです。同じイーサ
ネットブロードキャストドメインの 2つのホスト間で通信で
きるようにします。

RoCEバージョン1が有効になっているかどうか。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：イーサネットアダプタで RoCEバージョン 1
は無効です。

• [Enabled]：イーサネットアダプタで RoCEバージョン 1
は有効です。

[Version 1]オプションボタン
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説明名前

RoCEv2は、インターネット層プロトコルです。RoCEv2パ
ケットをルーティングできます。RoCEv2パケットに IPおよ
び UDPヘッダーが含まれるようになっため可能です。

RoCEバージョン2が有効になっているかどうか。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：イーサネットアダプタで RoCEバージョン 2
は無効です。

• [Enabled]：イーサネットアダプタで RoCEバージョン 2
は有効です。

RoCEバージョン 2を有効にすると、[Priority]フィール
ドを設定することもできます。

[Version 2]オプションボタン

アダプタごとのキューペアの数。

1～ 8192の整数を入力します。この数値は 2のべき乗の整数
にすることをお勧めします。

[Queue Pairs]フィールド

グローバル (システム全体) QoSクラスの事前定義セット。こ
れらを次に示します。

•ファイバチャネル

•ベストエフォート

•ブロンズ

•シルバー

•ゴールド

• Platinum

RoCEバージョン 2では、[Priority]を [Platinum]として設定
します。

[Priority]ドロップダウンリス
ト

アダプタあたりのメモリ領域の数。

1～ 524288の整数を入力します。この数値は 2のべき乗の整
数にすることをお勧めします。

[Memory Regions]フィールド

アダプタごとのリソースグループの数。

1～ 128の整数を入力します。

最適なパフォーマンスを得るには、この数値は、システムの

CPUコアの数以上である、2のべき乗の整数にすることをお
勧めします。

[Resource Groups]フィールド
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説明名前

イーサネットネットワーク上で拡張フィルタを有効にするか

どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：イーサネットアダプタ上で拡張フィルタを無
効にします。

• [Enabled]：イーサネットアダプタ上で拡張フィルタを有
効にします。

[Advance Filter]オプションボ
タン

イーサネットネットワーク上で割り込みスケーリングを有効

にするかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：イーサネットアダプタ上で割り込みスケーリ
ングを無効にします。

• [Enabled]：イーサネットアダプタ上で割り込みスケーリ
ングを有効にします。

[Interrupt Scaling]オプション
ボタン

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LinuxオペレーティングシステムでMRQS用の eNICサポートをイネー
ブル化するためのイーサネットアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerには、Red Hat Enterprise Linuxバージョン 6.xおよび SUSE Linux Enterprise
Serverバージョン 11.xでのMultiple Receive Queue Support（MRQS）機能向けの eNICサポート
が含まれます。

手順

ステップ 1 イーサネットアダプタポリシーを作成します。

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Receive Side Scaling（RSS）= Enabled

•割り込みモード = Msi-X
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[Interrupt Mode (割込みモード)]をMsi-Xに設定し、pci=nomsiパラメータが
RHELシステムの /boot/grub/grub.confで有効になっている場合、
pci=nomsiは eNIC/fNICドライバをブロックし、Msi-Xモードで動作するため、
システムパフォーマンスに影響を与えます。

（注）

ステップ 2 eNICドライババージョン 2.1.1.35以降をインストールします。

詳細については、『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers Installation Guide』を参照してくだ
さい。

ステップ 3 サーバをリブートします。

VMware ESXiのRSS用のeNICサポートを有効にするためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

CiscoUCSManager ESXi 5.5以降のリリースでは、Receive Side Scaling (RSS)機能の eNICサポー
トが含まれています。

手順

ステップ 1 イーサネットアダプタポリシーを作成します。

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。

[Resources]領域で、次のオプションを設定します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n (最大 16)

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =（完了キューの数 + 2）以上である 2のべき乗の最小値

[Options (オプション)]領域で、次のオプションを設定します。

• Receive Side Scaling（RSS）= Enabled

ステップ 2 UCSハードウェアとソフトウェアの互換性に応じて、適切なドライバをインストールします。

詳細については、『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers Installation Guide』を参照してくだ
さい。

ステップ 3 サーバをリブートします。
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NVGREによるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerは、Windows Server 2012 R2オペレーティングシステムが実行されている
サーバーに設置された Cisco UCS VIC 1300シリーズアダプタでのみ NVGREによるステート
レスオフロードをサポートしています。。NVGREによるステートレスオフロードはNetFlow、
usNICまたは VM-FEXでは使用できません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

ステップ 2 [サーバ] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

a) [Resources]領域で、次のオプションを設定します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

b) [Options]領域で、次のオプションを設定します。

• Generic Routing Encapsulation（GRE）を使用したネットワーク仮想化 =有効

•割り込みモード = Msi-X

[Interrupt Mode (割込みモード)]をMsi-Xに設定し、pci=nomsiパラメータ
がRHELシステムの/boot/grub/grub.confで有効になっている場合、
pci=nomsiは eNIC/fNICドライバをブロックし、Msi-Xモードで動作する
ため、システムパフォーマンスに影響を与えます。

（注）

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細については、イーサネットアダプタポリシーの

作成（187ページ）を参照してください。

ステップ 5 [OK]をクリックしてイーサネットアダプタポリシーを作成します。

ステップ 6 eNICドライババージョン 3.0.0.8以降をインストールします。

詳細については、『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers Installation Guide』を参照してくだ
さい。
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ステップ 7 サーバをリブートします。

VXLANによるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerは、VXLAN TSOとチェックサムオフロードを、ESXi 5.5以降のリリース
で実行されている Cisco UCSVIC 1300シリーズアダプタでのみサポートします。

受信側スケーリング（RSS）による VXLANは、Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降でサ
ポートされます。RSSは、VICアダプタ 1300シリーズおよび Cisco UCSS3260システム for
ESXi 5.5以降の SIOCで、VXLANステートレスオフロードによりサポートされます。

Cisco UCSManager4.0(1a)リリースは、ESXi 6.5以降のリリースを実行するCisco UCSVIC 1400
シリーズを搭載したサーバで VXLANサポートが導入されています。VXLANによるステート
レスオフロードは NetFlow、usNIC、VM-FEX、または Netqueueでは使用できません。

VXLANは、VIC 1400シリーズアダプタのCiscoUCSManager 4.0(1a)からLinuxおよびWindows
2016をサポートします。

受信キューの最大量は、ESXiの Cisco UCS VIC 1300シリーズと Cisco UCS 1400アダプタで最
高 16個です。

UCS VIC 1300シリーズアダプタの IPv6を介したゲスト OS TCPトラフィックでは、VXLAN
ステートレスハードウェアオフロードはサポートされていません。ただし、CiscoUCSVIC1400
および 15000シリーズアダプタには、この VxLANオフロード制限がありません。

• IPv6を介してVXLANカプセル化TCPトラフィックを実行するには、VXLANステートレ
スオフロード機能を無効にします。

• UCS Managerで VXLANステートレスオフロード機能を無効にするには、イーサネット
アダプタポリシーの Virtual Extensible LANフィールドを無効にします。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

ステップ 2 [サーバ] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

a) [Resources]領域で、次のオプションを設定します。

•送信キュー = 1
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•受信キュー = n (最大 16)

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

b) [Options]領域で、次のオプションを設定します。

•受信側スケーリング =イネーブル

• [Virtual Extensible LAN] =有効

•割り込みモード = Msi-X

[Interrupt Mode (割込みモード)]をMsi-Xに設定し、pci=nomsiパラメータ
がRHELシステムの/boot/grub/grub.confで有効になっている場合、
pci=nomsiは eNIC/fNICドライバをブロックし、Msi-Xモードで動作する
ため、システムパフォーマンスに影響を与えます。

（注）

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細については、イーサネットアダプタポリシーの

作成（187ページ）を参照してください。

ステップ 5 [OK]をクリックしてイーサネットアダプタポリシーを作成します。

ステップ 6 eNICドライババージョン 2.1.2.59以降をインストールします。

詳細については、『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers Installation Guide』を参照してくだ
さい。

ステップ 7 サーバをリブートします。

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するイーサネットアダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vNICの作成方法を
設定できます。vNICSは手動で作成することも、自動で作成することもできます。

デフォルトのvNIC動作ポリシーを設定して、vNICの作成方法を定義することができます。次
のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルに Cisco UCS Managerはデフォルトの vNICを作成しませ
ん。すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HWInherit]：サービスプロファイルがvNICを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW継承（HW Inherit）]がデフォルト
で使用されます。

（注）

デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ルート組織内のデフォルトの vNIC動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォル
トの vNIC動作のポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vNIC Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの内の
1つをクリックします。

• [None]：サービスプロファイルに Cisco UCS Managerはデフォルトの vNICを作成しませ
ん。すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HWInherit]：サービスプロファイルがvNICを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

LAN接続ポリシーの設定

LANおよびSAN接続ポリシーの概要
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとLANまたは SAN間の接続およびネットワーク通
信リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、
WWN、およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび
vHBAを識別します。

接続ポリシーはサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートに含められ、

複数のサーバの設定に使用される可能性があるため、接続ポリシーでは静的 IDを使用しない
ことをお勧めします。

（注）

LANおよび SANの接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーを使用すると、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネット

ワーク接続とストレージ接続を備えたサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプ

レートを作成したり変更したりできるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するに

は、適切なネットワーク権限とストレージ権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークやストレージの設定と同じ権限を必要とします。たとえ

ば、接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも1つを有している必要があります。

• [admin]：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-server]：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-network]：LAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-storage]：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイ
ルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute
権限しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。
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サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できま
す。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間
の相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み
合わせて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含める
と、既存の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービ
スプロファイル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

LAN接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [LAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create LAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create LAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、名前と説明（任意）を入力します。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• LAN接続ポリシーに vNICを追加するには、ステップ 7に進みます。
• LAN接続ポリシーに iSCSI vNICを追加し、サーバで iSCSIブートを使用するには、ステッ
プ 8に進みます。

ステップ 7 vNICを追加するには、プラス記号の横にある [Add]をクリックし、[Create vNIC]ダイアログ
ボックスで、次のフィールドに入力します。

a) [Create vNIC]ダイアログボックスで名前を入力し、[MACAddressAssignment]を選択して、
既存の vNICテンプレートを使用するために [Use vNIC Template]チェックボックスをオン
にします。

この領域ではMACプールを作成することもできます。

b) [Fabric ID]を選択し、使用する [VLANs]を選択し、[MTU]を入力してから [Pin Group]を
選択します。
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この領域から VLANおよび LANピングループを作成することもできます。

Cisco Nexus 1000Vシリーズスイッチを使用する場合は、トラフィックの中断
を防ぐためにネイティブ VLAN 1設定を使用することをお勧めします。これ
は、vNICでネイティブ VLAN 1設定を変更するとポートがオン/オフされるた
めです。仮想プライベートクラウド（VPC）のセカンダリポートのネイティブ
VLAN設定を変更してからのみ、VPCのプライマリポートを変更することが
できます。

（注）

c) [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
d) [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control

Policy]を選択します。

この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリ
シーも作成できます。

e) [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオボタンを選択
して、対応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミックvNIC、usNIC、またはVMQの接続ポリシーも作成できます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトsは、ダイナミック
Vnicをサポートしていません。

（注）

f) [OK]をクリックします。

ステップ 8 サーバで iSCSIブートを使用する場合は、下矢印をクリックして [Add iSCSI vNICs]バーを展
開し以下を行います。

a) テーブルアイコンバーで [Add]をクリックします。
b) [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、[Name]を入力し、[Overlay vNIC]、[iSCSIAdapter

Policy]、および [VLAN]を選択します。

この領域では iSCSIアダプタポリシーを作成することもできます。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードおよび Cisco UCS VIC-1240仮
想インターフェイスカードの場合、指定する VLANはオーバーレイ vNICの
ネイティブ VLANと同じである必要があります。

CiscoUCSM51KR-BBroadcomBCM57711アダプタの場合、指定したVLANは、
オーバーレイ vNICに割り当てられたどの VLANでも設定できます。

（注）

c) [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のい
ずれかを選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択
します。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR仮
想インターフェイスカードアダプタまたは Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイ
スカードを含む場合、このオプションを選択します。
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このサービスプロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC
M51KR-Bアダプタが含まれる場合、MACアドレスを指定する必要があり
ます。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレス
を [MAC Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確
認するには、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各
プール名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内

の使用可能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレ
スの合計数です。

このCisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録されている場合は、プールカテゴ
リが 2つ存在することがあります。[ドメインプール（Domain Pools）]は Cisco UCS
ドメインでローカルに定義され、[グローバルプール（Global Pools）]は Cisco UCS
Centralで定義されます。

d) （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、
[Create MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力し
ます。

詳細については、『UCS Manager Storage Management Guide』の「Pools」の章の「Creating
a MAC Pool」を参照してください。

e) [OK]をクリックします。

ステップ 9 ポリシーに必要なすべての vNICまたは iSCSI vNICを作成したら、[OK]をクリックします。

次のタスク

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。

LAN接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれる LAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vNICと iSCSI
vNICもそのサービスプロファイルから削除され、そのサービスプロファイルに関連付けられ
ているサーバの LANデータトラフィックは中断されます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
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ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LAN接続ポリシー用の vNICの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNIC（vNICs）]テーブルのアイコンバーで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 7 既存の vNICテンプレートを使用するには、[vNICの作成（Create vNIC）]ダイアログボックス
で名前を入力し、[MACアドレスの割り当て（MAC Address Assignment）]を選択して [vNIC
テンプレートの使用（Use vNIC Template）]チェックボックスをオンにします。

この領域ではMACプールを作成することもできます。

ステップ 8 [Fabric ID]を選択し、使用する [VLANs]を選択し、[MTU]を入力してから [Pin Group]を選択
します。

この領域から VLANおよび LANピングループを作成することもできます。

ステップ 9 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 10 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control
Policy]を選択します。

この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシー
も作成できます。

ステップ 11 [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオボタンを選択して、
対応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQの接続ポリシーも作成できます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトsは、ダイナミック vNICs
をサポートしません。

（注）

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 [Save Changes]をクリックします。
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LAN接続ポリシーからの vNICの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除する vNICをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

LAN接続ポリシー用の iSCSI vNICの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルのアイコンバーの、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後に、こ

の名前を変更することはできません。

[名前（Name）]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（存在する場
合）。

[Overlay vNIC]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（存在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作
成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]
リンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは [default]です。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード
およびCiscoUCSVIC-1240仮想インターフェイス
カードの場合、指定する VLANはオーバーレイ
vNICのネイティブ VLANと同じである必要があ
ります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプ
タの場合、指定したVLANは、オーバーレイvNIC
に割り当てられたどのVLANでも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択し
ます。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR仮想イン
ターフェイスカードアダプタまたはCisco UCSVIC-1240仮想インターフェイスカードを
含む場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバにCiscoUCSNICM51KR-B
アダプタが含まれる場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを
[MAC Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認する
には、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー
ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可

能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数
です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合は、プールカテゴリ
が 2つ存在することがあります。[ドメインプール（Domain Pools）]は Cisco UCSドメイ
ンでローカルに定義され、[グローバルプール（Global Pools）]は Cisco UCS Centralで定
義されます。

ステップ 9 （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
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詳細については、『UCS Manager Storage Management Guide』の「Pools」の章の「Creating a
MAC Pool」を参照してください。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 [Save Changes]をクリックします。

LAN接続ポリシーからの vNICの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。

a) 削除する vNICをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシー

このポリシーは、次のような Cisco UCSドメインのネットワーク制御設定を行います。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダーポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイ
ス、vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスで Cisco UCS
Managerが実行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサー
バが使用できるかどうか
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• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

Action on Uplink Fail

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の Action on Uplink Failプロパティは、リンク
ダウンの値を使用して設定されます。Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなどの
アダプタの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障害が発生した

場合に、Cisco UCS Managerに対して vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェイスをダ
ウンさせるように指示します。CiscoUCSCNAM72KR-QやCiscoUCSCNAM72KR-Eなどの、
イーサネットとFCoEトラフィックの両方をサポートするVM-FEX非対応の統合型ネットワー
クアダプタを使用するCiscoUCSシステムの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられ
たボーダポートに障害が発生した場合に、Cisco UCSManagerに対してリモートイーサネット
インターフェイスをダウンさせるように指示します。このシナリオでは、リモートイーサネッ

トインターフェイスにバインドされているvFibreチャネルインターフェイスもダウンします。

この項に記載されているタイプの VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタが実装に含
まれており、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが予
想される場合は、警告の値を使用して [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することをお勧
めします。ただし、この設定にすると、ボーダポートがダウンした場合に、イーサネットチー

ミングドライバでリンク障害を検出できなくなる場合があります。

（注）

MAC登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これによ
り、ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。

トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスが無差別モードになっている

場合、MAC登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

NICチーミングとポートセキュリティ

NICチーミングはネットワークアダプタをグループ化して冗長性を実現する機能であり、ホス
ト側で有効化されます。このチーミング（ボンディング）により、フェールオーバーやリンク

全体にわたるロードバランシングなど、さまざまな機能の実行が容易になります。NICチーミ
ングが有効なときにフェールオーバーや再設定などのイベントが発生すると、MACアドレス
の競合や移動が発生することがあります。

ポートセキュリティはファブリックインターコネクト側で有効化される機能であり、MACア
ドレスの移動と削除を防ぎます。したがって、ポートセキュリティと NICチーミングを一緒
に有効にしないようにしてください。
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ファブリックインターコネクトvEthernetインターフェイスのLinkLayerDiscoveryProtocol
の設定

CiscoUCSManager vEthernetインターフェイスでLLDPを有効化したり無効化したりできます。
これらの LANアップリンクネイバーに関する情報も取得できます。この情報は、UCSシステ
ムに接続された LANのトポロジを学習するときと、ファブリックインターコネクト（FI）か
らネットワークの接続性の問題を診断するときに便利です。UCSシステムのファブリックイ
ンターコネクトは、LAN接続の場合はLANアップリンクスイッチに接続され、ストレージ接
続の場合は SANアップリンクスイッチに接続されます。Cisco Application Centric Infrastructure
（ACI）で Cisco UCSを使用する場合、ファブリックインターコネクトの LANアップリンク
はACIのリーフノードに接続されます。vEthernetインターフェイスでLLDPを有効にすると、
Application Policy Infrastructure Controller（APIC）が vCenterを使用してファブリックインター
コネクトに接続されたサーバを識別するために役立ちます。

ネットワーク内のデバイスのディスカバリを許可するために、IEEE 802.1ab標準規格で定義さ
れているベンダーニュートラルなデバイスディスカバリプロトコルであるLinkLayerDiscovery
Protocol（LLDP）がサポートされています。LLDPは、ネットワークデバイスがネットワーク
上の他のデバイスに自分の情報をアドバタイズできるようにする単一方向のプロトコルです。

LLDPは、デバイスおよびそのインターフェイスの機能と現在のステータスに関する情報を送
信します。LLDPデバイスはこのプロトコルを使用して、他の LLDPデバイスからだけ情報を
要求します。

vEthernetインターフェイスに対する LLDPは、サービスプロファイルの vNICに適用される
ネットワーク制御ポリシー（NCP）に基づいて有効化または無効化できます。

ネットワーク制御ポリシーの作成

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセ
キュリティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティが有効になっ
ている場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアドレスが
含まれるパケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE Initialization Protocolパケッ
トで使用される送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのうち、ア
ダプタによって最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットとEthernet
パケットのいずれかがドロップされることがあります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Network Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Network Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。
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ステップ 6 [LLDP]領域で、次の内容を実行します。

a) インターフェイス上での LLDPパケットの伝送を有効にするには、[Transmit]フィールド
で [Enabled]をクリックします。

b) インターフェイス上での LLDPパケットの受信を有効にするには、[Receive]フィールドで
[Enabled]をクリックします。

ステップ 7 [MACSecurity]領域で次の手順を実行して、ファブリックインターコネクトへのパケット送信
時に、サーバが異なるMACアドレスを使用できるかどうかを決定します。

a) [Expand]アイコンをクリックして領域を展開し、オプションボタンを表示します。
b) 次のオプションボタンのいずれかをクリックして、サーバからファブリックインターコ
ネクトへのパケット送信時に偽のMACアドレスが使用できるか、拒否されるかを決定し
ます。

• [Allow]：パケットに関連付けられているMACアドレスに関係なく、すべてのサーバ
パケットがファブリックインターコネクトで受け入れられます。

• [Deny]：最初のパケットがファブリックインターコネクトに送信された後、それ以降
のすべてのパケットでそれと同じMACアドレスを使用する必要があります。そうで
ないパケットは、ファブリックインターコネクトからメッセージなしで拒否されま

す。実質的に、このオプションによって、関連する vNICのポートセキュリティがイ
ネーブルになります。

関連付けられたサーバにVMwareESXをインストールする予定の場合、デフォルトのvNIC
に適用されるネットワーク制御ポリシーの [MACSecurity]を [allow]に設定する必要があり
ます。[MACSecurity]を [allow]に設定しない場合、ESXのインストールは失敗します。イ
ンストールプロセスでは複数のMACアドレスが必要ですが、MACセキュリティでは 1
つのMACアドレスだけが許可されるためです。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー（Policies）] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Network Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）のスヌーピング、IGMP
クエリア、および IGMPソース IPプロキシの設定に使用されます。IGMPスヌーピングは、特
定のマルチキャスト伝送に含まれるべきVLANのホストを動的に決定します。1つ以上のVLAN
に関連付けることができるマルチキャストポリシーを作成、変更、削除できます。マルチキャ

ストポリシーが変更されると、そのマルチキャストポリシーに関連付けられたすべてのVLAN
が再処理され変更が適用されます。

デフォルトでは、IGMPスヌーピングが有効になり、IGMPクエリアが無効になります。IGMP
スヌーピングを有効にすると、ファブリックインターコネクトはホストのみに IGMPクエリを
送信します。アップストリームネットワークには IGMPクエリを送信しません。アップスト
リームに IGMPクエリを送信するには、次のいずれかを実行します。

• IGMPスヌーピングを有効にしたアップストリームファブリックインターコネクトで IGMP
クエリを設定します。

•アップストリームファブリックインターコネクトで IGMPスヌーピングを無効にします。

•ファブリックインターコネクトをスイッチモードに変更します。

デフォルトでは、IGMPソース IPプロキシの状態は有効になっています。IGMPソース IPプ
ロキシが有効になっている場合、ファブリックインターコネクトはそのホストのプロキシとし

て機能し、マルチキャストグループ内のホストおよびルーティングデバイスのメンバーシッ

プを管理します。IPホストは、IGMPを使用して、マルチキャストグループメンバーシップ
を直接隣接するマルチキャストルーティングデバイスに報告します。IGMPソース IPプロキ
シが無効になっている場合、ファブリックインターコネクトは、ホストからの IGMPメッセー
ジを変更なしでアップストリームルータまたはスイッチに転送します。

マルチキャストポリシーには、次の制限事項およびガイドラインが適用されます。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャストポリ
シーをデフォルトのマルチキャストポリシーとともに割り当てることができます。

•グローバル VLANで許可されるのは、デフォルトのマルチキャストポリシーだけです。

• Cisco UCSドメインに 6300シリーズと 6200シリーズのファブリックインターコネクトが
含まれている場合は、どのマルチキャストポリシーでも割り当てることができます。

•ファブリックインターコネクトおよび関連付けられた LANイッチで同じ IGMPスヌーピ
ング状態を使用することを強くお勧めします。たとえば、ファブリックインターコネクト

で IGMPスヌーピングが無効にされている場合は、関連付けられているすべての LANス
イッチでも無効にする必要があります。
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• IGMPソース IPプロキシを有効または無効にするオプションは、Cisco UCS UCS 6400、
UCS 6300、および UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでサポートされて
います。

マルチキャストポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Create Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 [マルチキャストポリシー作成（CreateMulticastPolicy）]ダイアログボックスで、名前と IGMP
スヌーピング情報を指定します。

マルチキャストポリシーに IGMPスヌーピングクエリア IPアドレスを設定する場
合は、次のガイドラインに従ってください。

1. イーサネットスイッチモード構成では、ドメインの各 FIにクエリア IPアドレ
スを設定する必要があります。

2. イーサネットエンドホストモードでは、FI Aにのみクエリア IPアドレスを設
定し、必要に応じて FI Bに設定することもできます。FI Bに明示的に IPアド
レスが設定されていない場合は、FIAに設定されているアドレスと同じアドレ
スが使用されます。

クエリア IPアドレスは、その有効な IPアドレスを指定できます。ただし、ホ
ストに厳密なサブネットチェックがある場合は、同じサブネットからの IPア
ドレスが必須です。

（注）

ステップ 6 [OK]をクリックします。

マルチキャストポリシーの変更

この手順では、既存のマルチキャストポリシーの IGMPスヌーピング状態、IGMPスヌーピン
グクエリア状態、および IGMPソース IPプロキシ状態を変更する方法について説明します。

作成後にマルチキャストポリシーの名前を変更することはできません。（注）
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、必要に応じてフィールドを編集します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Delete Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

LACPポリシーの設定

LACPポリシー
リンク集約は、複数のネットワーク接続を並列に組み合わせて、スループットを向上させ、冗

長性を実現します。Link Aggregation Control Protocol（LACP）は、それらのリンク集約グルー
プにさらに利点をもたらします。Cisco UCS Managerでは、LACPポリシーを使用して LACP
のプロパティを設定することができます。

LACPポリシーには以下を設定できます。
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•個別一時停止：LACPでアップストリームスイッチのポートを設定しない場合、ファブ
リックインターコネクトは、すべてのポートをアップリンクイーサネットポートとして

扱い、パケットを転送します。ループを回避するために、LACPポートを一時停止状態に
することができます。LACPを使用してポートチャネルに個別一時停止を設定すると、そ
のポートチャネルの一部であるポートがピアポートからPDUを受信しない場合、そのポー
トは一時停止状態になります。

•タイマー値：rate-fastまたは rate-normalを設定できます。rate-fast設定では、ポートはピア
ポートから 1秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 3秒です。rate-normal設
定では、ポートは 30秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 90秒です。

システムの起動時に、デフォルトのLACPポリシーが作成されます。このポリシーを変更した
り、新規のポリシーを作成できます。また、複数のポートチャネルに 1つのLACPポリシーを
適用することもできます。

LACPポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[LACP Policies]タブをクリックし、[+]記号をクリックします。

ステップ 5 [Create LACP Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

LACPポリシーの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインの [LACP Policies]タブで、編集するポリシーをクリックします。

ステップ 5 右側の [Properties]アイコンをクリックします。
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ステップ 6 [Properties]ダイアログボックスで、必要な変更を行って [Apply]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

UDLDリンクポリシーの設定

UDLDの概要
UniDirectional Link Detection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケー
ブルを通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リ

ンクの存在を検出できるようにするためのレイヤ2プロトコルです。このプロトコルによって
単一方向リンクを正常に検出し、無効にするには、接続されているすべてのデバイスでUDLD
がサポートされる必要があります。UDLDは、単方向リンクを検出するとそのリンクを単方向
としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さま

ざまな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ 1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ 1で
は、オートネゴシエーションは物理シグナリングと障害検出を行います。UDLDは、ネイバー
の IDの検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、自動ネゴシエーショ
ンでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションと UDLDの両方をイネーブル
にすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一方向接続、および他
のプロトコルの誤動作を防止します。

ローカルデバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーか

ら送信されたトラフィックをローカルデバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生し

ます。

動作モード

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブで
す。通常モードの UDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する
単一方向リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイス
トペアリンク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク

上のインターフェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードの UDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合
に単一方向リンクを検出しますが、レイヤ1メカニズムは、この誤接続を検出しません。イン
ターフェイスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンク

を検出するはずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単一方向リン
クを検出できません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディ
セーブルにしません。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されてお
り、自動ネゴシエーションがアクティブであると、レイヤ1メカニズムはリンクの物理的な問
題を検出しないため、リンクは稼働状態でなくなります。この場合は、UDLDは何のアクショ
ンも行わず、論理リンクは不確定と見なされます。
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デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッ
シブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイント

のリンク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブモードが有効になっている場合、
UDLDネイバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLDパケットを受信しな
くなると、UDLDはネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダ
ウンします。アグレッシブモードの UDLDは、2つのデバイス間の障害発生が許されないポ
イントツーポイントリンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発

生している場合に、単方向リンクも検出できます。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受
信ができない場合。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片
方がアップ状態の場合。

•ケーブルのうち 1本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

•ネイバーデータベースメンテナンス

UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスでHelloパケット（別名アドバタイズメ
ントまたはプローブ）を定期的に送信して、他の UDLD対応ネイバーについて学習し、
各デバイスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが hello
メッセージを受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が

経過するまで、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、

スイッチが新しい helloメッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き
換えられます。

インターフェイスがディセーブルになり UDLDが実行中の場合、インターフェイスで
UDLDがディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、
設定変更によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュエントリをすべてク

リアします。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュす
るようにネイバーに通知するメッセージを 1つまたは複数送信します。このメッセージ
は、キャッシュを継続的に同期するためのものです。

•イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを
学習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLD
デバイス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作は

すべての UDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを
受信するように待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、

UDLDモードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある
場合、リンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがア
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グレッシブモードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスは

シャットダウンされます。

通常モードにあるUDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ
シュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可
能性のあるネイバーとの再同期を行います。

アグレッシブモードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまた

は検出段階で期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性
のあるネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステー

トが不確定のままの場合、UDLDはポートをシャットダウンします。

UDLD設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLDを設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチの UDLD非対応ポートに接続すると、その
UDLD対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

•モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定し
ます。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要
があります。次のインターフェイスタイプがサポートされています。

•イーサネットアップリンク

• FCoEアップリンク

•イーサネットアップリンクポートチャネルメンバ

• FCoEアップリンクポートチャネルメンバ

リンクプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [Link Profile]ノードを右クリックし、[Create Link Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create Link Profile]ダイアログボックスで、名前と UDLDリンクポリシーを指定します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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UDLDリンクポリシーの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [UDLD Link Policies]ノードを右クリックし、[Create UDLD Link Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create UDLD Link Policy]ダイアログボックスで、名前、管理ステータスおよびモードを指定
します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

UDLDシステム設定の変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [ポリシー] > [LANクラウド]を展開します。

ステップ 3 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [root]を展開します。

ステップ 4 [Link Protocol Policy]ノードを展開し、[UDLD System Settings]をクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、必要に応じてフィールドを変更します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

リンクプロファイルのポートチャネルイーサネットインターフェイ

スへの割り当て

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LANクラウド（LAN Cloud）] > [ファブリック（Fabric）] > [ポートチャネル（Port
Channels）]の順に展開します。

ステップ 3 ポートチャネルのノードを展開し、リンクプロファイルを割り当てる [Eth Interface]をクリッ
クします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リンクプロファイルのアップリンクイーサネットインターフェイス

への割り当て

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink Eth Interface]の順に展開します。

ステップ 3 リンクプロファイルを割り当てる [Eth Interface]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リンクプロファイルのポートチャネル FCoEインターフェイスへの割
り当て

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 FCoEポートチャネルのノードを展開し、リンクプロファイルを割り当てる FCoEインター
フェイスをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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リンクプロファイルのアップリンク FCoEインターフェイスへの割り
当て

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink FC Interfaces]の順に展開します。

ステップ 3 リンクプロファイルを割り当てる FCoEインターフェイスをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

VMQおよび VMMQ接続ポリシーの設定

VMQ接続ポリシー
CiscoUCSManager vNICに対しVMQ接続ポリシーを設定することができます。VMQにより、
管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。VMQvNIC
接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。

• VMQ接続ポリシーの作成

•サービスプロファイルでのスタティック vNICの作成

• vNICへの VMQ接続ポリシーの適用

サーバのサービスプロファイルで VMQ vNICを設定する場合は、サーバ内の少なくとも 1つ
のアダプタが VMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも 1
つがサーバにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-1200シリーズ

• UCS-VIC-1300シリーズ

• UCS-VIC-1400シリーズ

以下は VMQでサポートされるオペレーティングシステムです。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

• Windows 2016
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• Windows 2019

• Windows 2022

Cisco UCS VIC 1400シリーズアダプタはWindows 2012 VMQおよびWindows 2012 R2 VMQで
はサポートされていません

（注）

サービスプロファイルで 1度に適用できる vNIC接続ポリシーは 1つだけです。vNICに対し
て 3つのオプション（ダイナミック、usNIC、VMQ接続ポリシー）のいずれか 1つを選択して
ください。サービスプロファイルで VMQ vNICが設定されている場合は、次のように設定さ
れていることを確認してください。

• BIOSポリシーで [SRIOV]を選択する。

•アダプタポリシーで [Windows]を選択する。

VMQ接続ポリシーの作成
VMQ接続ポリシーを作成する前に、次のことを考慮してください。

• Windows Serverでの VMQの有効化：アダプタが仮想スイッチに配置されている場合、
Get-NetAdapterVmqコマンドレットを実行すると、VMQに対して [True] が表示されま
す。

•仮想マシンのレベル：デフォルトでは、VMQは新しく展開されるすべての VMで有効で
す。VMQは、既存の VMで有効または無効にできます。

• Microsoft SCVMM—VMQはポートプロファイルで有効にする必要があります。そうでな
い場合は、SCVMMで仮想スイッチを正常に作成できません。

• Microsoft Azure Stackは、vPortsと呼ばれるホスト側の仮想スイッチポートの既存のVMQ
サポートを、Virtual Machine Multi Queues (VMMQ)に拡張します。VMMQを設定するに
は、マルチキュー VMQ接続ポリシーの有効化します。

VMQ機能をサポートする Cisco UCS VIC 1400シリーズ以降のアダプタには、マルチキュー
オプションが有効な状態で VMQ接続ポリシーで vNICを設定する必要があります。

Cisco UCS VIC 1400シリーズアダプタに対するMicrosoftスタンドアロン NICチーミングと仮
想マシンキュー (VMQ)サポート：

Microsoftスタンドアロン NICチーミングは、VMQでのみ動作します。Cisco UCS VIC 1400ア
ダプタの場合、サポートされている VMQはシングルキューの VMMQです。単一キューを持
つVMMQをサポートするには、1 TQ、1 RQ、2 CQの組み合わせを含む新しいVMMQアダプ
タポリシーを作成し、それを VMQ接続ポリシーに割り当てる必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられて
いない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [VMQ Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create VMQ Connection Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create VMQ Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMQ接続ポリシー名。[名前（Name）]フィールド

VMQ接続ポリシーの説明。[Description]フィールド
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説明名前

仮想マシンマルチキュー（VMMQ）がポリ
シーで有効かどうか。VMMQを使用して、複
数のキューが1つのVMに割り当てられます。

• [Disabled]：マルチキューは無効であり、
VMQポリシーを設定することができま
す。

マルチキューを無効にすると、次の

フィールドが表示されます。

• VMQ数

•割り込みの数

• [Enabled]：マルチキューが有効になって
おり、vNICがVMMQモードになります。
VMMQアダプタポリシーを指定すること
ができます。

マルチキューを有効にすると、次の

フィールドが表示されます。

•サブ vNIC数

• VMMQアダプタポリシー

Cisco UCS VIC 1400シリーズ以降
のアダプタについては、複数の

キューオプションを有効にして、

両方VMQとVMMQ機能をサポー
トします。

（注）

複数のキューを有効にしている状態でのVMQ
接続ポリシーの作成の詳細については、VMMQ
接続ポリシーの作成（228ページ）を参照し
ます。

[Multi Queue]オプションボタン

アダプタあたりの VMQ数は VM NICの最大
数 + 1である必要があります。デフォルト値
は 64です。

[Number of VMQs]フィールド

サーバで使用可能なCPUスレッドまたは論理
プロセッサの数。デフォルト値は 64です。

使用する最小割り込みは「2×CPU
コア数 + 4」です。

（注）

[Number of Interrupts]フィールド
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

VMQ設定を vNICに割り当てる

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

ステップ 2 [サーバー（Servers）]タブで、[サーバー（Servers）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）] > [root]を展開します。

ステップ 3 VMQに設定するサービスプロファイルノードを展開して、[vNICs]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Network]タブをクリックします。

ステップ 5 [vNIC]領域で、vNICを選択し、[Actual Order]カラムをダブルクリックします。

[vNICの変更]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [Modify vNIC]ダイアログボックスの [Adapter Performance Profile]領域で [Adapter Policy]ド
ロップダウンリストから [Windows]を選択します。

ステップ 7 [Connection Policies]領域で、[VMQ]オプションボタンをクリックします。

ステップ 8 VMQ接続ポリシードロップダウンリストから [VMQ Connection Policy]を選択します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Save Changes]をクリックします。

同じ vNICの VMQおよび NVGREオフロードのイネーブル化
同じ vNICの VMQおよび NVGREオフロードをイネーブルにするには、次の表に示す作業を
実行します。

Cisco UCS VIC 1400シリーズアダプタ以降を除く同じ vNIC上の VXLANとともに VMQがサ
ポートされていません。Cisco UCS VIC 14000シリーズアダプタは、同じ vNIC上の VXLAN
または NVGREとともに VMQおよび VMMQをサポートします。

（注）
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参照先説明タスク

NVGREによるステートレス
オフロードを有効化するため

のイーサネットアダプタポリ

シーの設定（197ページ）

対象となるvNICに関連付けら
れるアダプタプロファイル

に、対応するフラグを設定し

ます。

NVGREオフロー
ドを有効にするに

は、送信チェック

サムオフロードと

TSOをイネーブル
にする必要があり

ます。

（注）

通常の NVGREオフロードの
イネーブル化

VMQ接続ポリシーの作成
（222ページ）

VMQ設定を vNICに割り当て
る（225ページ）

サービスプロファイルにvNIC
を追加するときに、適切な接

続ポリシーを設定します。

VMQのイネーブル化

VMMQ接続ポリシー
CiscoUCSManagerには、仮想マシンマルチキュー (VMMQ)のサポートが導入されています。
VMMQでは、複数の I/Oキューを単一の VMに設定し、VNの複数の CPUコアでトラフィッ
クを分散できます。VMMQは、Windows 2016以降のバージョンでの UCS VIC 1400シリーズ
以降のアダプタでサポートされます。RDMA/RDMAOverConvergedEthernet（RoCEv2）モード
2を使用した VMMQは、Windows 2019以降でサポートされています。

VMQ接続ポリシーには、[Multi Queue]と呼ばれるオプションがあります。[Multi Queue]が有
効になっている場合、vNICが VMMQモードになります。このモードでは、サブ vNICsを設
定し、VMMQアダプタポリシーを指定できます。ポリシーには VMMQの集約キューカウン
トを含み、VM間の接続方法を決定し、Azure Stack vPortsが設定されます。

vNICで VMMQを有効にするには、次の 2つの構成が必要です。

• vNICのアダプタポリシーをアタッチします。VMMQの推奨アダプターポリシーは、UCS
Managerで使用可能なWin-HPNです。

• vNICに VMQ接続ポリシーを含めます。VMQ接続ポリシーは、vPortの Tx/Rxキューを
定義します。VMQ接続ポリシーについては、UCS Managerで利用可能な事前定義された
マルチキュー（MQ）ポリシーを使用することをお勧めします。事前定義されたポリシー
は UCSMで使用できます:通常の VMMQ用のMQです。事前定義されたポリシーは、
プールモードの 64個のサブ vNICまたは vPortに適しています。
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RDMAを使用するには、vNICアダプタポリシーのオプションで
RDMAを有効にする必要があります。RDMAについては、コン
バージドイーサネット（RoCE）v2上の RDMAの Cisco UCS

Manager設定ガイドを参照してください。

（注）

vPortsに使用可能なキューの合計数を定義するには、2つの方法があります。プールモードで
は、VMMQアダプタポリシー内のリソース数は、拡張全体で使用可能な合計です。非プール
モードでは、使用可能な合計は VMMQアダプタポリシー * subvnicカウントから選択したリ
ソースカウントです。VMMQモードでは、これらはデフォルトのキュー数です。

非プールモードプールモードキューリソース

164送信キュー

8512受信キュー

9576完了キュー

VMMQ接続ポリシーの作成（228ページ）VMMQ接続ポリシーの作成に関する詳細情報を提
供します。

VMMQガイドライン

•各 VMMQ vPortは、複数の送信および受信キューを使用できます。VMMQが有効になっ
ているときに、キューのプールを作成すると、ホストドライバが vPortsにキューを割り
当てます。vPortがサービスを行うコアの数に基づいて、それぞれの vPortsにキューの異
なる数を割り当てることができます。

• VMMQ機能では、VXLANおよび NVGREのオフロードがサポートされています。オプ
ションはVNICアダプタポリシーで有効になっており、サブ vNICアダプタポリシーでは
有効になっていません。

• RSSは、オーバーレイパケット内部のパケットを含むVMMQ受信キューでサポートされ
ます。

• VMMQVnicはCiscoUCSManagerではなく、ホストによって設定されたレート制限です。
COSは Cisco UCS Managerから vPortごとに調整できません。

• [Multi Queue]が無効になっている状態でVMQ接続ポリシーを通して指定されたVMQ機
能を持つvNICsは、マルチキューが有効になっているvNICsとして同じアダプタ上できょ
かされません。

• FCoEおよび VMMQ Vnicは、同じサーバに共存できます。

•同じ VICで usNICおよび複数のキュー VMQを有効にできません。

• VMQ接続ポリシーを通したVMMQアダプタポリシーの変更により、完了キュー (CQ)の
最大値を超えます。各 VIC 1400シリーズ以降のアダプタは、最大 2000ハードウェア CQ
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技術情報をサポートしています。この数字を超過する場合、CiscoUCSManagerGUIにOut
of CQ Resourcesエラーが表示され、サービスプロファイルの関連付けにて設定障害
により vNICの作成が失敗します。

•次の PSコマンドを使用して、vportで VMMQを有効にします。
Set-VMNetworkAdapter -Name (vmNIC Name) -VMName (VM_NAME) -VmmqEnabled $true
-VmmqQueuePairs (Queue_Pair_Count) -VrssEnabled $true

VMMQ接続ポリシーの作成
VMMQ接続ポリシーは、マルチキューが有効になっている状態で VMQポリシーを使用して
作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられて

いない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [VMQ Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create VMQ Connection Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create VMQ Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMQ接続ポリシー名。[名前（Name）]フィールド

VMQ接続ポリシーの説明。[Description]フィールド
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説明名前

ポリシーで仮想マシンマルチキュー (VMMQ)
が有効になると、複数のキューが 1つの仮想
ポートに割り当てられます。

• [Enabled]：マルチキューが有効になって
おり、vNICがVMMQモードになります。
VMMQアダプタポリシーを指定すること
ができます。

マルチキューを有効にすると、次の

フィールドが表示されます。

•サブ vNIC数

• VMMQアダプタポリシー

Cisco UCS VIC 1400と VIC 15000
シリーズアダプタについては、複

数のキューオプションを有効にし

て、両方 VMQと VMMQ機能を
サポートします。

（注）

[Multi Queue]オプションボタン

マルチキューに使用可能なサブVnicの数。デ
フォルト値は 64です。

VMMQアダプタポリシーの TQ
と RQリソースの値は、設定され
ているサブ vNICの数以上でなけ
ればなりません。

（注）

[Number of Sub vNICs]フィールド

VMMQアダプタポリシーの名前。Ciscoでは、
デフォルトのMQアダプタポリシーの使用を
推奨します。

デフォルトのMQポリシーには、VMMQの集
約キューカウントが含まれています。

特定の構成用に設計されたカスタ

ムポリシーを指定することもでき

ます。

（注）

[VMMQ Adapter Policy]ドロップダウンリス
ト
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [VMQ接続ポリシー（VMQ Connection Policies）]の下の新しいポリシーに移動します
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ステップ 8 [送信キュー（Transmit Queues）]の数を 64に設定し、[受信キュー（Receive Queues）]を送
信キューの 8倍（512）に設定します。[完了キュー（Completion Queues）]は、これら 2つの
数値の合計 (576)です。

ステップ 9 [割り込み（Interrupt）]カウントを 256に設定します。

ステップ 10 [プールされた（Pooled）]リソースを有効にします。

ステップ 11 [受信側スケーリング（Receive Side Scaling（RSS））]を有効にします。

ステップ 12 [OK]をクリックします。
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次のタスク

QoSポリシーに割り当てます

VMMQの QoSポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[Policies]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられてい
ない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [QoS Policy]ダイアログボックスを右クリックし、[Name]フィールドにポリシーの名前を入力
します。VMMQは、TrustedCosをポリシーとして使用します。このポリシーを vNIC QoSに
割り当てます。

ステップ 5 [Priority]のドロップダウンリストで優先度を選択します。

ステップ 6 [Host Control]フィールドの [Full]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次のタスク

VMMQ設定を vNICに割り当てます。
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VMMQ設定を vNICに割り当てる

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [root]の順に展開します。

ステップ 3 VMMQを設定するサービスプロファイルノードを展開して、[vNICs]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Network]タブをクリックします。

ステップ 5 [vNIC]領域で、適切な vNICを選択し、[実際の順序]列をダブルクリックします。

[vNICの変更]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [アダプタパフォーマンスプロファイル（Adapter Performance Profile）]領域の [vNIC変更
（ModifyvNIC）]ダイアログボックスで、[WIN-HPN]を [アダプタポリシー（AdapterPolicy）]
ドロップダウンリストで選択します。

ステップ 7 [QoS Policy]ドロップダウンリストから VMMQに作成した QoSポリシーを選択します。

ステップ 8 [Connection Policies]領域で、[VMQ]オプションボタンをクリックします。

ステップ 9 [VMQ Connection Policy]ドロップダウンリストから、有効になっている複数のキューで作成
された VMQ接続ポリシーを選択します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerリリース 4.2ネットワーク管理ガイド
233

ネットワーク関連ポリシー

VMMQ設定を vNICに割り当てる



ステップ 11 [Save Changes]をクリックします。

NetQueue

NetQueueについて
NetQueueは、ネットワークアダプタに複数の受信キューを提供することによってトラフィッ
クのパフォーマンスを向上します。これらのキューにより、グループ化される個々の仮想マシ

ンに関連付けられたデータ割り込み処理が可能になります。
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NetQueueは、VMware ESXiオペレーティングシステムを実行しているサーバでサポートされ
ます。

（注）

NetQueueの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられて

いない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [VMQ Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create VMQ Connection Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create VMQ Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

ステップ 6

説明名前

NetQueueポリシーの名前。[名前（Name）]フィールド

NetQueueの説明。[Description]フィールド

NetQueueの無効化を選択します。[Multi Queue]オプションボタン

1 ~ 64の数を入力して、この接続ポリシーの
NetQueuesの数を指定します。ドライバは標準
フレーム構成の場合、ポートあたり最大16個
の NetQueueをサポートします。

VMwareは標準フレーム構成の場
合、ポートあたり最大 8個の
NetQueueを使用することを推奨し
ています。

（注）

[Number of VMQs]フィールド

各 VNICの割り込みカウント数。値は VMQs
+ 2 x 2の数に設定する必要があります。

[Number of Interrupts]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

ステップ 9 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [root]を展開します。

ステップ 10 NetQueueを設定するサービスプロファイルノードを展開して、[vNICs]をクリックします。

ステップ 11 [Work]ペインで、[Network]タブをクリックします。
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ステップ 12 [vNIC]領域で、vNICを選択し、[Actual Order]カラムをダブルクリックします。

[vNICの変更]ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 [Modify vNIC]ダイアログボックスの [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]ド
ロップダウンリストから [VMWare]を選択します。

ステップ 14 [Connection Policies]領域で、[VMQ]オプションボタンをクリックします。

ステップ 15 VMQ接続ポリシードロップダウンリストからNetQueueを作成したVMQ接続ポリシーを選択
します。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

ステップ 17 [Save Changes]をクリックします。

NetQueueを有効にする必要があるのはMSIXシステムでのみです。

1GB NICでは NetQueueを無効にする必要があります。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


